


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










00　邪神の失敗

01　英雄をかけた戦い

02　王女との婚約

03　人族とエルフの戦争

04　魔王軍十個分の戦力

05　後始末と宝剣

06　ハルトの姉

07　魔法強化と神獣

08　ハルトの兄たち

09　祝！　結婚!!　全員集合！
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　ハルトが邪神によって無理やりこちらの世界に転生させられる少し前、邪神と彼に仕える式神との間で、こんなやり取りがなされていた。

「邪神様、転生させる者にかける呪いは、どんなものにしましょうか？」

「ふむ。そうだな……」

　邪神はこれから異世界人を殺して、こちらの世界に転生させようとしていた。異世界人を転生させるには、この神界から膨大なエネルギーが消費される。本来は創造神のみに許された異世界人の転生を邪神が強引に行ってしまうことで、創造神が異世界人を勇者としてこちらの世界に召喚するのを妨害することができるのだ。

　しかし邪神とはいえ、この世界では力を持つ神の一柱。彼が異世界人を転生させると、その者には自動で『転生特典』がついてしまう。

　その転生特典とは──

　ステータスの上昇幅が通常の十倍になる。

　転生先の身分が王族や貴族になる。

　どんな攻撃でもダメージを受けなくなる。

　気配を完全に消せるようになる。

　──といった様々なチート能力や、スキルなどのことをいう。

　邪神は自らが任命し、力を分け与えて育てた魔王を、異世界から来た勇者に倒されるのが嫌で仕方なかった。その勇者を転移や転生させる創造神が、ウザくてたまらなかった。

　創造神の妨害をするために、これから異世界人を転生させるのだ。その異世界人に転生特典をつけてしまい、もし魔王を倒されようなら目も当てられない。だからこそ邪神には、転生させる異世界人に強力な『呪い』をかける必要があったのだ。

「呪いの書棚から、ヤバそうなやつを持ってこい」

「畏まりました」

　邪神の指示を受けた式神が、神殿の書庫へと向かう。




「えーっと、ヤバそうなやつ、ヤバそうなやつ──」

　この世の暗黒面を統治する邪神の神殿には、世界を破滅させるレベルの呪いが封印された本が、数多く保管されていた。書棚にはそれぞれ、保管されている本の分類が記されている。

　呪いの本が保管されている書棚は、全部で五つ。

　『割とまし』

　『ヤバい』

　『ちょーヤバい』

　『世界がヤバい』

　『ある意味一番ヤバい』

　この書棚の分類を記したのは邪神だ。邪神は新たに呪いを生み出すとそれを本に封印し、この書棚に保管していた。しかしあまりにも大量の呪いを生み出してきたため、邪神は自分でもどんな呪いがあるのかほとんど把握していなかった。

「この『ある意味一番ヤバい』って書棚……本が一冊しかない」

　その書棚に入っていた本は──

『ステータス固定』の呪いだった。

「なんでこんなのが一番ヤバいんだろう？　……でも、一番ってことは『世界がヤバい』よりヤバいんだから、これでいいよね？」

　式神はそう判断して、その呪いが封印された本を手に取った。書棚に一冊しかないので中身を読まずに選んで良くて楽だったというのも、その本を手に取ったひとつの理由だった。式神は邪神の言いつけ通り、一番ヤバそうな呪いを選んだのだ。彼女に非はない。あるとすれば、その本の中身を読まずに邪神の元へと持っていったことだろう。




「邪神様、お待たせいたしました。これなんかどうでしょう？」

「どれ……ふむ。ステータス固定の呪いか。なんか、地味じゃないか？」

「ですが、ステータスが固定されていれば、呪いをかけられた者はずっとレベル１なんですよ？　最近の異世界人って、転生させられたらチート能力もらえるってはしゃぐ奴らが多いらしいです。そのテンションが上がってるバカな異世界人が絶望する顔、見たくないですか？」

「お前……なかなか面白いことを思いつくではないか。確かに、それは面白そうだ」

「えへへ。褒めてください！」

「おい、調子に乗るな」

　そう言いながらも、邪神は式神の頭を撫でていた。

　実はこの呪い、邪神がうっかり効果を間違えて作ってしまったものだった。本当は『ステータス上限固定の呪い』を作ろうとしていたのだが、うっかりステータスそのものを〘固定〙する呪いを作ってしまった。

　この呪いをかけられた者は、無限の魔力を持つことになる。一度に放出できる魔力量の最大値は呪いをかけられた時の値に依存するが、その最大値以下であれば無尽蔵に魔力の使用が可能となるのだ。

　邪神はこの呪いを破棄しようとも考えた。しかし、あまりにも膨大な力を注ぎ込んで作った呪いだったため、とりあえず保管しておくことにした。もしかしたら自分に従順な異世界人を、転生させる機会があるかもしれないと考えたからだ。

　だからこそ『ある意味一番ヤバい』という書棚を作り、そこにこの『ステータス固定』の呪いを保管した。ただそれは、数億年も前の話。邪神も最近は呪いを作っておらず、過去に作った呪いのことなどはほとんど忘れかけていた。

　こうしてハルトに『ステータス固定』の呪いがかけられることになったのだ。
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　イフルス魔法学園の生徒会長、レインとの対戦から四ヶ月が過ぎた。俺たちは今から、ティナとリファの故郷であるエルフの王国アルヘイムへ向かう。

　イフルス魔法学園では年に一度、学園から外に出て一ヶ月間過ごさなければならない。これは生徒が学園から全く出ないことで、変な固定観念ができあがったりするのを防ぐのが目的であり、広く世界を知るべきだという学長が決めた方針なんだとか。ちなみに、何処に行くかはクラス毎で決めて良いことになっている。

　メルディの故郷、獣人の王国ベスティエ。

　ヨウコの故郷、極東の島国フォノスト。

　リューシンとリュカの故郷、竜人の里。

　──など候補はいろいろあったが、くじ引きをしてエルフの王国アルヘイムに行き先が決まった。ちなみに、アルヘイムはここグレンデール王国からかなり遠くにあり、魔導高速船で移動しても十日かかる。もちろん帰りも十日。そうすると十日ほどしかアルヘイムに滞在できないことになる。せっかくティナとリファの帰郷なのでのんびりしてほしい。

　ということで俺は、クラスの全員を連れて転移魔法で移動することにした。俺の転移魔法は、転移先に目標となる魔法陣をセットしておく必要がある。そのため遠征前日、ティナの飛行魔法でアルヘイムに向かうことにした。

　彼女の飛行魔法は凄かった。超高速で飛んでいるのに、風が俺たちを避けていく。そして、ティナに抱きかかえられて移動しているわけだけど、俺がティナの胸を堪能していたらいつの間にかアルヘイムへと到着していた。

　転移の魔法陣をセットし、帰りは俺の転移魔法でイフルス魔法学園に戻る。せっかく来たのだから、ゆっくりしたらどうかとティナに聞いたが、明日から一ヶ月もここに居られるので、問題ないとのこと。




　──＊＊＊──




　遠征初日の今日。俺が転移の魔法陣を生成すると、クラスメイトたちが全員固まった。

「ウチ、船に乗ると思ったから、酔い止め魔法覚えたのに……」

　そう言って落ち込んでいるのは猫獣人の女の子、メルディだ。

「ご、ごめん」

　事前に言っておくべきだったな。メルディには悪いことをしてしまった。

「まぁ、ハルトだからな」

「そうですね。勇者様でもごく稀にしか使える方が現れないという超レアスキルの転移でも、ハルトさんなら使えて不思議はないです」

　魔法学園入学初日に仲良くなったルークとルナは、俺が転移を使えることにあまり驚いていない様子。ちなみにルークは、俺たちが通うイフルス魔法学園の長である賢者ルアーノ＝ヴェル＝イフルスの孫だ。ルナは綺麗な青い髪を、いつもポニーテールにしている可愛い女の子。

「転移魔法とは……さすが、主様なのじゃ」

「「ハルト様、凄いです！」」

　九尾狐という魔族の少女ヨウコと、火の精霊マイ、水の精霊メイは俺のことを凄いと言ってくれた。ちなみに俺はヨウコと主従契約を、マイやメイとは召喚契約を結んでいる。

　ヨウコたちが称賛してくれたので、転移魔法を覚えて良かったと思う。その後、全員で魔法陣に入り、俺たちはアルヘイムエルフの王国が一望できる丘の上へと転移した。




「おぉ、でっかい木だな！」

　竜と人族の混血──ドラゴノイドという種族のリューシンが、アルヘイムの中央にそびえ立つ巨木を見て声をあげた。

「なんだか……神聖な気配がします」

　リューシンと同じくドラゴノイドであるリュカは、リザレクションという蘇生魔法が使える。聖属性魔法にも適性がある彼女は、あの巨木が纏う神々しいオーラに気が付いたようだ。

「樹が国の上を覆っているって話、本当だったのか。てことはリファ、あの樹が──」

「はい、ルークさん。あれが、この国を古くから守ってきた『世界樹』です」

　リファが誇らしそうに説明してくれた。
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｟よく来たね、歓迎するよ｠

「ん？　誰だ？」

「ハルト様、どうかなさいましたか？」

　世界樹を見ていたら誰かに声をかけられた気がするが、ティナやほかのみんなには聞こえなかったらしい。

　……まぁ、いいか。

　俺たちはアルヘイムへと向かった。その道中、ティナが着ているローブに付いているフードを被った。どうやらこの国のエルフに顔を見られるのがまずいらしい。もちろん、ティナが悪いことをして国で指名手配になっているとかではない。

　むしろ逆だ。ティナはエルフ族にとって伝説の英雄であり、彼女が凱旋したと知られると、国を上げての大騒ぎになる可能性があるらしい。そうなったら、のんびりできなくなってしまう。フードを被って顔を隠すのはリファの提案だった。

　しかし、アルヘイムに入るには、検問で身分を明かさなければならない。顔を隠したまま、検問を通過できるのだろうか？

「大丈夫です。私がなんとかします」

　なぜかリファには自信があるようだったので、俺は彼女を信じることにした。




　王国に入るための検問所が見えてきた。検問所で人族の商人が持ち物検査などを受けている。この世界のエルフ族は、他種族との交流も普通に行っているんだ。そして俺たちの番になった。

「ここで止まれ、この玉に触れて名前と、どこから来たか。また、この国に入る目的を──っ!?　も、もしや貴女様は!?」

　真まことの宝玉という、触れている者が話していることが真実かどうかを見抜く魔具を持った衛兵が話しかけてきたのだが、リファを見て動きが止まった。

「リファ＝アルヘイム。グレンデール王国より、帰郷しました」

　リファが魔具に触れながら答えると、それが青く光り輝いた。

　リファ＝アルヘイム？　それって、もしかして──

「リファ殿下のお帰りだ！　至急、王宮に連絡を!!」

　検問所が慌ただしくなった。

「……もしかしてリファって、この国の王女だったりする？」

「ええ、第二王女です。言っていませんでしたっけ？」

　ふふふ、と悪戯っぽく笑うリファ。

「こちらの方々は私の学友と先生なのですけど、皆さんも入国していいですよね？」

「はい。リファ殿下が身元保証人であるなら問題はありません。皆さま、ご入国ください」

「ありがとう。皆さんの案内は私がしますから、付き添いは不要です」

「畏まりました」

　リファについて俺たちが門をくぐろうとすると、周囲にいた衛兵が集まってきた。

「リファ殿下のお帰りである！　総員、敬礼!!」

　検問所から街へと続く道の両脇にエルフの衛兵が並び、腰に下げていた剣を抜いて空に掲げた。その間を、リファを先頭に歩いて抜ける。なかなか壮観だった。




「皆さん、ようこそ。ここがエルフの王国アルヘイムです！」

　街に入ったところでリファがこちらを振り返り、この国の紹介をする。アルヘイムは国の中心には巨大な世界樹があり、そのすぐ横に白亜の城がそびえていた。あれがこの国の王城だという。街は白を基調とした建物で成り立っていた。

「あっ、リファ様！　お帰りになられたのですね」

「ええ、ただいま」

「リファ様、お帰りなさーい！」

「みんな、ただいまー!!」

　街を歩くと多くのエルフたちがリファに声を掛けてきた。リファも気さくに返事をする。この国でリファが人気者だというのがよく分かった。

「あの……よろしければ、お城まで一緒に来てくださいませんか？　お父様に皆さんを、ご紹介したいのです」

　王女であるリファの父親というと、この国の王様ってことになる。他国とはいえ俺は伯爵子息で、しばらくこの国に滞在することになるので挨拶には向かうべきだろう。

「俺はいいよ」

「主様が行くなら、我も行くのじゃ」

「「私たちも大丈夫です」」

「エルフの王様か。俺も会ってみたいな」

「リューシン、失礼のないようにしてね」

「俺もいいよ」

「私も」

「ウチもー！」

　全員、問題ないようだ。

「ありがとうございます。ティナ様は、どうでしょうか？」

　魔法学園でリファは、ティナ先生と呼んでいる。しかし学園の外では、エルフ族の英雄であるティナには、敬称をつけて呼ぶようにしているらしい。

「大丈夫ですよ。魔王を倒した後に報告にも来てなかったので、今更ですが王様に魔王討伐のご報告をしなくては」

「そ、そうですね。それもお願いします」

　なにやら大事になりそうな気がする。俺たちはリファにつれられて王城へと向かった。










　王城までやってきた。それは全てが白い、白亜の城。

「綺麗じゃな」

「そ、そうですね。圧巻です」

　ヨウコとルナが城を見上げて話していた。城の外壁にある門へと向かう。




「リファ様、お帰りなさいませ。ご学友の皆様と……教師の方、ですね？　ようこそおいでくださいました」

　執事服を身にまとったイケメンエルフが出迎えてくれた。このエルフ、細身だけどかなり強いと思う。彼はフードを被ったままのティナを見て、ほんの一瞬だけ驚いた顔を見せた。

「ただいま。お父様はいらっしゃる？」

「ええ、玉座の間で皆様をお待ちです」

　俺たちは執事エルフについて王城内に入り、しばらく歩いて重厚な扉の前までやってきた。

「お父様！　ただいまぁー!!」

　盛大に扉を開け放ち、リファが部屋の中に入っていった。俺たちもその後についていく。一番奥の玉座に、エルフ王がいた。

　この人も強そうだ。なにより、威厳が凄い。見た目は若いのに、纏う雰囲気が王たるものだった。リファを除く俺たちはみんな自然と膝をついていた。

「遠路はるばるよく来てくれた。歓迎しよう」

　エルフ王が立ち上がり、俺たちの前までやってきた。

「グレンデール王国よりまいりました。シルバレイ伯爵家三男、ハルト＝ヴィ＝シルバレイです。本日よりおよそ一ヶ月、この国に滞在させていただきます」

「おぉ、伯爵殿の息子か。しかし、そんなに畏まらなくていいぞ。リファの学友なのだろう？　もっと私にも、気楽に接してくれ」

　いや、貴方の威圧感が、そうさせてくれないんですけど……。

「あっ、すまん。スキルを切るのを忘れておった」

　ふっと、エルフ王の威圧感がなくなった。

「王の威厳というスキルだ」

「お、お父様！　なにをしているのですか!?」

「お前の父が凄い王だってことを、皆さんに知っといてもらおうかと──」

　威厳のある御方かと思ったけど、実は結構ヤンチャな王様のようだ。リファ娘に怒られて苦笑しながら謝る姿は、どこにでもいそうな父親の姿だった。

　その後、みんなが順に自己紹介をした。最後はティナだ。

　ティナがフードをとる。

「ティナ＝ハリベルです。王様、お久しぶりです」

「ティナだと!?　お、お前、今までどこにいた？」

　エルフ王が驚いている。

　実はティナがグレンデールにいることは、俺の父とグレンデール王、そして一部の大臣たちしか知らなかった。彼女が所在を口外しないようにと、王に懇願したからだ。グレンデールの王は、ティナの願いを聞き入れた。その結果、彼女の祖国であるアルヘイムの王ですら、魔王を倒した後のティナの足取りを把握できていなかった。

「その……少し、傷心旅行に」

「しょ、傷心？　いや、いい。無事に戻って来てなによりだ。よくぞ魔王を倒してくれた。心から感謝する」

　エルフ王は少し疑問を持ったみたいだが、ティナの帰郷を喜んだ。ティナの手を取り感謝の言葉を何度も口にしていた。




　──＊＊＊──




　その晩、城で盛大に祝いの宴うたげが催された。ティナの要望で国全体に知らせることはしなかったが、国の重役たちが一堂に会してティナの帰郷を祝う。俺たちも、その宴に招かれた。

「エルフの料理は薄味ってイメージあったけど、普通にうまいよな」

「リューシン。恥ずかしいから、あんまりガツガツ食べないで……」

「大丈夫ですよ、リュカさん。このテーブルは、私たちしかいませんから」

　料理を豪快に食べていたリューシンを、リファが笑いながら見ていた。

「「どのお料理も、おいしーです！」」

「うむ。絶品じゃな」

　マイたちが言うように、出された料理はどれもおいしかった。俺はティナの作る料理が一番好きなんだけど、なんだかこの宴の料理は彼女が作った味に近い気がした。

「おいしいですよね。実はこの料理、お父様に仕える執事が監修して作ったのです」

「へぇ……。執事って言うと、俺たちを出迎えてくれたあのエルフ？」

「そうです。私も彼の作る料理が好きなのですが……彼は多忙で、こういうイベントの時しか、料理を作ってくれないのですよね」

　そうなんだ。ならばこの貴重な機会を、存分に楽しむとしよう。

　俺たちは王女であるリファでも、滅多に食べられないというご馳走を堪能していた。

　その宴の最中に、事件が起きた。

「ティナ様。嫁ぎ先はもうお決まりですかな？　まだであるなら、我が息子はどうだろうか？　中々の美丈夫だが」

　ひとりの貴族がそんなことを言い出したのだ。それにつられるように、次々とティナへの婚姻の誘いが殺到する。

「皆の者、静まれ。誰を好きになり、誰と結ばれるかはティナ本人が決めること」

　エルフ王が騒ぎを収めようとしてくれたのだが──

「ですが、ティナ様は勇者の血を引く者です。ティナ様には我が国の優秀な男と結ばれて、次なる勇者を産んでいただく必要があるのです！」

「その通りです！」

　大臣たちはティナに、次代の勇者を産ませたいらしい。ちょっとイライラしてきた。ティナが不安そうに、こちらをチラチラ見てくる。ここアルヘイムは、俺の母国であるグレンデールの友好国だ。あまり問題を起こすのは良くないと思い、黙っていたのだが……。まるでティナの意思など関係ないというような大臣たちの発言に、さすがに我慢できなくなってきた。

　そんな時、ひとりの大臣がとんでもないことを言い出した。

「ティナ様の伴侶になるのであれば、相応の力が必要です。武闘大会を開き、優勝者をティナ様の伴侶とするというのはどうでしょうか？」

「おぉ、それはいい」

「名案ですな。早速、手配しましょう」

　ティナの意見など全く聞かず、勝手に話が進んでいく。グレンデール王国に居る時とは違い、こちらの国ではさすがのティナも国の重役たちに対して強い態度を取れないようだ。

　ティナがこの国のエルフと結婚する？　しかもそんな賞品みたいな扱いで……。そんなの、許せるわけがない。

「その武闘大会って、俺も出られますか？」

　大臣たちの会話に割って入る。ティナが大臣たちの話を断り切れないなら、俺が武闘大会に出て優勝すればいいと思った。大会の優勝賞品として、ティナをもらいたいわけじゃない。この国に俺の力を認めてもらって、正式にティナと結ばれるのを許してほしいんだ。

「人族の子供がなにを言っている。これは、エルフ族の問題だ」

「リファ様のご学友とはいえ国の問題に口を出すなど、あまりに無礼ではないか」

　俺の意見は真っ向から跳ね返された。

　あぁ……こいつら全員気絶させて、グレンデールに帰ろうかな。

　そんなことを思い始めていた。

「エルフ族に限らなくても良いではないか？」

　最初に貴族たちを止めようとしてから、しばらく沈黙していたエルフ王が言葉を発した。

「勇者の血を引くティナが優秀な者と結ばれる。そしてそのふたりの子は、この世界に次の魔王が現れた時の切り札になるのは間違いない」

　エルフ王の言葉に大臣たちが頷く。

「私はその優秀な者が、エルフ族でなくても構わないと思っている。例えば、人族などだ」

　エルフ王が俺を見た。その目は、ティナが欲しいなら力を示して勝ち取れ──そう言っているように思えた。

「王がそこまで言うのであれば、他種族の参加も認めましょう。大会は、そうですな……三日後ではどうでしょうか？」

　大臣のひとりが進言する。ほかの大臣たちもそれに賛同したことで、大会の日取りがその場で決定した。他種族も認めるといいながら、猶予が二日しかない。たとえティナと結婚したい者がいても、二日以内にこの国に来なければ武闘大会に出られないんだ。

　まぁ、俺は問題ないけど。

　こうして俺は、ティナとの結婚をかけた戦いに臨むことになった。

　……あれ？　なんか最近、同じような理由で戦った気がする。




　──＊＊＊──




「なぁ、ティナ先生をこの国のエルフなんかに取られたくないから、俺も大会出ようか？　その方が少しでも勝率上がるだろ」

「それなら俺も出るよ。ティナ先生が居なくなったら困るし」

　リューシンとルークが、自分たちも武闘大会に出ると言ってくれた。

「ありがとう。でも、ふたりはやめといた方が良いと思う」

「なんで？」

「ティナとの結婚がかかってるんだ。ふたりと大会で当たっても……手加減できないかも」

　ギュッと強く拳を握る。思わず殺気と魔力が漏れた。

「よ、よし。俺は出るの止めるわ！」

「お、俺も！　頑張れよ、ハルト」

　ふたりが応援してくれた。なぜかふたりとも大量の汗をかいている。風邪を引かないように早くお風呂に入ることを勧めておいた。




　──＊＊＊──




　二日が過ぎ、武闘大会当日。結局、エルフ族以外で大会に出るのは俺だけだった。エルフ族からは有力貴族や大臣の子息、国軍の大将など、十五人が集められた。俺を含め、計十六人でのトーナメント戦になる。

　ティナの帰還を国民に知らせると騒ぎが大きくなると予想されたので、会場には事情を知っている貴族や王族しか来ていない。それでも百人ほどの観客が居る。大会優勝者──つまりティナの婚約者が決まったら、国民にティナの生還と合わせて発表するとのこと。

　エルフ王が闘技台の上に立った。

「皆知っての通り、我らが英雄ティナ＝ハリベルが帰還した。まことにめでたいことだ。そして今日、ティナと結ばれる強者を決める大会をここに開催する！」

　会場全体から歓声が起きる。

　エルフ王の元に一枚の葉が届けられた。あれが世界樹の葉だという。アルヘイムには毎年一枚だけ、世界樹の葉が落ちてくる。世界樹の葉は、死人を生き返らせるエリクサーや、高威力の杖を造る材料になる超貴重な魔法アイテムだ。

「我らを護りし、風の精霊王シルフに宣言する。今日ここに、英雄ティナ＝ハリベルと契りを交わす者を決する大会を執り行う」

　エルフ王が世界樹の葉を空に掲げた。

「この世界樹の葉を代償とし、ティナと大会の勝者に御加護を！」

　会場全体に優しい風が吹く。気づくとエルフ王の手から世界樹の葉が消えていた。

「風の精霊王シルフが、この大会をご覧である。皆、全力で戦え！」

　こうして、武闘大会が始まった。




　エルフ王の手から消えた世界樹の葉だが──

　今、俺の手にある。シルフが持ってきてくれたのだ。

　俺は、風の精霊王シルフの契約者だ。既に契約していた水の精霊王ウンディーネと、火の精霊王イフリートに紹介してもらい、俺は昨晩シルフとも契約した。彼女は俺のことをマイとメイの父親──星霊王から聞いていたらしく、もともと契約してくれるつもりだったとか。

　アルヘイムが一望できる丘で俺が聞いた声は、シルフのものだったようだ。

「毎年僕があげてる葉っぱを、僕に返されてもねぇ……ハルト、それ欲しい？」

　シルフが俺に話しかけてきた。姿も声も、俺にしか認識できないようにしている。シルフは少女の姿をした精霊で、世界樹の化身でもある。アルヘイムに世界樹の葉を落としていたのは、シルフだった。

「要る、めっちゃ要る！」

「そーなの？　なら、いっぱいとってくるよ！　百枚くらいあればいい？」

「いや、それはさすがに……とりあえず、必要な時に言うよ」

「おっけー、分かった!!」

　素直でいい子だ。頭を撫でてあげよう。

「ありがとな、シルフ」

「えへへー」

　俺がシルフの頭を優しく撫でると、彼女は嬉しそうにしていた。

「ところでさ、ハルトはティナと結婚したいんでしょ？」

「うん」

　正直、結婚はまだ早い気がするが、ティナをほかの男に取られるのだけは絶対に嫌だ。

「僕が『ティナと結婚するのはハルト！』とかって言えば、エルフのみんなは認めてくれるんじゃないかな？」

「そんなに簡単じゃないと思う。それよりシルフには、やってもらいたいことがあるんだ」

　俺はシルフに、ある作戦を伝えた。

「なにそれ!?　面白そう！　やるやる!!」

「じゃあ、俺が合図したら頼むな」

「おっけー！　任せて」

　そう言ってシルフは、姿を消した。




　──＊＊＊──




　これから武闘大会が始まる。その前にティナと、少し話をした。

「なんだか、レイン君の時と似ていますね」

「うん、そうだね」

　四ヶ月前に俺は、イフルス魔法学園で最強といわれていた生徒会長レイン＝アーガスと対戦している。その時はレインがティナに一目ぼれして彼女を欲しがったから、俺が相手をしてやったんだ。今回はアルヘイムという国が相手になる。この国の大臣や貴族たちが、俺からティナを奪う気でいる。絶対に負けられない。

「今回も俺は、ティナのために勝つよ」

「は、はい！　ですがハルト様……お怪我は、しないでくださいね」

　ティナから『無傷で勝て』というオーダーを受けた。

　いいでしょう。やってみせますよ。

「分かった。行ってくる！」




　初戦の相手は、この国で最強と言われる国軍大将だった。なんだか組み合わせを操作されている気がするが、やることは変わらない。俺はただ、この大会で優勝するだけだ。

「人族がこの武闘大会に出るなど、聞いてあきれるわ。ティナ様はエルフ族と結ばれるべきなのだ。ということで、さっさと勝たせてもらおう」

　エルフ族とは思えないほどガタイの良い男が、闘技台の上で俺を待っていた。武闘大会のルールは、魔法学園の対戦とほとんど同じだ。闘技台から落ちたり、気絶したり、降参すれば負けになる。

　大将との戦いが始まった。

　開始と同時に大将が身体に風を纏い、高速で殴りかかってくる。俺は身体の周りに魔力を張り巡らせ、身体能力を上げてなんとか大将の攻撃を避けた。

　彼の攻撃を避けることはできる。しかし俺の攻撃も大将に当たらない。彼がエルフの中で最強というのも分かる。とんでもなく動きが速いのだ。リファが放つ超高速の矢が人型になって、色んな方向から襲いかかってくる、と言えばイメージしやすいかな？

　攻撃を避けるのに精一杯で、なかなか攻勢に出られない。大将が武器も使わずに素手で攻撃してきていたので俺も、身体能力の向上にだけ魔力を利用して、攻撃に魔法は使わなかった。しかしこのままでは勝てないので、そろそろ魔法を使おう。

「ファイアランス！」

　十体の炎の騎士を創り出した。

「なっ、なんだその魔法は!?」

「貴方が速すぎるので、魔法で攻めさせていただきますね」

　そもそも俺は、賢者ですから。

「行け！」

　俺の指示で、炎の騎士が大将に突撃する。大将がそれに応戦しようとした。

「あ、そいつに風魔法で攻撃すると爆発するので気をつけて──」

　俺の言葉の途中で、大爆発が起きた。

　あー、遅かったか。

　大将は風を纏った拳で殴りかかったようだ。そのため、風魔法と反応し、炎の騎士は激しく燃えて大爆発を起こした。

　炎の騎士が複数いても倒せないほどの上位の敵と戦う時、最後の手段として自爆できるように、炎の騎士には爆裂魔法が組み込んである。風魔法で炎の騎士を攻撃するということは、その自爆スイッチを押すようなものなのだ。

　至近距離で爆発に巻き込まれた大将は、黒焦げになりながら吹っ飛んでいった。

　あれは……死んだんじゃないかな？

　まぁ、リュカ竜の巫女が居るし、なんとかなるだろ。

　大将はかろうじて生きていた。そして俺は、一回戦を勝ち上がったのだ。




　二回戦、三回戦も同じ方法で勝った。

　大将がこの国最強と言われていたので、それを倒した俺が苦戦するはずもない。

「……エルフって、風魔法以外使わないの？」

　リファに聞いてみた。

「そんなことはないのですが、一番使い慣れていて咄嗟に出ちゃうのです」

　自分で攻撃して、爆発に巻き込まれる。そんなの、アホとしか言いようがない。

「そもそも風魔法で攻撃したら爆発しちゃう魔法なんて、アルヘイムでは認知されていません。だ、だから私も──」

　鋼の森で同じようなことをやらかしたのを思い出したようで、リファが顔を赤くして俯いていた。とにかく俺は、決勝まで来たんだ。

　決勝が始まる前、ティナが俺の控室まで来てくれた。

「ティナ。俺はちゃんと、無傷でここまで来たよ」

「もちろん見ていました。ハルト様、ここまでお疲れ様です」

「あぁ。俺は必ず、次も勝つ」

「ハルト様。おそらく決勝の相手は──」

　途中まで言って、彼女は言葉を止めた。

「どうしたの？」

「いえ、なんでもありません。私はハルト様の勝利を、信じております！」

　ティナにそう言ってもらえると、なんだか力が湧いてくる。

「ありがと。それじゃ、いってくるよ」

　俺が優勝すれば、ティナがこの国のエルフと結婚するのを防ぐことができる。俺は闘技台へと向かった。




　決勝の相手は、俺たちを城に迎え入れてくれた執事だった。俺はこの国で一番強いのがエルフ王で、次いでこの執事が強いと考えていた。左目にモノクル片眼鏡をかけた彼は一見すると、ただの優しそうなイケメンエルフだ。しかしこの執事が秘めた魔力量はとても多く、さらにそれを使いこなすためにかなりの時間をかけて訓練してきたかのような洗練された魔力の流れをしていた。国軍大将と戦った時より、圧倒的に苦戦しそうだ。

「実は私、ティナ様が幼少の頃、お世話をしていたのです」

　対面した執事が語りだした。

「正直に申しまして、私は優勝してもティナ様と結婚する気はありません」

「えっ？　だったらなんで、この大会に出たの？」

「ティナ様がまだ、結婚を考えておられないと思ったからです。少なくとも国に帰還されて三日で、契りを交わす相手など見つけられるわけありません。ましてや貴族の道楽息子たちにティナ様が惹かれることなど有り得ません」

　……おや？　このエルフ、もしかしたらすごく良い奴なんじゃない？

　ただ俺も、貴族の息子なんだよね。一緒にしないでほしいけど。

「初めは私が優勝して結婚の件は保留にし、ティナ様が結ばれたい相手を見つけられた時、その方に権利を譲ろうかと考えていました」

「考えていた──というと？」

「先程までの対戦で、ティナ様が貴方を心から応援しているように見えました。優勝者が自分の結婚相手となるこの大会で、貴方を応援していたのです」

　執事がモノクルを通して、真っすぐ俺を見てくる。

「貴方は、ティナ様と恋仲なのですね？」

「うん」

　ティナは俺の、大切な人だ。

「……そうですか。どうやらティナ様も、貴方と結ばれるのを望んでいるご様子」

「もしかして、棄権してくれる？」

　俺の言葉を聞いて、執事がふふふと笑う。

「私の望みは、ティナ様に幸せになっていただくこと。貴方がティナ様をお守りできる存在か、せっかくですからこの場で確かめさせていただきます」

　俺、この国の国軍大将倒してるんだけど……それくらいじゃダメなのかな？

「ちなみに、貴方が初めに倒した大将ぐらいでは強いと認められませんよ？　あれくらい、ティナ様なら瞬殺できます」

　おいおい。自分とこの国軍大将に対して、なんて言い方するんだ。

　まぁ、言ってることは間違ってないと思うけどな。

「私が貴方に求めるのは、ティナ様をお守りできる、ティナ様以上の力です。彼女より弱い私を倒したところでそんな証明はできませんが、少なくとも私は安心してティナ様を貴方に任せられます」

「つまり、あなたを倒せば認めてくれるんですね？」

「私は──と、言いました。この国の貴族たちがなんと言うか。彼らを認めさせるのも、ひとつの試練でしょう」

「分かった、話してくれてありがとう」

「人族でありながらここまで勝ち上がってきた貴方に興味が湧いて、少し話してみたくなったのですよ。それに、貴方からは──」

　執事がなにかを言いかけたけど、途中で思い直したように言葉を止めた。




　審判役のエルフが闘技台に登ってきた。決勝戦が始まる。

「手加減はしませんよ？」

　執事がモノクルを外す。それと同時に、彼が纏う魔力が膨れ上がった。どうやら本気で、俺と戦ってくれるようだ。

「あぁ、こっちもな」

　魔力を放出して──

「ファイアランス！」

　炎の騎士を創り、執事に突撃させる。しかし炎の騎士は、走り出す前に爆発してしまった。

「同じ手を三度も使って、対策されないわけがないでしょう」

　執事が風魔法を撃ち込み、炎の騎士を起爆させたのだ。

「まぁ、そうですよね」

「次は、私が──」

　執事が空間に魔弓を作り出し、それを構える。直後、超高速で矢が飛んできた。

「くっ!!」

　軌道上に魔法障壁を幾層も形成して矢の速度を落とし、なんとか避ける。リファが放つ矢より格段に速く、貫通力も高かった。

「よく避けましたね。私としては、これくらいで終わってほしくありませんが」

　あ、危なかった……。ちょっと、速すぎじゃね？

　俺の魔法障壁を全部貫通させた威力もヤバい。

「それじゃ、おかえしだ。ファイアランス！」

　千発分のファイアランスを撃ち込む。

「──っ!?」

　執事は身を翻ひるがえし、ギリギリで炎の槍を避けた。俺のファイアランスは闘技台の周りをドーム状に覆う魔法障壁にあたり、それを粉々に破壊した。会場に居た貴族たちから、悲鳴や驚きの声が聞こえる。

「な、なんなのですか今の魔法は!?」

「避けて正解だよ。千発分のファイアランスだからね」

「せ、千!?」

「でも、避けられたら意味ないよな……これなら、どう？」

　ちょっと多めの魔力を放出し、魔法を発動させる。

「ファイアランス！」

　空中に、千本の炎の槍を創り出した。

「──はぁ!?」

　空を埋め尽くす炎の槍に、執事が驚愕する。炎の槍の穂先は全て、執事に向いていた。

「これだけあれば避けられないと思うよ。ちなみに一本一本が、さっきのと同じ威力だから」

「な、なんなのですか貴方は？」

「俺はこの国の英雄ティナの、婚約者候補のひとりだよ。それでどうする？　降参しないならこれ、撃っちゃうけど」

　執事が、空を覆いつくす炎の槍を見上げる。

「こんなの……勝てるわけないじゃないですか」

　力なく執事が呟いた。

「審判、私は降参します」
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「ありがとう。じゃ、これはもう要らないね──」

　炎の槍の穂先を空に向け、そのまま高速で打ち出した。

「しょ、勝者──人族の少年ハルト！」

　審判が勝利の宣告をしてくれた。その宣告とほぼ同時に、空に打ち上げたファイアランスを全て起爆させる。上空で炎の槍が色とりどりの火を撒き散らしながら拡散していった。

　彼ならこの魔法を見せれば降参してくれると考えていたので、予め槍には爆発すると色が着くような魔法を組み込んでいた。俺の勝利を祝う花火だ。

「ティナ、おいで！」

「は、はい」

　ててて、とティナが闘技台に駆け上がってくる。

「俺が優勝した！　これでアルヘイムは国として、俺たちの結婚を認めてくれるんだよな？」

　ティナの肩を抱きながら、観客席に座る貴族や王族たちに向かって問いかけた。

「み、認められるわけないだろう！」

「そうだ、人族がティナ様と結ばれるなど許されない！」

　貴族や大臣たちから、反発の声が上がる。

「皆みな、よく聞け。私は風の精霊王シルフに、この大会の勝者をティナの伴侶として認め、ふたりに加護を与えてほしいと頼んだのだ。シルフもそれを受け入れた。皆はそれを、反故にするというのか？」

　エルフ王は俺を擁護してくれるようだ。

「そ、その人間は卑怯な手を使ったに違いない！」

「仲間に補助魔法をかけさせていたのではないか!?」

「そうだ。そうでなければあんな魔法、人族が使えるわけがない！」

「た、確かに……不正だ！　こんな試合、無効にしろ!!」

　俺が不正したことにされ、試合自体が無効になりそうだ。

　でもここまでは、予想通りだった。俺は合図を出す。

｟彼は、不正なんかしてないよ｠

　会場中に声が響いた。

「こ、この声は!?」

「なんだ？　頭に、声が響く」

｟この国で姿を見せるのは何百年振りかな？｠

　闘技台の中央に風が渦巻く。その風の中心からシルフが姿を現した。

｟初めての人もいるよね。僕は風の精霊王シルフ｠

「シルフ様！」

　いつの間にか闘技台まで来ていたエルフ王がシルフの前に跪く。

｟君には会ったことあるね。今は君が王様なんだ。久しぶり｠

「お久しぶりです。まさか、顕現していただけるとは」

｟だって優勝者に加護をあげるって約束で、世界樹の葉をもらったじゃん。もう、そこのふたりに加護付けちゃったよ。それを取り消せって……もしかして僕のこと、舐めてる？｠

「──っ!?」

　会場を流れる風が冷たくなった。精霊王の殺気が、貴族や大臣たちを震え上がらせる。

「め、滅相もごさいません！　アルヘイム王家はティナ、及びハルトの婚姻を祝福します!!」

｟分かった、ありがと。会場に居るみんなは？　さっき不正だって言ってた……君とか｠

　シルフが観客席に飛んでいき、先程まで騒いでいた貴族に詰め寄る。その貴族はただただ震え、首を横に振るしかできなかった。

｟精霊王の名において証言する。彼は不正なんかしてない。正真正銘、この大会の勝者だ｠

　シルフの宣言に反論する者は、だれひとりいなかった。

｟文句ある人は居ないみたいだね。じゃ、ふたりは結婚するってことで。おめでとう！｠

　俺とティナを、シルフの風が温かく包み込んだ。

「ティナ」

「……ハルト様」

　その風の中心で俺は、ティナとキスをする。

　この世界では精霊が認めたら、正式に結婚したとみなされるらしい。特に俺とティナの結婚を認めたのは精霊王のうちのひとり。その効果は大きい。

　お、俺はティナと……結婚したんだ！

　顔が緩むのがどうしても止まらない。俺の隣にいる美女エルフが、俺の奥さんになるというのだから仕方ない。ティナを見ると、顔を真っ赤にして照れていた。




「ハルト、うまくいったね！」

　俺の勝利宣言をしてくれた後、シルフは姿を消した。そして俺やティナにしか姿や声を認識できないようにして、俺たちのところまで飛んできた。

「シルフ様!?」

　シルフが親しげに話しかけてきたので、ティナが驚いていた。彼女は、俺がシルフと契約していることをまだ知らない。

「やぁ、ティナ。ハルトとの結婚、おめでとう！」

「あ、ありがとうございます。ところで……作戦とは、なんのことですか？」

「ハルトが大会で優勝しても貴族たちがそれを認めないんじゃないかって、ハルトは予測してたんだ。だから、ハルトへの不満が高まってきたところで、僕が登場してハルトを認めちゃうって作戦だったの。殺気をふりまいたのは僕のアドリブだけどね」

「かなり本気で、殺気出したでしょ」

「もちろん！　世界樹の化身で、精霊王のひとりである僕と交わした約束を、簡単に反故にするなんて許せるわけないじゃん」

　うん。それは、もっともな話だ。

「あの……もしかしてハルト様は、シルフ様とも契約を？」

「うん。ハルトは僕の契約者だよ」

「黙っててごめん。実は昨日、召喚契約を結んだんだ」

　そう言ってティナに、懐ふところに入れていた世界樹の葉をこっそり見せる。

「そ、それは!?」

　ティナは、全てを理解したみたいだ。

「なるほど、そうでしたか。では私が、ハルト様に勝てるわけなどなかったのですね」

　エルフの執事が話しかけてきた。

「あれ？　もしかして僕の声、聞こえてる？」

　シルフは俺とティナだけが、彼女の姿と声を認識できるようにしているつもりだった。俺もティナとふたりで話しているフリをしていたのだけど……。どうやらこの執事にはシルフの声が聞こえているようだ。

「えぇ。お姿も見えていますよ。私は昔から風のマナに好かれているようでして、シルフ様の存在を、ほかのエルフたちより強く感じられるのです」

「そうなんだ……できればハルトが僕の契約者だってことは、貴族や大臣たちにはしばらく黙っといてくれない？」

　もし貴族たちが知れば、様々な言いがかりを付けてくるかもしれない。シルフがあれだけ脅していたので、可能性は低いと思うが……。

「私はティナ様の幸せを願う者です。そのようなことは致しません」

「サリオン、ありがとう」

　ティナがお礼を言う。執事はサリオンという名前らしい。対戦表にも書かれていたが、エルフ文字だったため、俺は対戦相手の名前を誰ひとり知らなかった。

「ティナ様、ご結婚おめでとうございます。改めて祝福させていただきます。そしてハルト様、ティナ様をどうかよろしくお願いします」

「うん。幸せにします」

　ティナの話では、サリオンは元々貴族に仕える執事だった。彼が仕えていた家に生まれた子供がティナだ。サリオンは教育係として、ティナの世話をしてきた。その後、いろいろあってティナは勇者と共に旅をすることになり、サリオンはその能力を買われ、エルフ王に仕えることになったらしい。ティナの両親は既に他界している。だから、育ての親とも言える人に結婚を祝福されて嬉しくなった。

「それでは、私はこれで。今晩、おふたりの結婚祝賀会を王城で行いますので、私はその準備に行きます」

　いつの間にそんなことが決まったのだろう？

「主催は陛下です。ハルト様が国軍大将を倒した時点で、陛下は貴方がこの大会で優勝すると予想し、既にいろいろと用意をされていました」

「そ、そうなんですか？」

　それを知っていながら、俺と戦っていたのか。やりづらくなかっただろうか？　エルフ王が、自分が負けることを前提にいろいろ用意をしている状況で、俺と全力で戦えたのだろうか？

　俺は全力のサリオンと戦って勝ち、ティナとの結婚を認めてほしかった。

「もちろん私は、本気で戦いました」

　俺の表情を読み、考えを見抜いたらしい。一礼して、サリオンは去っていった。




　──＊＊＊──




　ティナの手を引いて闘技台を降りると、ルークたちクラスの仲間が迎えてくれた。

「ハルト、優勝おめでとう！　そんでティナ先生との結婚も、おめでとう!!」

　ルークが祝福してくれる。

「精霊王に認められたので、ふたりは正式に結婚したってことですよね？」

「えぇ、少なくともここ、アルヘイムではそうなります」

　ルナの質問にリファが答える。リファの回答を聞いて、実感が湧く。ちなみにこの世界では、男女がそれぞれ何歳であっても結婚できる。常に死と隣合わせの世界ならではのルール。結ばれる相手が見つかれば、いつでも一緒になれるのだ。

「まさか同級生が先生と結婚するとはな」

「リューシン、茶化さない！　ハルトさん、ティナ先生、おめでとうございます」

「リュカ、ありがと」

「リュカさん、ありがとうございます」

「主様、我も心から祝福するのじゃ」

「「ハルト様、ティナさん、おめでとうございます！」」

「みんな、ありがとう」

「ありがとうございます」

　ティナとふたりで、みんなにお礼を言う。その後俺たちは王城仕えのメイドに案内され、エルフ王が待つ王城へと移動した。




　──＊＊＊───




「あの……これ、いつの間に用意したんですか？」

　俺は身体にピッタリフィットするタキシードを着せられていた。

「執事たるもの、このくらいできて当然です」

　タキシードを用意してくれたのは、エルフ王の執事サリオンだ。王命で事前に、俺用のタキシードを作っていたんだとか。

　でも俺、身体を計られたりしてないんだけど？

　後で聞いたが、サリオンは服の上から体型を見ただけで、ジャストフィットする洋服を準備できる能力があるようだ。ちなみにスキルとかではないらしい。

　この執事、有能過ぎない？

「ハルト、似合ってるよ」

　シルフが褒めてくれた。大会後、シルフはなぜか顕現したままだった。

「ご馳走が出るんでしょ!?　僕もハルトとティナのお祝いの宴に出る！」

　そう宣言された。

　精霊王って、人間のご飯食べるのか？

　でも精霊王が祝ってくれるのなら、これ以上のことはない。ぜひ、出席してもらおう。

　この着付け室には俺とサリオン、シルフしか居ないので、彼女は普通に俺やサリオンに話しかけてきている。その後、サリオンに髪をセットしてもらい、準備が完了した。

「ハルトかっこいいー！」

「ふむ。我ながら、完璧です」

　鏡を見るとイケメンがいた。

　えっ、これ……俺!?

　エルフ族のメイクとヘアセット技術、恐るべし。

「さぁ、時間です。行きましょうか」

「はい」

　俺はサリオンにつれられ、控え室を出た。




　──＊＊＊──




　俺は今、祝賀会の会場に入る前室でひとり待たされている。結婚式がないのでここで、ティナと対面し、シルフに改めて祝福してもらってから、会場に入るという流れらしい。

　会場に続く扉とは別の扉が開く。

　純白のドレスに身を包んだティナが立っていた。

　言葉が出てこない。すごく綺麗だ。

「ほら、入って入って！」

　シルフがティナの手を引いて、俺の前まで連れてきた。

「……」

「……」

　ティナと無言で見つめ合う。言葉をかけたいが、なにも言えない。

「ハルト。ティナを、その身が滅ぶまで愛すると誓いますか？」

　シルフが神父っぽいことをしてくれる。たぶん彼女は面白がって、それらしいことをやっているだけだ。それでも嬉しい。

「誓います」

「ティナは？」

「わ、私も誓います」

「はい。じゃ、チューして！」

　もうちょい粘れよとも思ったが、ここまでやってくれたことに感謝しよう。

「ティナ、愛してる」

「ハルト様」

　ティナとキスする。

　さっきも闘技台の上でしたけど、ウエディングドレスを着たティナとするのはまた違う。

　本当にティナと、結婚したんだ。

　そんなことを思いながら、再びティナと見つめあっていると──

「終わった？　じゃ、宴会行こう！　レッツゴー！」

「ちょ、引っ張るな！」

「きゃぁ!?」

　シルフに手を引かれ、俺とティナは結婚祝賀会の会場へと飛び込んでいった。




　──＊＊＊──




　祝賀会ではまず、エルフ王から祝福の言葉をいただいた。それから俺とティナが、集まってくれたエルフたちに挨拶をすると、一通り堅苦しいことが終わった。実は、貴族の代表者からの挨拶などが予定されていて、まだまだ時間はかかりそうだったのだが──

　目の前に用意された料理に我慢できなくなったシルフが、強引に終わらせたんだ。

「ハルト、ティナ。おめでとー！　さぁ、ご飯食べよ!!」

　彼女の一言で、堅苦しかった空気が一気に吹き飛んだ。この国で、シルフに逆らえる者はいない。挨拶の準備をしてくれた貴族たちには申し訳ないが、俺も早く気が張りつめた空間から逃げ出したかったので助かった。シルフ、ナイスだ。

「ティナ様。す、すごくお綺麗です」

「「とてもお似合いです！」」

「リファさん、マイさん、メイさん。ありがとうございます」

「ハルトもタキシード、似合ってるな」

「ルーク、ありがと」

　ちょっとだけ貴族たちのテーブルを回った後、クラスのみんながいるテーブルにやって来た。やっぱり、ここが一番落ち着く。ちなみに、ティナの帰還を祝う宴と同じように、立食パーティー形式となっている。この世界のパーティーって、これが主流なんだ。

「主様。改めて、おめでとなのじゃ」

「ありがとな、ヨウコ。今日はドレスなんだな」

　普段は着物で過ごしているヨウコだが、祭事用の着物がアルヘイムになかったらしく、今日はドレスを着ていた。

「う、うむ。初めて着たのじゃが……どうかの？」

「似合ってるよ」

「えぇ。お綺麗です、ヨウコさん」

「そうか……実はこれ、ルナとメルディに無理やり着せられたのじゃ」

　そう言いながら、ティナにもドレス姿を褒められたヨウコは、嬉しそうにしている。この様子を見ていたルナとメルディが、俺に向かってピースサインを見せてきた。

「ハルトがティナ先生と結婚したってことは……今日が初夜になるんだな！」

「「──っ!?」」

　突然、とんでもない発言をした奴がいる。空気の読めない男、リューシンだ。俺とティナはほぼ同時に、顔が真っ赤になった。

「……リューシン、ちょっと来なさい」

「ひぃ!?　リュ、リュカ？　お、俺……なんかしたか？」

　笑顔だが、周囲にいたみんなが引くような殺気を纏ったリュカが、リューシンをつれて祝賀会場から出ていった。




　──＊＊＊──




　その晩、俺はティナとふたりでベッドの横に立っていた。空気の読めない男リューシンが言っていたように、結婚初夜ってやつ。俺は今年十一歳だが、こちらの世界の人族は成長が早いらしく、今は元の世界の十六歳くらいの体格になっている。

　とはいえ、そーゆーことをするのはまだ早い気がするので、たぶんいつものように抱き合って寝るだけになると思う。それでもなぜか、いつもより緊張してベッドインできない。

「……お布団、入りにくいですね」

「うん」

「少しだけ、お話ししませんか？」

　ティナが話したいことがあるという。俺とティナはベッドに腰掛けた。

「実は私、奴隷だったことがあるのです」

「えっ？」

　ティナから、とんでもないことをカミングアウトされた。

「で、でもティナは、貴族だったんだろ？　なんで奴隷なんかに」

「勇者の血を引く一族だったからです」

　ますます意味が分からない。勇者の血を引く一族であるなら、ただの貴族以上に優遇されるのではないだろうか？

「エルフ至上主義というのをご存知ですか？」

「……うん。意味は知ってる」

　エルフは純粋なエルフ族のみを最も優れた種族とし、他種族を見下していた時代があった。

「私たちの一族は勇者様の──つまり人族の血が混じっていますから、ハーフエルフなのです。今でこそエルフ至上主義は囁かれなくなりましたが、およそ百年前まではそうではありませんでした」

　百年前と言うと、ティナが異世界から転移してきた勇者と魔王を倒す旅をしていた頃だ。

「私の家族は、同胞であるはずのエルフによって殺されました」

　ティナの目に涙が浮かぶ。俺はティナの手を握った。

「大丈夫？　無理に話さなくてもいいよ」

「いえ……ハルト様に、聞いていただきたいのです」

　そう言ってティナは話を続ける。

「サリオンが出かけて屋敷に居ない時、エルフ至上主義を掲げる一団に襲われ、私の両親は殺されました。私には加護があったので、鍛えれば対魔王の戦力として利用できると判断され、その場では殺されませんでした。そして奴隷として、人族に売られたのです」

　当時のティナは加護があるとはいえ、ただの少女だった。戦う力などなく、父と母が殺されるのを見ているしかなかったという。

　どれほど悔しかっただろう。悲しかっただろう。ティナの手を握る手に力が入る。

「私が奴隷として売られた頃、魔王が降臨したそうです。それでこの国は大騒ぎになりました。異世界から勇者様が来なければ、魔王を倒せる唯一の切り札は私だったのですから」

　魔王は邪神の加護で護られており、その加護を打ち消さなくてはダメージを与えることができない。邪神の加護を打ち消すことができる唯一の力が、勇者という存在だ。

　エルフ至上主義の一団もそのことを知っていたので、ティナを殺さなかったらしい。

　ただ、魔王復活が想定より早すぎたんだ。

「その騒動で私の家族を襲い、私を人族に売ったエルフ至上主義の一団は、国家反逆罪で投獄されました。一団を捕縛するために派遣された部隊に参加したサリオンが、たったひとりで全員を半殺しにしてしまったそうです」

　少しティナの口調が軽くなった。サリオンが復讐の代行をしてくれたことで、多少ティナの心は晴れたようだ。

「それ以来この国では、エルフ至上主義が鳴りをひそめるようになりました」

「ティナはどうやって奴隷を抜け出したの？　奴隷の間に、なにか酷いことはされなかった？」

　聞いてから、しまったと思った。もし奴隷だった時に乱暴されていたりしたら、それを俺には聞かれたくないだろう。

「私が奴隷として売られて人族の街に向かう途中、私を運んでいた馬車が魔物に襲われました。護衛や商人はみんな殺され、私も魔封じの首輪という魔具を着けられていたので魔法をつかえず、抵抗できずに殺されそうになりました。その時、助けてくださったのが勇者様です」

「勇者が？」

　魔王が君臨して世界に危機が訪れた時、数多のヒトの助けてほしいという願いが天に届くと、神が異世界から召喚するのが勇者だ。魔王が復活したばかりのこの時に、勇者が現れることは有り得ないはずだった。

「勇者様は、私が助けを求める声が聞こえたと言っておられました。そして、私を助けるために神様からスキルを貰う時間すら取らず、駆けつけてくださった──とも」

　邪神に召喚され、神界を訪れたことがある俺は知っていた。神界と人間界は時の流れる速度が違う。そして、神様は勇者にスキルを与えたり、使命を伝える時間が必要だった。実は神様は魔王が現れたら、人間界から助けを求める声が聞こえてこなくても、勇者を用意しているんじゃないかと思う。でなければ間に合わず、世界を救えないのだから。そうすればティナの言っていることの辻褄が合う。ティナを助けた勇者は神様からスキルも貰わず、ティナの元に来た。本来、魔王の活動が活発になる数年後にやってくるはずだった勇者が、ティナを助けることができたのはそういうことだろう。

「勇者様は神様からスキルを貰わなかったため、私を襲っていた魔物を倒す際に大きな怪我を負われました。幸いサリオンが、私を買った人族の情報を聞き出して追いかけてきてくれたので、勇者様の命を救うことができました」

　サリオン、マジで優秀！　俺の妻の命の恩人を、助けてくれて、本当にありがとう！　今後、サリオンに足を向けて寝られない。

「魔王は復活したばかりでしたが、いずれ世界に混沌をもたらすと考えられたので、私たちは強くなる必要がありました」

「私たち──と言うと、ティナとその勇者？」

「その通りです。完全ではないけれど勇者の力がある私と、勇者だけど本来の力が出せない勇者様。ふたりで戦えば魔王を倒せると考えたのです。それから私たちは、サリオンの元で魔物を狩る訓練などを行いました」

　ティナは、自分のせいで勇者が弱い状態で転移してきてしまったことに、責任を感じていたのだと思う。

「結局、三年後に神様からスキルを貰った勇者様が転移してこられて、あっさり魔王は倒されました。その際に私とずっと一緒に居た勇者様も、元の世界に帰られたのです」

　全てを話し終えたティナは、不安そうに俺の反応を待っている。

「話してくれてありがとう」

　俺はティナを抱き寄せた。

「前にも言ったけど、これからは俺がティナを護るから」

「……ハルト様」

「どんなことがあっても、もうティナに辛い思いはさせない」

　俺は自分自身にも言い聞かせるように宣言した。










　朝、陽の光で目が覚めた。俺の左腕に、なにか柔らかいものが当たってる。ハーフエルフの美女が俺の腕に抱きついて寝ていた。

　俺の妻、ティナだ。普段ならティナは俺より早く起きて朝食の用意をしてくれるティナが、今日はまだ寝ていた。今、俺たちがいるのはエルフの国アルヘイム。

　そこの王城に客として招かれている。だから朝食の用意なども王城仕えのメイドがやってくれるので、もう少し寝させてあげようと思う。昨日は慣れないドレスを着て、疲れていたようだったから。

　ティナのウエディングドレス姿を思い出した。

　本当に綺麗だった。

　もっと褒めてあげるべきだったと思う。見とれてしまって言葉が出てこなかったことを、ちょっと後悔している。

　俺の隣でスヤスヤ眠るティナを見た。

　ウエディングドレス姿も綺麗だったけど、こうして俺の横で眠るティナはすごく可愛い。ティナの頭を撫でてみた。

「ふぁ」

　ティナが可愛らしい声を上げる。喜んでるみたいだ。

　可愛い。ずっとこうしていたい。

　でも、直ぐにその時間は終わった。城仕えのメイドが、俺たちを起こしに来たのだ。

「朝食のご用意ができております。お越しいただけますでしょうか？」

「はい、行きます」

　俺が返事をすると、メイドは部屋の外に出た。

「ティナ、起きて」

「むー」

　嫌がるように顔を布団に潜り込ませた。たぶんティナは、起きている。

「お腹空いたな、今ティナが起きてくれたらご飯食べに行けるから、ご褒美にキスしてあげようと思ったけど──」

　バサっと勢い良く布団を捲って、ティナが顔を出した。目は閉じたままで、少し唇を突き出している。

　その唇に、そっと触れた。

「おはよう、ティナ」

「ハルト様。おはようございます」

「朝ごはん、できたってさ」

「分かりました。すぐに着替えますね」

　着替えを済ませ部屋の外に出ると、俺たちを起こしに来たメイドが待機してくれていた。そのメイドに連れられ、朝食が用意された部屋にやってきた。

「朝食がお済みになられましたら、陛下がお二人にお話があるそうです」

　なんだろう？

　ちょっと急ぎ目にご飯を食べた。エルフ王が呼んでるみたいなので、早く行かなくては。




　──＊＊＊──




　ティナとエルフ王の執務室にやってきた。

「おはよう、よく来てくれた」

「おはようございます」

「おはようございます。話があると伺いました」

「そうだ。そっちに座ってくれ」

　エルフ王に促され来客用のソファに腰かける。対面するソファにエルフ王が座った。

「さっそくだが、この国の貴族になる気はないか？」

「貴族、ですか？」

「ティナは元々、この国の子爵家の娘だ。だが、ティナの父が死んだと国が把握した時、ティナが奴隷になっていたので爵位継承はされず、ハリベル家は奪爵されている」

　当時、ティナが奴隷になっていなければ、ティナは子爵になっていたらしい。

「そこでだ、我が国としては魔王を討ち滅ぼした英雄ティナに、改めて爵位を授けたいと思うが、どうだろう？」

「私は遠慮します」

　ティナが即答した。

「……理由を、教えてくれるか？」

「まず、私は権力に興味がありません。領地を貰ったとしても上手く運営できないかと」

「領地を持たない名誉貴族にすることもできるが」

「しかし貴族には相応の見返りが求められるでしょう？　例えば……戦争に駆り出されたり」

　権力には義務が付きまとう。例えば領地を得て、そこを支配するのであれば、得られた利益の一部を国に税として納めなければならない。領地を持たない名誉貴族の場合、国に戦力を提供するなどしなければならない。部下を持たない俺たちは、自ら戦場に出向く必要がある。

「私の主人はハルト様です。私になにか命令できるとしたら、ハルト様だけです。ですので私は、貴族にはなりません」

「で、ではハルトはどうだ？」

「俺ですか？」

　俺は伯爵家三男なので、結婚して家から出たら家名は失われる。ただ、実家からの支援は受けられるので、生活に困ることはないだろう。必要があれば冒険者になって、魔物を倒して生きていこうと考えていた。そもそも人族の俺がエルフの国の貴族になったところで、エルフの貴族から批判が殺到することが容易に想像できる。

「俺も、爵位は必要ないですね」

　エルフ王の申し出を断った。

「そうか……で、ではなにか、この国に求めることはないか？」

　エルフ王の意図がよく分からない。

「特にして欲しいことはないのですけど……なにか俺たちと、交渉がしたいんですか？」

「我々は、お前たちの加護が欲しいのだ。そのためにお前たちが望むものを、できる限り提供すると約束しよう」

「加護？　そんなの俺たちは与えたりできませんよ」

「精霊や神が、ヒトに与えるような加護のことではない。お前たちがこの国の敵にならないという保証が欲しいのだ」

「俺たちが、ティナの故郷であるこの国の敵になることはないと思いますが」

「だが、ハルトは人族だ。人族には我らエルフが護る世界樹を欲している者もいる」

　エルフ王の言い分はこうだ。長い歴史の中で、人族が世界樹を求めてエルフ族に戦争を仕掛けてきたことは度々あった。その度に、エルフ族は人族を撃退し、世界樹を守り続けてきた。だが、ティナが俺と結ばれたことで、ティナが人族側に付く可能性が出てきた。

　魔王を討伐した英雄、魔物の大軍を相手にしても、たったひとりで勝利するほどの力を持つティナ＝ハリベルが敵になるかもしれない。

「ティナに加え、ティナと同等──いや、それ以上の力を持つハルトが敵になれば、この国は容易く滅ぶ」

　エルフ王が俺たちに頭を下げた。

「毎年一枚だけ得られる世界樹の葉──これを今後、お前たちに献上し続ける。だからどうか、この国に加護を。この国の敵にならないと約束してほしい」

　どうしようかとティナのほうに顔を向ける。

　俺としては、ティナの意向に従うつもりだ。

「私は、この国が嫌いでした」

　ティナがエルフ王に話しかけた。

「お父様とお母様を殺したエルフが。この国が嫌いでした。いつか力を手に入れた時、復讐をしようとも考えました」

　エルフ王の身体が震える。ティナには今、復讐を果たすだけの力がある。

「ですが今は、そんなこと全く考えていません。両親の仇はサリオンが取ってくれましたし、傷付いた心はある勇者様が癒してくださいました。そして今は、ハルト様がいます」

「で、では──」

「私は、この国を攻撃しないと約束します」

「ティナがそう言うなら、俺もそうします」

「ありがとう！　それで、対価としての世界樹の葉だが」

「あっ、その件ですが──」

　俺が喋ろうとした時、エルフ王の執務室に風が舞い込んだ。

「ハルト、こんな所に居たんだ！」

「し、シルフ様!?」

　風の精霊王シルフが、エルフ王の執務室に現れた。

「王様、やっほー！　昨日はご馳走さま。お料理、美味しかったよ」

「そ、それはなによりでございます」

「なにしに来たんだ？」

「ハルトに結婚祝い、渡してなかったなって。はいこれ！　世界樹の葉!!」

　シルフに十数枚の葉っぱを渡された。全て、世界樹の葉だった。

「…………」

　エルフ王は、超レアアイテム世界樹の葉が大量に載った俺の手を見て固まっていた。

「えーっと……というわけで、世界樹の葉は要らないです。あっ、でも、約束はちゃんと守るから安心してください」

　その後、エルフ王から色んな宝物を押し付けられそうになったが、全部断った。

　最後にはリファを妾めかけにしてくれとまで言われた。

　もちろん、丁重にお断りした。
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　おはようございます、リファです。もう少し詳しく自己紹介しましょう。エルフの王国アルヘイムの第二王女、リファ＝アルヘイムと申します。

　私は昨晩、とある重大なミッションを父であるエルフ王より賜わりました。私が魔法を学んでいるイフルス魔法学園。そのクラスメイトであるハルトさんと、今日からおよそ三週間の間に結婚しなければならないのです。ちなみにハルトさんは昨日、エルフ族の英雄であるティナ様と結婚なさいました。

　そんな新婚ホヤホヤのハルトさんと、私がなぜ結婚しなければならないのか──

　事の顛末をお話ししましょう。




　──＊＊＊──




　昨晩、お父様と大臣たちが、ハルトさんとティナ様の今後について話されていました。私は偶然、その会話を聞いてしまったのです。

「ハルトとティナには手を出すな！　さっきから何度も言っておるだろう！」

「しかし陛下。あれだけの力を持つふたりを、自由にさせておくわけにはいきません。我が国に敵対せぬよう、なんらかの楔くさびは必要なのです！」

「その通りです。爵位を受け取らぬというのであれば仕方ない。隷属の腕輪を使って、あの人族を縛り付けましょう。さすればティナ様も従うはずです」

「そんなことは絶対に許さん！」

　た、大変です！　大臣たちが暴走しています。お父様が必死に止めようとしていますが、大臣たちは皆、ハルトさんを拘束する気でいるようです。

　ハルトさんと、ティナ様に伝えなくては！

　たとえそれが国に仇なす行為だとしても、私はふたりを助けたいのです。大臣が言っていた隷属の腕輪とは、アルヘイムに伝わる魔宝具のひとつです。この腕輪をはめられた人には強力な洗脳魔法が継続的にかけられ、腕輪をはめた者に逆らえなくなってしまうのです。

　エルフは精神的な攻撃に耐性がある種族ですが、隷属の腕輪はそんなエルフにも効果があります。そんな魔具を、人族のハルトさんに使用したら──

　たとえ腕輪を外しても、元のハルトさんには戻れなくなってしまうかも知れません。私は、ハルトさんたちのお部屋へ行こうとしました。

　しかしその時、お父様の執務室になにかが入ってきたようなのです。

「──っ!?」

「ま、まさか！」

「シルフ様。な、なぜここに？」

　シルフ様が顕現なさったようです。

　大臣たちが慌てている様子が、部屋の外まで伝わってきました。

「ねぇ。今の話、どういうことかな？」

「い、今の話と言いますと？」

「ハルトに隷属の腕輪を使おうって話……本気？」

　ゾワっと、私のところまで冷たい殺気が伝わってきました。シルフ様が、お怒りです。私は足が震えて、その場から動けませんでした。

「し、仕方がないのです！　あの者がこの国の敵になったらお終いです。なにせ唯一対抗しうる戦力であるティナが、あの者と一緒になってしまったのですから」

「ふーん。君らはハルトが、この国の敵になると思ってるんだ」

「か、可能性は、できるだけ潰さなくてはなりません！　人族であるあの者が世界樹欲しさに、この国に仇なす可能性は大いにあるのですから」

「じゃあさ、ハルトがこの国の敵になる想定をするなら、僕が敵になる想定もしなきゃね」

「「「……え？」」」

　大臣たちから一斉に疑問の声が上がります。

　世界樹、そして我らエルフの守り神であるシルフ様が敵に？

　な、なぜでしょうか？

「ハルトは僕の契約者だよ。もしハルトが敵だというなら、僕は君たちを敵とみなす」

　──！？！？

　なんということでしょう。ハルトさんはシルフ様と契約を結ばれているのだと言います。私はハルトさんが火の精霊王イフリート様、水の精霊王ウンディーネ様と契約されていることを知っています。

　それが、シルフ様まで……。もう、凄すぎて笑ってしまいます。私なんかがハルトさんを心配していたことが、烏滸おこがましく感じます。




　私はその後、這うようにして自室に戻りました。シルフ様の殺気で足が思うように動きませんでした。少し……ほんのちょっとだけビックリしたので、下着を換えなければなりませんでした。

　シルフ様、怖かったです。

　メイドを呼んで、着替えと入浴を手伝ってもらい、なんとかベッドに横になりました。今日、聞いたことは全部忘れようと思います。

　そして、寝ようとしたのですが──

「リファ、起きているか？　話がある」

　お父様が、私を訪ねていらっしゃいました。

「お父様、なんでしょうか？」

　普段クールなお父様が、酷く焦った様子で額に汗をかいていました。

「リファ、すまぬ。ハルトの妾になってくれ！」

「…………はい？」

　な、なにを言っているのでしょうか？

　お父様から理由を聞きました。私が執務室の前から去った後、シルフ様にお父様や大臣たちが謝罪し続け、シルフ様のお怒りは鎮まったようです。しかしシルフ様は、お父様たちを許す代わりに、ある条件を出されたそうです。

「この国に敵対しないように、ハルトに楔が必要とかって言ってたね。じゃそれと同じで、この国がハルトたちに敵対しないように楔が要るよね。とりあえず、この国の王女をハルトに嫁がせようか」

　シルフ様が、そう仰られたようです。大臣たちは猛反発しました。しかし──

「嫌ならいいよ。一方的に僕の主ハルトを隷属させようとしてた罰として今後は一切、世界樹の恵みはあげないから」

　その言葉に大臣たちは言葉を失ったそうです。無理もありません。世界樹の恵みがなくなれば、アルヘイムが滅びるのですから。

　魔物が嫌う神聖な気を放つ世界樹によって、国は魔物から守られています。また、この地域の土には植物を腐らせる瘴気が多く含有していて、本来は作物が全く育ちません。その土を世界樹が浄化してくれているので、この地で農業をして食べ物を得られているのです。

　ですからお父様は、私をハルトさんの所にやる決断をしたそうです。

　政略結婚で嫁とつがせられることは覚悟していました。私はアルヘイムの王女ですから。自由な恋などできないものと昔から諦めていました。ですがハルトさんとは、魔法学園でいろいろお話ししたりしていますし、魔物から助けていただいたこともあります。少しでも知った人の所に行けるのであれば幾分、気は楽です。

　ハルトさんはいい人ですし、なにより私が憧れていたティナ様の旦那様です。ティナ様が正妻、私は側室になるのでしょうが、問題ありません。ティナ様と同じ方を旦那様にできるなんて、ちょっと素敵じゃないですか？

　私はこの結婚話を、前向きに捉えていました。

「ただ、無理やり押しかけるようなことはするなと言われている。あくまでもハルトに好かれ、そしてハルトとの絆を作れと」

　ちょっとハードルが上がりました。ですが、大丈夫だと思います。時間をかけてハルトさんと仲良くなって、私とも結婚していただきましょう。私はアルヘイム王国第二王女リファ＝アルヘイムです。男性を籠絡する術も学びました。実戦経験は……その、まだないのですけど。

「国のためです。お任せください」

「おぉ、我が娘リファよ。ありがとう！　あー。ちなみに、お前たちがこの国に滞在している間に結婚しろとのシルフ様のご命令だ」

「えっ？」

「それから、実は昨日ハルトにリファを妾にどうかと言ったが、断られてしまった。なかなか大変だと思うが、頑張ってほしい」

「な、なにをしているのですか!?」

　ど、どうしましょう!?

　時間がありません。それに私の知らないところで私は既に、ハルトさんにフラれていたみたいです。

　軽く、精神的なダメージを受けました。




　──＊＊＊──




　ティナと結婚して二日が過ぎた。昨日、一昨日はティナとふたりきりでのんびりしていた。クラスの仲間たちはその間、街での買い物や、散策に出かけていたようだ。

　そして今日、せっかくエルフの国に来ているので、ここでしか体験できないことをクラスの仲間たちとやってみることになった。エルフの国アルヘイムと言えば──そう、世界樹だ。この国の中央に、天高くそびえ立つ世界樹。それに登ることになった。

　登れるのかって？　登れるらしい。

　ちなみにアルヘイムでは、世界樹に登るどころか触れることさえ禁止されている。

　ならばどうして、世界樹に登れることになったのか──

　せっかく来たのだから上まで登ってこいと、シルフが俺たちに言ったからだ。エルフ王にも確認を取ったが、シルフがいいと言うなら世界樹に登っても良いらしい。




　俺たちは世界樹の下の方にある巨大なウロから、その内部に入った。世界樹の中は、ダンジョンになっていた。魔物も居たが、俺たちを見ても襲ってくることはなかった。

「世界樹の中に、魔物がいるダンジョンがあったなんて……」

　リファがそう呟いていた。それもそうだ。自分たちが守っていた木に、魔物が住んでいるなんて誰が思うだろうか。

　シルフ曰く、このダンジョンは昔の勇者たちにとってのボーナスステージだったらしい。魔物に襲われることなく、世界中から妖精たちが集めてきたレアアイテムを取り放題だったのだ。ダンジョン内にいる魔物は、世界樹の世話をしてくれているのだとか。ちなみに倒すとかなりの経験値が貰えるらしいのだが、襲ってこない大人しい魔物を倒すのはなんだか気が引けるので倒すのは止めておこうと思う。

　そしてシルフは、こうも言っていた。

「上まで登っておいで。道中見つけたアイテムは、持って帰っていいからさ。頑張って探索してね！」

　勇者用のボーナスステージを、俺たちも堪能していいのだそうだ。

「ハルト、俺たちもアイテム探していいのか？」

「いいんじゃない？」

　リューシンの質問に対する俺の回答に、みんなのテンションが上がる。

「国宝級のお宝を探すのじゃ！」

「「ヨウコさん、あっちのほーから強い魔力を感じます！」」

　マイとメイは、ヨウコと探索に行った。いつの間にか仲良くなったようだ。俺の契約魔と精霊たちが仲良くしてくれていて、ちょっと嬉しい。

「ウチはあっち探してくる！」

「私もついていきます」

「じゃ、俺も！」

　ルナとルークは、メルディについていくようだ。獣人族であるメルディの嗅覚を頼りにしているらしい。

「リューシン、なにしてるの！　行くよ!!」

「お、おう！」

　リュカに引っ張られ、リューシンが走っていった。なんかリュカがやる気だ。お宝に興味があるのだろうか？

　各自バラバラの方向へと走り去っていった。とりあえず一時間後に、次のフロアに進むためのエリアに集合することにしてある。この場に残ったのは俺、ティナ、そしてリファだ。

「ふたりは宝探しに行かないの？」

「私たちエルフは、世界樹の近くにいるだけですごく満たされた気分になるのです。それを触れるどころか、内部に入ってしまえるなんて……」

　ティナが身体を押さえ、身震いする。

「私もそうです。満たされすぎて、変な感じです」

　リファも、ティナと同じ状態のようだ。

「移動とかは大丈夫？」

「それは問題ありません。一歩歩く毎に、少し気持ちよくなるくらいです」

　それは、問題なのではないだろうか？




　──案の定、問題だった。リファが動けなくなった。

「す、すみません。私はここに居ますから、おふたりは探索してきてください」

　頬が紅潮して、息も絶え絶えだ。こんな状態でひとり置いておけるはずがない。仮にもリファは、この国の王女様だ。魔物が襲ってこないとは言え、ここはダンジョンの中。なにがあるのか分からない。

「俺がリファに付いてるから、ティナは探索してきてもいいよ」

「いえ。私の生徒であるリファさんをこの状態で置いておけません。それに私も、歩くのが少し辛いので慣れるまで休もうかと」

「じゃあ、ちょっと休もう。探索はまた次の機会にしてもいいからね」

　転移魔法のマーキングはしているので、アルヘイムにはいつでも来られるのだ。

「ハルト様だけ探索に行ってもいいのですよ？　ここは私が──」

「本調子じゃない妻を置いていけるわけないだろ」

　そう言うとちょっとティナが嬉しそうだった。せっかくエルフふたりと一緒になったので、この国のことをいろいろ聞いてみた。

　ティナからは昔の国の様子を。

　リファからは最近の国の状況を聞いた。

　どちらの話にも共通していたのは、シルフが絶対的な存在であり、国民は皆、シルフを崇めているということだった。

「へぇ。全ての家に、シルフの像があるのか」

　俺からしたら素直で可愛い女の子にしか思えないシルフが、この国では神格化されていて面白かった。

「えへへ、凄いでしょ？」

「──え!?」

「シ、シルフ様？」

　リファたちと話していると、どこからともなくシルフが現れた。

「なんだ、いたのか」

「いたのかじゃないよ！　登ってきてって言ったのに、全然来ないじゃん！」

　シルフは普段、世界樹の一番上に居るらしい。精霊王としては珍しい、常に顕現するタイプのようだ。

「いや、シルフが探索しながら登って来いって言ったんだろ？　みんなお宝を探しに行っちゃったよ。のんびり探索しながら、上まで行くつもりだったんだけど……」

「だけど暇なんだもん！　ハルトたちが遊びに来るって言うから、楽しみにしてたのに!!」

　子供か!?　──と、思ったが子供だった。シルフは精霊王としては、非常に若いらしい。

「じゃあ、俺たちと一緒にこのダンジョン登っていけばいいんじゃないか？」

　俺がそう言うと、シルフの顔がぱぁっと明るくなった。

「それいいね！　僕もみんなと一緒に冒険する!!」

　冒険と言っても、ここお前の家みたいなもんだろ。そう思ったが、シルフがとても嬉しそうだったので、黙っておくことにした。

「あぁ、よろしくな。ただ、リファとティナの具合が良くないから、移動はもう少し待って」

「おっけー！　ティナ、リファ、大丈夫？」

　シルフがふたりを心配し、ふわふわとティナたちのところまで飛んでいく。

「シルフ様、ご心配ありがとうございます。気分が悪いわけではないのですが……なんだか、歩けなくて」

「んー。これは大量のマナが、ふたりにまとわりついてるね。この樹のマナたちはエルフが大好きだから、エルフが来るとこうやって周りを取り囲んじゃうみたい」

「マナに囲まれるとこうなるのか？」

「いわゆる、魔力酔いみたいな感じかな」

　魔力酔いとは、他人の魔力を大量に体内に取り込んだ時に出る症状だ。気持ち良くなったり、逆に気持ち悪くなったり、フラフラしたりと人によって症状も違う。

　突然シルフが、ふたりに金色のオーラを振りまいた。

「どう？　身体、楽になった？」

「あっ、身体が軽いです！」

「なんだか、スッキリしました」

　ティナとリファの体調が、良くなったようだ。

「シルフ、なにしたの？」

「リファとティナの周囲に、僕の加護で結界みたいなのを張ったの。これでマナからの過干渉はなくなるよ。でも、マナに呼びかければ魔法は使えるからね」

　リファはマナに呼びかけて魔力を空間から集め、魔法を使ってみた。シルフの結界があっても、魔法は問題なく使用できるという。

「ありがとうございます。シルフ様」

「ありがとうございます！」

「いいよいいよ。さぁ、冒険しよ！」

「「「おぉー！」」」

　俺たちも、お宝目指して探索を開始した。




　──＊＊＊──




「そーいや、リファをハルトの嫁にするようにって、王様に言っといたから」

「……は？」

　ティナ、リファ、シルフと世界樹のダンジョンを探っていたら突然、シルフが意味の分からないことを言い始めた。

「シルフ様、なぜ今それを……」

「ど、どういうことですか？」

　リファがなにか知っているようだったので、ティナが尋ねる。リファは回答に困っている様子だった。

「リファは、僕のお気に入りなんだよね。ちっさい時からずっと見守ってきた。そんなリファが嫁に行かされるって話が出ててね」

「えっ？」

　どうやらそれは、リファも知らないことだったようで驚いていた。

「まぁ、いずれはどこかに嫁いでいくのも仕方ないと思うんだけどさ。嫁ぎ先がアプリストスの王族だって言うから、ちょっと止めさせたかったの」

　アプリストスはアルヘイムエルフの王国から一番近い位置にある人族の王国だ。近年、付近の小国に戦争を仕掛けてその領土を拡大しており、アルヘイムにもその矛先が向く可能性があった。以前までのアプリストスの戦力は、アルヘイムが余裕を持って防衛できる程度しかないはずだった。

　しかし最近、アプリストスは急に戦力を拡大していて、侵略を危惧したアルヘイムの大臣たちがリファをアプリストスの王族に嫁がせることを提案したのだという。

「あの国はあまりいい噂を聞かないし、風のマナたちがなんか気持ち悪いって言うんだよね。そんな所にリファを行かせたくない。それに大臣たちが、ハルトに隷属の腕輪を使おうとしてたから──」

「隷属の腕輪って？」

「精神攻撃に強い耐性を持つ私たちエルフにすら有効な、洗脳の魔具です。シルフ様、この国の大臣たちは本当にそれを、ハルト様に使おうとしていたのですか？」

　ティナが怒っていた。

「そうみたい。だけど安心して！　そんなことしないように、僕が大臣たちを脅しといたから」

　お、おいおい。なにをやってるんだ……。

　まぁでも、シルフが俺のことを思ってとってくれた行動なのだろう。

「知らないところで俺を守ってくれてたのか。ありがとな、シルフ」

　そう言いながら、シルフの頭を撫でてやる。

「えへへ」

　嬉しそうにするシルフが、可愛かった。こうしていると、彼女が精霊王のひとりであることを忘れてしまいそうになる。

「それでね。僕の契約者であるハルトにひどいことをしようとしてたこの国に、ペナルティを与えるっていう理由ができたの。リファを逃がす口実ができたわけ！」

「だからリファを、俺の妻にしろと？」

「うん！」

「俺、ティナと結婚したばっかなんだけど」

「ハルトは甲斐性ありそうだし、ふたりくらい奥さんがいても大丈夫でしょ！」

「甲斐性って……俺はまだ学生だし、収入なんてないぞ？」

「そこはほら。僕が世界樹の葉をあげるから、売ればいいんじゃない？」

　それは、俺の甲斐性とは言わない！

　いや、それ以前に──

「リファの気持ちが一番大事だろ。変なところに嫁がされるのは可哀想だけど、それでも俺の所に来たいってリファが思わないかもしれないだろ？」

「私はハルトさんとでしたら、結婚したいと思っています！」

　いいのかよ!?　ちょっとビックリしたよ！

　エルフ王の申し出は断ったものの、美少女エルフのリファが望んで嫁に来るというのを、断る気はない。しかしリファと俺が良くても、まだ問題がある。

「リファさん」

　ティナがリファに話しかけた。

　そう、リファの気持ちと同様、いや、それ以上に大事にしたいのは俺の妻ティナの気持ちだ。

　これは……ティナがリファを牽制するんだろうか？　ティナもなんだかんだで、独占欲が強いからな。俺との結婚なんて許さないだろう。だけど、リファが望まぬ結婚をさせられるのも可哀想なので、彼女が希望するならば偽装結婚くらいは付き合ってあげたいと考えていた。そのためのティナの説得くらいは、するつもりだった。

「寝る時は、私がハルト様の左側固定です。ハルト様の右側はヨウコさん、マイさん、メイさん、リファさんの四人でローテーションになりますが、いいですね？」

　──ん？？

　ティナがなにを言っているのか理解できなかった。

「は、はい！　分かりました！」

　リファが勢いよく返事をする。

　なにが分かったというのだろう？

「それから、家事なども分担してやっていただきますからね」

「もちろんです！　ですが私、お城ではメイドさん任せで……ほとんど家事をやった経験がないんです」

「そこはお任せください。私がしっかり指導して差し上げます」

「ティナ様、ありがとうございます」

「はい！　これから共にハルト様を支える家族として、よろしくお願いしますね」

「不束者ですが、どうかよろしくお願いします」

「あっ、いえ。こちらこそ、よろしくお願いします」

　あ、あれ？　俺、リファとも結婚する流れ？　……え、まじで？

　その後、ティナがリファに屋敷での家事の方法や、俺の食事の好みなどを教えていた。

「やったねハルト。ふたりめのお嫁さん、ゲットだね！」

　シルフが明るい声で話しかけてくる。

「あぁ、うん……そうだな」

　俺は呆然としながら、生返事することしかできなかった。




　──＊＊＊──




　しばらくしてクラスの皆が戻ってきた。

「「シルフ様、なにをなさっているのですか？」」

「やっほー。僕も皆と、冒険しようかなって！」

「おぉ。ここの主のシルフ様が一緒なら、もう迷ったりしないな」

　リューシン、既に迷ったのだろうか？

　第一層は割と簡単な作りだとシルフが言っていたのだが……。

「あの……」

　リファが俺の服の袖を引っ張ってきた。おそらく、俺と結婚するということを皆に言ってほしいのだと思う。

　やっぱり、言わなきゃダメ？

　リファを見ると、コクコク頷いていた。

　……よし、覚悟を決めよう。

「あー、みんな。実はこの度、俺はリファと結婚することになった」

「「「えっ？」」」

　マイ、メイ、ヨウコの三人が固まった。彼女らとは同棲するのだから、仲良くしてほしい。

「は？　ちょっとまて、ハルト。お前、ティナ先生と結婚したばかりで──」

　ルークが詰め寄ってくる。

「お前ばっかり美人、美少女エルフと結婚してずるいぞ！　な、なんでだ？　なにがあった!?」

「ま、まぁ。なんてゆうかその……成り行きで」

「成り行きでほいほいエルフと結婚すんな！　くそー。リファ、可愛いなって思ってたのに」

「そうなんだ。なんか、すまん」

　親友がリファを狙っていたと知って、ちょっと悪いことをしたと思う。

「ルークさん。私のことを想ってくれて、ありがとうございます。でも、私とハルトさんの結婚を、祝福していただけると嬉しいです」

「も、もちろん祝福する!!」

　リファが申し訳なさそうに上目遣いでルークにお願いすると、ルークはデレた。

「よし！　今後ハルトたち家族に仇なす奴らは、俺が倒そう。賢者の孫の名にかけて!!」

　おぉ、なんか知らんが、我が家に後ろ盾ができた。ルークはいずれ、賢者になるだろう。そんな奴が家を守ってくれるというのだから、とても心強い。

「ありがとうございます。あの、エルフの女の子でしたら、私が何人か紹介できますよ？」

「ま、まじで!?」

　リファの提案に、ルークが食いついた。ルークは良い奴だからな。出会いさえあれば、春が来るのは近いだろう。

　その後、リュカやルナたちがリファに、俺のどこに惹かれたのかなど矢継ぎ早に質問していた。なんかいつの間にか好かれていたみたいで、聞いていて少し恥ずかしい。話しているリファも、顔が赤くなっていた。




「ねぇー、そろそろ冒険しようよ」

　シルフが飽き始めた。ここはダンジョン内部だ。こんな所でずっと恋話してるのもあれなので、続きはシルフの住処ですることになった。

「じゃ、僕の家目指してレッツゴー！」

　シルフを先頭に、俺たちはダンジョン攻略（？）を再開した。










　シルフの道案内でダンジョンを進む。

「あ、そこの部屋に宝箱あるよ」

　上級回復薬が入った宝箱があった。

「ここを左ね、次を右」

　その通りに曲がると、先に続く通路があった。

「そこの脇に分かりづらい部屋があって、宝箱があるんだけど、中身は空だから無視で」

「…………」

　なんだろう。ナビが優秀過ぎると、ダンジョン攻略をしている気にならない。しかし俺たちの目的は、世界樹の頂上まで行くこと。それにレアアイテムがもらえるなら、たいして問題はない。それに案内してくれるシルフが生き生きとしているので、これはこれでありなのだろう。

　シルフは冒険しているつもりのようで、すごく張り切っている。実際はただ、実家の案内をしているだけなのだが……。いつか本当の冒険、ドキドキワクワクする未踏の地の旅などに連れていってやりたい。戦力としても申し分なさそうだしな。

「あ、この先次のフロアに行く階段があるよ」

　シルフの言う通り、少し歩くと階段があった。フロアボス的なのは居ないらしい。




　──＊＊＊──




　そんな感じで四層までやってきた。シルフの的確な指示により、レアアイテムの取りこぼしもなくここまで来ることができた。レアアイテムが多すぎて、持ちきれなくなったアイテムを幾つか捨てたほどだ。無限に物を収納できるアイテム袋とかが欲しくなる。

　残念なことに、俺たちの中にはそんなものを持ってる者はいなかった。ちなみに、このダンジョンは六層まであり、六層からシルフの住処まで移動できるのだそうだ。

「このフロアにはなぜか、妖精たちがレアアイテムを持ってこないんだよね。だから部屋は全部無視で」

　そう言って、シルフがふわふわ飛んでいく。俺たちもそれについていくのだが──

「ん？」

　周りと変わらない、ただの壁なのになぜか気を引かれる部分があった。

「ハルト、どーしたの？」

「うん、ちょっと……あっ！」

　その壁に触れてみると、俺の手が吸い込まれた。

「ここ、入れる」

　足を入れてみて、壁の向こうにも地面があることを確認する。

「えっ、俺は入れないぞ？」

「私もです」

「我もじゃ」

　ルークやリファ、ヨウコが俺と同じように壁に入ろうとするが、まるでただの壁であるかのように入ることができない。シルフすら入れなかった。

　なんで、俺だけ？

　分からないが、壁の奥からなにかが俺を呼んでいる気がして、俺は壁の中へと入った。

　壁の中には部屋があった。およそ三メートル四方の小さな部屋。その部屋の奥の壁に窪みがあり、赤く輝くルビーが置いてあった。

　お宝ゲット！

　なにもないと言われていたフロアの、隠し部屋にあったアイテム。めっちゃレアな気がする。ルビーを手に取る。

　……なんか、見たことあるような。

　そんな気がしたが、皆が心配していると思うのでさっさと部屋を出ることにする。

　普通に壁を抜けて戻ることができた。入るだけ入れて出られないトラップの可能性とかも警戒していたが、悪意を感じなかったし、最悪の場合でも俺には転移魔法があるので、なんとかなると思っていた。

「ハルト様、良かった。おかえりなさい」

　部屋を出ると、ティナが心配してくれていた。

「ハルト、おかえりー。なにかあったの？」

「うん、これが置いてあった」

　シルフとみんなに、取ってきたルビーを見せる。

「あぁ、これ。ここにあったんだ」

　シルフはこれがなにか知っているようだった。

「これは龍王の瞳っていう、どんな魔法でも封じられるアイテムだよ。昔の魔王がイヤリングとかにしてたみたいで、ふたつで一組なんだけど……あったのは一個だけ？」

「もう一個は、これじゃないですか？」

　ティナが胸元からペンダントを取り出す。俺が訓練所を破壊した時に、壊れてしまった魔具だ。確かにティナのペンダントに付いている宝石は、俺が見つけてきたルビーとよく似ていた。

「うん。間違いない、同じもの。ティナが持ってたんだ。割れてるってことは、使用済みなんだね」

　ティナのペンダントには、異世界から来た勇者の絶対防御魔法が封印されていた。俺が加減を間違えて放った魔法から、魔法学園の中央街を守ろうとした時、ティナの身が危険にさらされたので絶対防御魔法が発動し、ルビーが割れたのだ。

「これには俺が新しい魔法を入れて、ティナにプレゼントするよ」

「ありがとうございます。楽しみにしておきますね」

　どんなことがあってもティナを守れる魔法を込めよう。そう思いながら俺は、丁寧に布に包んでルビーをカバンにしまった。

　ところで、なんで俺だけあの部屋に入れたんだろう？　ふたつで一組のアイテムを一個だけ勇者が持っていたのも気になる。そういえば俺はティナと一緒に冒険していたという勇者のことをあまり知らない。今度、時間のある時に調べてみよう。




　──＊＊＊──




　世界樹ダンジョンの六層までやってきた。五層までと変わらず、魔物は襲ってこないし、シルフのサポートでレアアイテムの取りこぼしもない。順調そのものだ。しばらく探索して六層の中央に着いた。

　そこには、白く巨大な石碑があった。その石碑を護るように、すらっとしたゴーレムが立っていた。土系のゴーレムだが、所々に緑色の鉱石が埋め込まれている。アークゴーレムという、ゴーレムの上位種だ。こいつは恐らく、並の冒険者では歯が立たない。

　Ａランクの冒険者パーティーが複数集まり、レイドと言われる集団を構成して戦って、勝てるかどうかという強さだそうだ。本当なら、こいつを倒さなければシルフの住処である世界樹の上に出ることはできない。

　──そう。本当なら。

「お疲れ！　いつもありがとう」

　シルフがアークゴーレムに声をかける。ゴーレムは石碑の前を開け、シルフに敬礼した。

「さ、行こ！」

　あぁ……やっぱり、戦わなくていいんだ。

　俺たちは敬礼するアークゴーレムの横を通り、石碑の側に移動して、シルフに促されるまま石碑に手を当てた。

「みんな、石碑に触った？　それじゃいくよ！」

　石碑が光り始めた。眩しくて目を瞑る。

　どこかに身体を引っ張られる感覚に襲われた。その数秒後──

　身体が引き寄せられる感覚がおさまったので目を開けると、巨大な木の枝の上に立っていた。俺たちは世界樹内の中にあったダンジョンから、ここまで転移してきたのだ。転移は異世界から来た勇者特有のスキルだが、シルフなど高位の精霊が管理するダンジョンでは特定の場所を繋ぐ転移のような移動ができるらしい。

　周りを見渡す。俺たちのいる枝より更に上の方にも太い枝が折り重なるように生えていた。枝の間からは優しく太陽の光が漏れおり、先程までのダンジョンとは違ってだいぶ明るい。今立っているのが木の枝の上だということが信じられないくらい安定している。枝の先端はさすがに細くなっているが、一キロメートルくらいは余裕で上を歩いていけそうだ。改めて世界樹の大きさに驚く。そして枝の先には、少し異形の掌しょう状じょう葉ようが大量についていた。手を伸ばせばいくらでも採取できてしまいそうなこの葉っぱが、超レアアイテムである『世界樹の葉』だ。

「皆、こっちだよ」

　シルフに呼ばれて世界樹の幹の方へと歩いていく。

　幹みきの所に、木製のエレベーターらしきものがあった。人が十人ほど入れそうな木の箱に、ツタが取り付けられている。そのツタは世界樹の上の方まで繋がっているようだった。元の世界のエレベーターを知る俺からしたら、あまりにも雑な作り。

　も、もしかしてこれに乗るのか？

「誰か来た時に、乗ってもらおうと思って作ったんだ。これでみんなを上まで連れていくよ！　一番上からの眺めは最高だからさ。楽しみにしててね」

　誰かが来た時に？

　ということは、まだ誰も乗ったことないんじゃないか？

　少し──否、かなり不安になった。

「はい、乗った乗った」

「えっ、ちょっと待てって」

　シルフに背中を押されて、俺たちはエレベーターもどきに押し込められた。

　ま、まじで、これで上まで？　ティナの飛行魔法の方がいいんじゃないだろうか？

　なぜかシルフが箱に入ってこなかった。そもそもシルフは常に飛んでいるので、エレベーターを使う必要も無さそうだ。

「じゃ、いっくよー！」

　シルフが俺たちの入った箱の下に、魔法陣を形成した。

　あれ、もしかして……木の箱の上に付けられたツタは飾り？

　その予想は最悪な形で正解であったと知る。シルフの魔法陣から凄い勢いで風が吹き出し、俺たちの乗った箱をとんでもない速度で押し上げた。

「「「うわぁぁぁぁぁあ！！？」」」

　高速で箱が上に登っていく。俺たちは加速度に耐えきれず、箱の床に押し付けられる。

　ぱぁっと、周りが明るくなった。枝の間をくぐり抜け、世界樹の上に出たのだ。ふっ、と加速度がなくなる。乗っていた箱は、最後の葉っぱが密集した所を通過する際にバラバラになっていた。

　俺たち十一人は空中に放り出された。

「……綺麗だ」

　巨大な世界樹の更に上から見下ろすアルヘイムの街並みや、その周囲の風景に思わず言葉が漏れた。シルフが俺たちに見せたかったのは、これなのだろう。

　そこから落下が始まる。

「ティナ！　みんなを！」

　俺の元に飛んでこようとしていたティナに向かって叫んだ。彼女は俺の声を聞き、振り返る。その時、俺は見てしまった。

　竜化したリューシンが背中から翼を生やし、リュカを抱いて飛んでいた。マイとメイは精霊体になり、ヨウコとリファを回収したところだった。ルークが飛行魔法を使い、ルナを抱えて飛んでいる。

　えっ、みんな飛べるの!?

　ティナがメルディを助けに行った。そして俺は、落ちていく。

　なんでだろう？　誰も助けに来てくれない。もしかして、俺も飛べるって思われてる？　いや、飛べねーよ!?

　ようやくそのことに気づいたティナが、慌てて飛んでくる──が、ティナに助けられる前に、俺は風に包まれて落下が止まっていた。

「ごめん、力加減間違えちゃった。てへ」

　俺の横を、シルフが飛んでいる。

　てへ、じゃねーよ！

「いやぁ。それにしてもみんな、飛べるんだね」

「あぁ……俺も今、初めて知った」

「逆にハルトは飛べないんだね」

　シルフにそう言われて軽く凹んだ。

　いや、飛べないのが普通じゃない？

　俺はこれを機に、飛行魔法を使えるようになろうと決心した。
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　世界樹を挟んでアルヘイムの王城の反対側に位置する裏町。この裏町は巨大な世界樹の幹によって陽の光がほとんど遮られるため、昼でも薄暗い。その片隅にある古びた飲み屋に、エルフとしては珍しい筋肉質の男が、ひとりで浴びるように酒を飲んでいた。

「くそっ、なんで俺が」

　そう呟く男は、ティナとの結婚する者を決める武闘大会でハルトと一回戦で戦い、敗れた元国軍大将のアラグディアだった。彼は大会後、ハルトにあっさり負けたことを責められ、その職を失っていた。

　彼が弱かったわけではない。相手が悪かった。事実アラグディアは、エルフ王と、王に仕える執事サリオンを除けば、アルヘイムにおいて最強であった。貴族たちが大会の邪魔者であるハルトをさっさと退場させるため、国軍大将アラグディアにハルトと戦わせようとして彼の出場を決めたのだ。だが、彼にとっても悪い話ではなかった。人族の少年を倒し、次の貴族の息子との戦いの前に体調不良を訴え棄権する。それだけで大金が手に入る予定だったのだ。

　しかしアラグディアは負けた。それも自滅のような形で。計画通りに事が運ばす、怒った貴族たちが大将の交代を進言した。エルフ王は止めようとしたが、あまりにあっさり負けたこともあり、全ての大臣が大将交代に賛成したため、やむなくアラグディアの強制除隊を決めた。

　そうして彼は今、ここにいる。目の前に積まれた大金に目が眩み、誇りであった職を失った。更に貴族たちは金を払わなかった。

　負けたのだから──と。

　アラグディアに家族は居なかった。己の武と、部下を鍛え上げることに心血を注いできた。だが、完全な武人であったわけではない。大将の職で得ていた給金は、ほとんど女遊びと酒で消費していた。家は軍から貸与されていたもので、除隊された今は追い出された。不名誉除隊でかなり減らされた、僅かばかりの退職金を受け取り、彼は今ここで酒を飲んでいる。




　壊れそうな音を立て、今にも倒壊しそうな飲み屋の扉が開いた。

「大将、こちらでしたか！」

　片目に眼帯をしたエルフが入ってきた。彼女は元大将の部下だ。

「お前か、俺はもう大将ではない。そう呼ぶな」

「ですが、私は……」

　眼帯のエルフが自分を慕ってくれていることにアラグディアは気づいていた。昔、魔物に襲われているところを助けて以来、元大将に恩を返そうと必死にその身を鍛え上げ、国軍の副司令にまで上り詰めていた。

「お前は仕事があるだろう。早く戻れ。もしかしたら次の大将にはお前がなるのかもな」

「私の上官は貴方だけです！　貴方の抜けた軍に用などありません。私も先程、貴方を愚弄した貴族を殴りつけ、除隊されてきました！」

「お前……馬鹿なことを」

　そう言いながら、アラグディアは嬉しくなっていた。同時に今の自分の姿を恥じる。家もなく、金もない。こんな裏町でただただ酒を飲む男に成り果てていた自分を。

「……復讐をしませんか？」

「な、なにを言ってるんだ!?」

「貴方がこんな目にあっているのは、あの人族のせいです！　エルフ王のせいです！　貴族の、大臣のせいです！　この国のせいです!!」

　眼帯のエルフがアラグディアに詰め寄る。彼女が眼帯を外した。

「お、お前──目が!?」

　昔、魔物に襲われて失明したはずの目が、赤く輝いて、アラグディアを見つめていた。彼の心の底から憎しみが溢れ出す。

　憎い。

　俺に恥をかかせた人族が憎い。

　俺を除隊させたエルフ王が憎い。

　俺を謀った貴族たちが、大臣たちが憎い。

　この国が憎い。大っ嫌いだ。

　大将の心は憎しみで黒く塗りつぶされた。

「俺は、この国に復讐がしたい。手を貸してくれるか？」

「もちろんです」

「き、君たち。なにを言っているんだ!?」

　この会話を聞いていた飲み屋の主人が逃げ出そうとした。しかし、数歩進んで彼はその場に崩れ落ちる。主人の背中に、眼帯のエルフが投げた短剣が突き刺さったのだ。部下が市民を殺したにもかかわらず、アラグディアはなにも思わなかった。

「できるだけ派手に復讐がしたい。なにか良い方法はあるか？」

「お任せください。この国に住まう全ての者に絶望を与えましょう」

「あぁ、それは楽しみだ」

　アラグディアと眼帯の女エルフは、主人の居なくなった飲み屋を出るとそのまま裏町の闇へと消えていった。




　──＊＊＊──




　アルヘイムに来て三週間が過ぎた。主要な観光地は、ほぼ巡ったと思う。王都と各街の間は道路が整備されており、どの街とも二日で行き来することができるので、移動は楽だった。最後の週は世界樹のあるここ、王都でのんびりする予定だった。

　リファとの結婚の件だが、ティナの時のように大臣と王族だけに知らされることになった。この国では正式にリファ、ティナとの結婚が認められたが、俺の両親にはまだ報告していなかったからだ。ティナとリファは俺の両親に挨拶して、俺の妻となることをちゃんと認めてもらいたいらしい。

　俺の専属メイドだったティナと、魔法学園の同級生で、エルフの国の王女であるリファ。このふたりと結婚すると言ったら、両親はすごく驚くだろう。俺の両親に結婚を認めてもらえたら、改めてアルヘイムの国民にティナの帰還と、俺との結婚を知らせる予定となった。そういうことで、割とのんびりした日々を送っていたのだが──

　突然、エルフ王に呼び出された。グレンデールに帰る日が近づいているので、リファやティナになにか言っておくことでもあるのだろうか？




「悪いが、今すぐこの国から出ていってくれ」

　開口一番、エルフ王にそう言われた。これまでエルフ王からは、客として丁寧なもてなしを受けていたため、突然の言葉に俺たちは固まる。

　俺たちが、なにかしてしまったのだろうか？

「お父様、どういうことですか？」

「……この王都にアプリストスの軍が向かってきている。これからここは、戦場になる」

　エルフ王から返ってきた言葉は驚くべきものだった。昨晩、アプリストスの軍がアルヘイムの国境を越えたのだという。突然の奇襲で、国境警備隊は壊滅。その後、国境付近の村を幾つも蹂躙しながら、軍はこの王都を目指しているらしい。

「……もしかして、俺がリファと結婚したのが原因ですか？」

「それもある。しかし、一番の原因は私の力不足だ」

　アプリストスは以前からアルヘイムの世界樹を狙っていたが、アルヘイム王都の防衛を崩せる手立てがなく、その侵攻は停滞していた。しかしその間にもアプリストスは、近隣の小国を幾つも統合し、着実に力を蓄えていたという。そんな時、アルヘイム側からアプリストスにリファを嫁がせて、両国の同盟を結びたいという提案がなされたのだ。

　実はこの提案、とある貴族と大臣が勝手に行ったもので、リファもエルフ王もまったく知らなかった。その提案を受け入れる──アプリストスから来た使者がそう告げた時、エルフ王は初めて大臣たちの暴走を知った。だが、その直後、シルフにリファを俺のもとに嫁がせるように命令されてしまう。アルヘイムはシルフの命令と、アプリストスとした約束に板挟みにされてしまう形となった。

　ちなみにシルフは、大臣たちの勝手な行動を把握していた。このままではリファの意思など関係なく、彼女がアプリストスに嫁ぐのが決定してしまう。そんなときにちょうど俺たちがアルヘイムを訪れ、俺が武闘大会で優勝して、ティナと結婚した。実はこの時点でシルフは、リファも俺と結婚させてしまう計画を立てていたという。後日、俺はシルフに『三人もの精霊王と契約して、エルフ族の英雄を奥さんにしちゃうくらいだもん。そんなハルトなら、奥さんがひとり増えても、問題ないかなって思ったの』──そう言われた。

「大臣たちの暴走を止められなかった私に責任がある。リファ、お前は既にハルトと結婚した身で、この国とは関係ない。早くこの国から逃れるがいい」

　エルフ王が選んだのは、シルフに従う道だった。アプリストスと交わした約束は間違いだったと使者に伝えたが、アプリストスの王族がこれにキレた。エルフの姫と結婚できると思い舞い上がっていた王子が憤怒し、私有軍を率いてこの国に攻め入ってきたのだ。

　その結果は先ほど聞いた通り、奇襲による国境警備隊の壊滅。この時点でアルヘイムとアプリストスとの戦争が始まったことになる。後に引けない状態になったからか、アプリストスの国軍もこちらに向かってきているという情報がもたらされた。

　王子の私有軍が三千人。アプリストス国軍が十万人。

　対してアルフレイムの戦力は、国軍が一万人のみ。

　私有軍の三千人はアルフレイムの国軍で十分防衛できる。しかし、アプリストスの国軍が到着してしまえば包囲されて一方的な戦いになるだろう。人族は他種族に比べ、人口が多いのが特徴だ。本気で軍を動かすと、その戦力は圧倒的だった。

　アプリストスは近隣の小国を統合し、数年かけてその戦力を三倍まで増強していた。兵数にして、およそ三十万人。この世界では国が国に戦争を仕掛ける時、自国の兵力の三分の一以下を出兵させるのが定石となっている。そしてアルヘイムの兵力が一万しかいないことは、アプリストスにバレていた。敵の十倍の兵力があれば包囲して、圧倒的有利に戦いを進めることができる。つまり十万の兵力を出兵させられるアプリストスは、いつでもアルヘイムに侵攻することができたのだ。とはいえそれは、国の戦力だけを考慮した場合のこと。

　人口が急激に増えたアプリストスは、内政に大きな問題を抱えるようになった。そんな中で、国力の三分の一を使って戦争を起こそうというのは、国民の理解を得られない。アプリストスは、アルヘイムに戦争を仕掛けるための理由を欲していた。

　その理由が、アプリストスに与えられてしまった。リファが第五王子に嫁ぐという約束を、破棄したことだ。王子としての威厳を貶されたとして第五王子が攻めてきた。その王子を守るという名目で、アプリストスはこの国に十万もの兵力を送り込むことができたのだ。

　アルヘイムには精霊王シルフがついているとはいえ、十倍もの戦力差があることを考えると、非戦闘員の国外退避は必須だった。だからこそエルフ王は、リファを今のうちに逃がしたいと言うのだ。

「で、でも私はまだ、この国の王女です」

　リファが俺を見る。この国に残ると言いたそうだ。

「俺はリファの旦那だから、リファが残るなら俺も残るよ」

「ハルトさん……」

「私の旦那様が残るというのなら当然、私も残ります。それに生徒であるリファさんを、守らないといけませんからね」

「ティナ様、ありがとうございます!!」

「俺もこの国の戦力として戦うよ。人族だけど、俺はこの国が好きだから」

　ルークも残り、この国の戦力として戦うと言う。先週できたエルフの彼女を守りたい──というのが本心だろう。同じ人族の国といっても、俺たちの母国グレンデールとアプリストスは同盟関係にない。だから俺やルークが、エルフたちと共にアプリストス軍と戦っても、国際問題にはならないんだ。

「主様が残るなら我も残るぞ」

「「私たちもです！」」

　ヨウコ、マイ、メイも残ってくれるそうだ。

「俺も戦力になれると思う」

「私は回復役ですね。国境警備隊で亡くなられた方がいれば、私が生き返らせます。今ならまだ間に合うはずです」

「そのサポートは私がします。魔力の増強も任せてください」

「じゃ、ウチはリュカやルナの護衛する！」

　全員が戦う気のようだ。

「皆さん、ありがとうございます！」

「お前たち、いい加減にしろ。これは戦争なんだぞ！　相手は本気でお前たちを殺しに来る。魔物相手は経験があるかもしれないが、学生身分のお前たちが戦争で人と戦えるはずがない！」

　エルフ王が脅してきた。恐らく、俺たちに戦ってほしくないのだ。エルフ王はいい人だ。俺やティナの実力を知っていながら、戦力にすることを考えない。エルフ王が国民に好かれているのは、この滞在中によく分かった。またエルフ王は、王都に敵が近づけば前線に出て、自ら剣を振るうだろう。そういう人だ。だからこそ、俺はエルフ王の力になりたいと思う。

「確かに、俺は人を殺せないかも知れません。戦争とはいえ、仲間が誰かを殺すのも嫌です」

「だったら、今すぐ逃げなさい！」

「だけど、俺たちには力がある。たとえ俺たちを殺しにかかって来る奴らが敵でも、俺たちは相手を殺さず無力化できます」

「な、なにを言っているのだ!?」

　全力で殺しに来る相手を殺さず無力化する。それも十万もの敵を。まるで夢物語。俺ひとりでは全てをカバーできず、少なくない犠牲が出るかもしれない。だが、俺にはそれができる自信があった。

　俺は仲間を見る。ルーク、ルナ、リファ、メルディ、ヨウコ、マイ、メイ、リューシン、リュカ、そしてティナ。この十人がいれば、俺の作戦は成功する。その確信があった。




「大臣たちを集めてもらえますか？　アプリストスの侵攻を止める作戦を伝えます」




　──＊＊＊──




「まず、既にこの国に侵攻しているアプリストスの王子を捕まえましょう」

　俺は集まった大臣たちとエルフ王に、そう進言した。

「捕らえた王子を人質にして、国軍を引かせるよう交渉するのか？」

「だが、王子は三千の兵に守られている。防衛であれば容易だが、王子を捕らえるとなれば敵を全滅させる必要がある。こちらも戦力を削られる」

「ここで兵を大きく失うと国軍が来た時に防衛ができなくなるぞ」

　大臣たちから反論が出る。想定の範囲内だ。

「アルヘイムの国軍が王子私有軍と対峙してくだされば、王子は後方に下がるはずです。そこを俺たちが後ろから攻めて、王子を捕まえます」

　戦力はこちらの方が多いので、私有軍も直ぐには攻めて来ないだろう。戦闘が始まる前に王子を捕らえてしまえば、こちら側の消耗は少ないはず。

「……可能なのか？」

「僕も居るし、余裕じゃない？」

　シルフが俺の意見に賛同してくれる。この場にシルフが居て、大臣たちに俺の話を聞くように言ってくれたからこそ、俺はエルフ王たちに進言ができている。

「シルフ様のご助力があれば、王子を捕らえることは可能かも知れません。しかし、王子を人質にしたとして、国軍が引き返す保証はないのです」

「どーゆーこと？」

　諜報部を統括する大臣の言葉に、シルフが疑問を持った。

「今、我が国に侵攻しているのはアプリストスの第五王子です。この国に国軍を侵攻させるための捨て駒として使われている可能性があります」

　アプリストスの十万の兵というのは、国が保有する戦力の、およそ三分の一に相当するらしい。それだけの戦力を、第五王子の結婚話が破棄されたという理由だけで動かすのには国民の理解が得られない。だが、王子がアルヘイムに捕えられ、殺されたとしたらどうだろう。報復のためにアルヘイムを滅ぼすという、大義名分がたつのだ。

　第五王子はそのための捨て駒として母国に利用されていると言うのが、アルヘイムの諜報部が集めてきた情報だった。

「ふーん。だってさ、ハルト。王子を捕まえても意味ないんじゃない？」

「確かに、国軍を引かせるのには使えないかもしれないけど、侵略してきた人族に対してもこの国がきちんと交渉しようとした証拠は残せるんだ」

「人族と交渉した証拠？　それがいったい、なにになると言うのだ？」

「もし敵が戦力差も分からず攻めてきて、全滅させてしまった時にも、この国が一方的に悪かったのではないと他国に知らしめるためです」

「……よく分からんな。ハルト、お前は敵を全滅させるだけなら簡単だ。まるで、そう言っているように聞こえる。確かにお前は強いが、そんなことは無理だ」

「えぇ。俺にはできませんけど、ルークならそれが可能です！」

「いや、お前もできるだろ……」

　なんかルークが小声でツッコんできたけど、無視しておく。

「隊列を組んで進軍してくる十万程度の兵なら、ルークの究極魔法一発で壊滅させられます」

「きゅ、究極魔法!?　それをお前は、使いこなせるというのか？」

「はい。俺の戦闘職は、賢者見習いなので。あ、レベルは１２５です」

　ルークがステータスボードの職とレベルを大臣たちに見せながら答えると、大臣たちがざわめきだした。本人は自慢ぽくて嫌だと言っていたが、大臣たちの説得のためルークには、職とレベルを公開してほしいと頼んであった。俺のステータスボードだと、『賢者（レベル１）』──ってなっちゃうからな。

「ですが、そんなことをしたら他の国からこの国が危険視されてしまうでしょう。一国なら問題ありませんが、数国が手を組み、連合軍をつくられたらさすがに手に負えません」

　問題なのは連合軍だけではない。周辺国がアルヘイムを危険視したら、貿易などにも影響する。

　ただ、敵を全滅させればいいわけではないんだ。

「勝てるかどうかではなく、どう勝つかが重要です」

　俺の作戦Ａはこうだ。まず、王子を捕らえ、国軍を引かせるよう交渉する。恐らく、その交渉は決裂する。

　次に、ルナに強化してもらったルークの究極魔法で圧倒的な戦力差を見せつける。これは威嚇だ。国軍には当てず、近くの山を消滅させる。これで、敵が恐れをなして引き返せば良し。作戦終了だ。

　だが、敵が引き返さない可能性もある。そうなると少々面倒くさいが、俺の魔法で敵を分散させて、各個撃破して行く作戦Ｂへと切り替える。この作戦Ｂに必要なのがアルヘイム国軍の協力と、クラスの仲間たちの力だ。

　アルヘイム国軍の兵士の多くは、魔弓を作り出して戦う。それは魔法の中ではトップクラスに速い攻撃速度で、かつ貫通力も高い。ただし連射ができないということと、急所に当たらなければ殺傷力が低いというのが欠点だった。一対一での戦闘ならばアルヘイムの兵は、アプリストスの兵に負けないだろう。しかし一対多になると、連射ができない魔弓を使うアルヘイムの兵には勝ち目がない。だからこそ俺がアプリストスの兵力を分断させて、アルヘイムの兵力とアプリストスの兵力が五分五分になるように調整する。

　アルヘイム国軍の兵たちはその全員が、遠くからでも小さな的に矢を当てる技術を持っている。一対一であれば殺さずに、敵を無力化できるんだ。俺がその御膳立てをして、俺の仲間たちが不測の事態に備える。これが作戦Ｂだった。

　俺は皆に作戦の内容を伝えた。

　結論から言うと、俺の作戦は受け入れられた。俺の仲間の戦力を知り、俺の作戦と合わせて、大臣たちがそれなら勝てると思ってくれたからだ。あとは、実行に移すのみ。




　──＊＊＊──




　アプリストス王子の私有軍は国境付近からあまり動いてないとのこと。今のうちに、国軍の各部隊を指揮する面々と会って、作戦の説明、そして俺の仲間の紹介をしておかなくては。

「ハルト殿ではありませんか！」

　シルフ、ティナ、リファと共に国軍の指揮者たちのもとを回っていると声をかけられた。そこにはエルフに似つかわしくない筋肉質な肉体の男がいた。ティナと結婚する男を決める大会で、俺と初戦に戦った元国軍大将アラグディアだ。俺との戦いに敗れたことで、国軍を除隊させられたらしい。

「あの、俺との戦いの後に除隊させられたと聞きましたが……」

　俺に負けたとはいえ、彼は強かった。それなのに大将であった彼が、降格ではなく、いきなり除隊させられた。なにがあったのだろう？　俺との戦いが原因の可能性があるので、申し訳なく思っていた。そして除隊されたはずのアラグディアが、国軍一般兵の服を身につけているのも気になる。

「貴方にあっさり負けた私が悪いのですよ。しかし、これでも元大将。此度のアプリストスとの戦争で戦力が必要になり、私にも招集がかかったので、こうして一兵卒として参戦することになったのです」

「そうでしたか。部隊は率いたりしないのですか？」

「一兵卒に戻って分かりました。私は前線で剣を振るっている方が、性に合ってるんです」

　そう言ってアラグディアが、手を差し出してきた。

「私は前線で元部下たちと共にこの国を守るため戦います。この戦いの行方は、貴方の作戦にかかっていると聞きました。ぜひ、我らに勝利を」

「分かりました、全力を尽くします。どうかご無事で」

　そう言って彼と握手する。

　握手した際、俺はなぜかアラグディアに、腕輪を着けられた。

「は？　あのこれ──」

　意識が遠のく。

「ふふふ、ふはははははは！」

　アラグディアの笑い声を聞きながら、俺の意識は消えた。




　──＊＊＊──




　アラグディアが腕輪を着けると、ハルトの目から光が失われた。

「貴方！　ハルト様になにを──」

　ハルトの異変を感じ取り、ティナがアラグディアに飛びかかろうとしたが、炎の槍を足元に打ち込まれ、足を止めた。

「ど、どうしたのですか!?　ハルト様」

　ティナの声が震える。ティナに向けてファイアランスを撃ち込んだのはハルトだった。驚愕した表情のティナを、見ていたアラグディアが汚い笑い声をあげながら言い放つ。

「こいつはもう俺の言いなりだ。ほら、見せてやれ」

　その言葉に従うように、ハルトがアラグディアに着けられた腕輪をティナたちに見せる。

「そ、それは隷属の腕輪！」

「なぜ貴方がそれを!?」

　シルフとリファはその腕輪がなんであるのか知っていた。隷属の腕輪という、アルヘイムが保有する魔宝具のひとつ。他人に着けられると、着けられた人はそれを着けた人の言いなりになる強力な洗脳魔法がかけられるというものだ。

「俺は国軍大将だったのだ。これが保管されていた宝物庫の、鍵の複製くらい簡単だ」

　アラグディアは宝物庫からお宝をくすねては他国にこっそり売り払い、遊ぶ金にしていた。隷属の腕輪は除隊された際、宝物庫の最奥に保管されていたものを盗んできた。

「おい。ハルトを今すぐ解放しろ。さもないと、殺す」

　シルフがアラグディアに向かって、殺気を飛ばす。精霊王の本気の殺気。

　立っていられずに元大将が膝をついた。しかし──

「シルフ、精霊界へ戻れ」

「──なっ!?」

　たった一言。ハルトの命令でシルフは、強制的に精霊界へと帰還させられた。

「よ、よくやった」

　アラグディアが汗を拭いながら立ち上がる。
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「シルフ様を強制帰還!?　そ、そんなことができるなんて……」

　リファが愕然としながら、ハルトを見る。

「ハルト様、目を覚ましてください！」

「…………」

　ティナの呼びかけにもハルトは答えない。

「無駄だ、我々エルフにも効果のある魔宝具だぞ？　人族のこいつがレジストできるわけがない」

「き、貴様ぁ！」

　ティナが無詠唱で発現させた雷槍を、アラグディアに向かって投げつける。超高速で向かってくる槍を、ハルトが前に出て容易く撃ち落とした。

「そんな……ハルト様」

「ティナ、俺を殺すつもりだったな？　ハルト、自決しろ」

「なっ、なにを!?」

　ハルトが、身につけていた護身用の短剣を自らの首に当てる。

「お願い、やめて！」

「止まれ」

　アラグディアの命令で、ハルトは動きを止めた。

「お前たちが逆らえば、俺は躊躇わずこいつを殺す。お前らはこの戦争が終わるまで一切、なにもするな」

　アラグディアの口元が嫌らしく歪む。

「英雄ティナ、そして王女リファ。お前たちはこの戦争が終わったら俺の奴隷にしてやる。だから死ぬんじゃないぞ？」

　そう言い残し、アラグディアはハルトを連れて去っていった。ティナとリファは、ふたりを追いかけることができなかった。




　──＊＊＊──




　国境から王都に続く草原。そこにアプリストス第五王子と、その私有軍三千人が陣を張っていた。兵たちはここに来るまでに蹂躙した村や町で得た食料を貪っている。

　できれば女エルフを捕らえて、その身体を好きにしたかった。しかし、国境警備隊を倒して国門を抜けるのに時間がかかり、その間に国境付近の村や町から全てのエルフが逃げてしまった。得られたのは食料や貴金属など。

　エルフの女を好きに犯せる。そう言われてこの侵攻に参加した闇ギルドの冒険者も私有軍に混じっていたため、不満気な兵が多かった。そんな陣の中心に突然、魔法陣が浮かび上がった。

「な、なんだ!?」

「警戒しろ！」

　兵たちが魔法陣を取り囲む。魔法陣の内側が真っ黒に塗りつぶされ、そこからアラグディアとハルト、そして眼帯をした女エルフが現れた。

「何者だ!?」

「おっと、俺たちは仲間だぜ？　な、か、ま」

「どう見てもエルフじゃないか。どうやってここに現れた？」

　アラグディアたちに、私有軍の兵たちが剣を向ける。

「待て！　彼らは仲間だ、剣を引け」

　陣の奥から親衛隊を連れたアプリストス第五王子が現れ、兵士たちを下げさせた。

「よく来た」

「あぁ、俺の提案に応じてくれたこと、感謝する」

　アラグディアはアプリストス第五王子と内通していた。アラグディアが国境警備隊の見張りの交代時間などを王子側に漏らしたことで、私有軍は最も防衛が手薄になる時間に国門を突破できたのだ。

「だが、何故こちらに合流したのだ？　そして、どうやってここに現れた？」

　アラグディアはアルヘイムの王都に留まり、アプリストスの国軍が王都を包囲した時に、内部で反乱を起こし、内側から門を開けて敵を招き入れてしまう計画だった。

「なかなかいいモノを手に入れてな。内乱なんか起こさなくてもあの国を滅ぼせる力を手に入れた。だからここに来た。ちなみにここまで移動できたのもソレのおかげだ」

　そう言いながらアラグディアがハルトを指さした。彼がここに来た本当の理由は、王子に裏切られることを危惧したからだった。内側から門を開けてアプリストス軍をアルヘイムの中に入れたら、王子は用済みになったアラグディアを裏切って殺すかも知れない。そう考えた彼はハルトの力をアプリストスに見せつけておくことにしたのだ。

「この人族の少年にそんな力が？　お前の言うことを聞くのか？」

「あぁ、我が国の宝具である隷属の腕輪を付けたから俺の言いなりだ。そして、こいつは強いぞ。ハルト、少し見せてやれ」

「ファイアランス」

　命令に従い、ハルトが炎の騎士を出現させた。

「王子！　お下がりください!!」

　周りにいた親衛隊が、第五王子を守るように炎の騎士に剣を向ける。

「とんでもない魔力です。下手をすれば、この一体に我が軍は壊滅させられます」

　炎の騎士と対面した親衛隊たちの額から、汗が流れ落ちる。

「おいおい、警戒すんなって。こいつは俺の下僕だ」

「ほ、本当にお前が制御できるのだな？」

「問題ない、信じてくれ」

　元大将は王子たちに、ハルトの力を見せつけられて満足していた。

「そうだ、ハルト。もし俺がこの軍の誰かに殺されたら、コイツらを全滅させろ」

「分かった」

「なっ!?」

「ど、どういうことだ!?」

「保険だよ、保険。くれぐれも俺を、裏切らないでくれよ。まぁ。仲良くやろうぜ」

　アラグディアが笑顔で、第五王子の肩を抱く。

　王子たちはハルトを恐れて、アラグディアを裏切ることができなくなった。

「アプリストスの国軍が来るのは明日の昼か？」

「あ、あぁ……その予定だ。父上から先程知らせが来た」

「そうか、では今日は休もう。明日は略奪の日だ。我らは真っ先に王都に攻め込めるからな。兵たちも休ませた方がいい」

「だが、アルヘイム軍の夜襲があるやもしれん。お前たちエルフは五感に優れ、夜でも的に矢を当てられると聞く」

「問題ない。ハルト、お前が見張れ。やってきた敵を、牽制しろ」

「分かった。全方位を見張れるように、数を増やしたい。問題ないか？」

「ん？　まぁ、構わんが」

　ハルトが言った『数』がなんのことか、アラグディアは理解できなかった。

「ファイアランス！」

「──っ!?」

「こ、これは！」

　千体の炎の騎士が現れた。その炎の騎士たちが私有軍の陣の周りを囲っている。一体で人族の兵三千を壊滅させられるほどの力を持つ炎の騎士が千体。これにはハルトに命令したアラグディアすら驚いた。

「おっ、おい、本当にこいつは味方なんだろうな！？！？」

「あ、あぁ……問題ない」

　すごく焦った様子の王子の問いかけに、アラグディアも吃どもりながら答える。

「明日の昼まで、敵を寄せ付けるな」

「分かった」

　元大将の命令を聞くと、ハルトは炎の騎士と並んで私有軍の陣に背を向けて立ち、動かなくなった。自らの命令に従うハルトの姿を見て、大将は満足した。この圧倒的な力が自身のものになった。使いようによっては世界の覇権を握れるかもしれない。その後、元大将はまるで自分の軍を歩くように私有軍の中を歩き、用意された寝床に向かった。対照的に王子は、おどおどしながら元大将の後ろをついていくことしかできなかった。
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「……ヤバいな」

　千体もの炎の騎士が出現したのを確認し、茶髪の青年が呟いた。

「あぁ、魔人をたった五体で倒す炎の騎士が千体。あれが攻めてきたら、アルヘイムはなくなるんじゃないか？」

　茶髪の青年と一緒にこの場にいる色黒でガタイのいい青年は、炎の騎士が連携して魔人を倒すのを見たことがあった。

「かつての魔王が従えていた魔人が、確か二十人だろ？　てことは、あそこに魔王軍十個分の戦力があるんだ。アルヘイムどころか、世界の終わりだよ」

「ま、まじか」

　アプリストス第五王子の私有軍が陣を張っている場所から数キロ離れた森に、茶髪の少年ルークと色黒の青年リューシンが、隠れて私有軍の様子を窺っていた。ふたりは、ハルトが洗脳されて連れ去られたというリファの話を聞き、ここまでハルトの魔力を追いかけてきたのだ。そしてハルトが、千体もの炎の騎士を出現させるのを確認した。

「どうする？　ちょっとハルトを殴って正気に戻るかやってみるか？」

「あの炎の騎士、千体の防衛をくぐり抜けてか？　無理だろ。あの騎士が槍を投擲するのを見たことがあるけど、俺はそれを目で追うこともできなかった」

「だよな……。俺はあの騎士が数体で魔人を倒すのを目の当たりにしたけど、隙なんかなかったし、攻防の連携も完璧だった」

「──てことは」

「あぁ」

「「終わりだな」」

　ルークとリューシンは、その場で笑いだした。

「おい、ヤバいな。人って、ここまでピンチになると笑うのか」

「いや、これは笑うしかないだろ。だって、魔王軍十個分の戦力が敵なんだぞ？　有り得ないだろ」

「間違いない」

「てか、ハルト強すぎ。魔王かよ」

「それな」

「もう、ハルトの居ない国に逃げ続けるしかないんじゃないか？」

「でもあいつ、転移使えるぞ？」

「あっ」

「ぷっ」

「「ふははははははは」」

　ふたりは、しばらく笑い続けた。

「ふぅ。とりあえず、この状況を王都に伝えるか」

「あぁ、そうしよう」

　ルークとリューシンは、その場を後にした。

　その様子を、ハルトはずっと見ていた。元大将の命令は敵の牽制。だからハルトはふたりに気付いても、その場を動かなかったのだ。




　──＊＊＊──




「その話、真まことか？　あのハルトが敵になったと」

「……はい」

　ルークとリューシンはアルヘイムの王城まで戻ると、会議室でエルフ王と大臣たちに、自分たちが見てきた状況を説明した。ティナやリファたちは別室で待機している。

「チッ、だから人族など信用できんのだ。簡単に洗脳されよって」

「黙れ！　ハルトに隷属の腕輪を着けたのは、我がエルフ族だ。これ以上、恥を上書きするな!!」

　エルフ王の一声で、大臣たちは静かになった。

「いいか？　リファの話では、シルフ様がハルトに強制帰還させられたそうだ。この意味が分かるか？」

「シルフ様を強制帰還!?」

「ま、まさか──」

「シルフ様がこの国に、敵対なさると!?」

「そうだ。強制帰還させられるということは、逆も可能だろう。つまり、ハルトに強制召喚されたシルフ様が、一切の手加減なしにこの国を攻撃する可能性がある」

　このエルフ王の言葉で、大臣たちに焦りの表情が浮かぶ。だが、問題はそれだけではない。

「シルフ様の件も問題ですが、もうひとつ問題が……ハルトが、かなりの数の炎の騎士を出現させました」

「炎の騎士とは、武闘大会で国軍大将を打ち破ったあの魔法か？」

「かなりの数とはどれくらいだ？　十か？　二十か？」

「馬鹿な！　あの国軍大将があっさり負けた魔法だぞ!?　あんなものが二十も居たら太刀打ちできんわ!!」

「……千です」

「は？　ちょ、ちょっと待て。今、なんといった？」

「俺たちは第五王子の私有軍三千に加え、ハルトが出現させた千体の炎の騎士の姿を確認してきました」

　バタッと音を立てて、国防を担う大臣が倒れた。これから、その圧倒的な戦力の敵と戦わなくてはいけないプレッシャーに耐えきれず、気を失ったようだ。そのほかの大臣たちも、皆分かりやすく動揺している。

「皆、聞け」

　エルフ王が大臣たちに語りかける。

「まずはハルトを、元大将から引き離す。命令されなければ、ハルトはなにもしないはずだ」

「そ、そんなこと可能でしょうか？」

「できなければこの国が滅びる。なんとしてもやるのだ！　そして、それが失敗した時のため、今から全ての非戦闘員を国外に逃がす」

「国民を逃がすのですか？　王都に立てこもった方が安全なのでは？　王都の壁には魔法障壁もありますし、持ちこたえられるはずですが」

「それは無理だ。忘れたのか？　ハルトは武闘大会で闘技台に張られた魔法障壁をいとも容易く破壊した」

　王都の壁に張られた魔法障壁と、闘技台に張られた魔法障壁の強度はほぼ同等だった。つまり王都の魔法障壁は、ハルトの前には意味をなさないのだ。

「サリオン」

「陛下、なんでしょうか」

　エルフ王が呼ぶと、どこからともなく執事サリオンが現れた。

「お前はティナ、そしてここにいるルークたちに協力してもらい、ハルトを元大将から引き離す方法を考えてくれ。我が国軍は囮程度にしか使えないだろう。お前たちだけが頼りだ」

「畏まりました。ルーク様、リューシン様、別室でティナ様たちがお待ちです。そちらに行きましょう」

「あぁ」

「分かりました。では、失礼します」

　サリオンとリューシン、ルークが去った会議室では国民をどこに、どう逃がすかの話し合いが行われた。




　──＊＊＊──




　アプリストス第五王子の私有軍の陣。そこの中心部にある軍上層部の者のために用意されたテントにアラグディアと、眼帯をした女エルフがいた。

「まさかあの人族が、ここまでの力を持っているとは驚いた。だがあれは今や、俺の力だ」

「その通りです。あいつを上手く使えば、貴方が世界を支配するのも難しくはないでしょう」

「あぁ。お前が復讐の提案をしてくれたおかげだ。アプリストスとの交渉を進めてくれたことにも感謝している」

「ふふ。私は貴方の、お力になりたかっただけです」

　そう言って眼帯の女エルフは、アラグディアの首に手を回し、キスをした。

「──っ!?」

　女エルフの突然の行為にアラグディアが驚く。そして、気づいた。

「お、お前はいったい誰だ!?」

　彼女が、アラグディアの知る女エルフではないということを。

「おや、気付いてしまいましたか？　もう少し楽しみたかったのですが」

　女エルフの雰囲気が変わった。そして、右目の眼帯を外す。昔、魔物に襲われた際に失ったはずの右目が、赤く輝いていた。アルヘイムの酒場でアラグディアが見た彼女の目は、酒に酔っていた彼が見間違えたわけではなかった。その目からは、ヒトならざる者の気配を強く感じた。

「あいつを、どこにやった？」

「彼女はここにいるではないですか。この肉体は紛れもなく、彼女のものです」

「ど、どういうことだ!?」

「私はただ彼女の願いを叶えただけですよ。貴方の力になりたい──という健気な願いをね」

　女エルフは昔、アラグディアに命を救われた。その恩に報いるため、必死に努力した。しかし、努力だけでは乗り越えられない身分の壁があった。それでも彼女は、アラグディアへの想いを諦めなかった。その結果、開いてはいけない禁断の扉を開けてしまう。

「私はアモン。彼女の願いを聞き入れし悪魔です」

　女エルフは悪魔を呼び出してしまった。悪魔は魔人より、遥かに強い。邪神の配下に悪魔がいて、その悪魔に数体から数十体の魔人が仕えている。魔人ですらその危険度はＡランクを超えており、三次職がいない国に魔人が現れるとその国が滅びる可能性が非常に高い。そんな魔人が複数いても敵わない存在──それが悪魔だ。

　しかも女エルフが呼び出した悪魔は、ただの悪魔ではなかった。邪神直轄の上位悪魔。その序列第七位のアモンを、呼び出してしまったのだ。

「私を呼び出せなければ、彼女は国軍副司令にまではなれなかったでしょう。一時とはいえ貴方と一緒の時間を過ごせて、彼女は幸せだったはずですよ」

「……あいつは、もう居ないのか？」

　アラグディアは理解した。自分を慕ってくれた女エルフは、俺の側に来るだけの力を得るために、その魂を悪魔に売ってしまったのだと。

「えぇ、時間切れです。契約により今後百年は、私がこの身体を好きにさせていただきます」

　復讐しないかとアラグディアを誘った時には既に、女エルフはアモンに肉体を奪われていた。

「アモンといったな。頼みがある」

「なんでしょうか？」

「俺の身体を使え。そいつはもう休ませてやりたいんだ」

　アラグディアの提案に、アモンは目を丸くする。

「よろしいのですか？　貴方の肉体に私が移動したところで、彼女は生き返りませんよ」

「お前悪魔に魂を売ったんだろ？　既にどうにもならないことくらい分かっている」

　悪魔と契約してその力を借りると、代償を支払わなくてはならない。そして悪魔の力を最も強い形で借りられるのが、己の魂を代償にした時だ。魂を代償に悪魔と契約し、その契約が果たされると魂は悪魔によって冥界へと連れ去られる。冥界に連れ去られた魂は、そこで無限の苦痛を受け続けるのだ。だからせめて、肉体だけは安らかに眠らせたかった。

「本当によろしいのですね」

「あぁ、俺は悪魔アモンと契約する。今の肉体を解放しろ。代償は俺の魂、そしてこの肉体だ」

「その願い、叶えましょう」

　ふっ、と女エルフの身体から力が抜け、崩れ落ちそうになる。それをアラグディアが優しく受け止めた。

「すまない。ゆっくり、休んでくれ」

「さ、では契約通りその魂と身体をいただきましょう。ところで、魂をいただいてしまう前に聞きたいことがあるのですが」

　男とも女とも言えない、中性的な顔立ち。側頭部に二本の角を生やした悪魔アモンが、アラグディアに問いかける。

「なんだ？」

「なぜ彼女でないと分かったのですか？　私のキス、下手でした？」

「俺はこいつに手を出したことはない。こいつを娘のように思っていたからだ」

　女遊びが好きな元大将も、この女エルフだけは本当に大事にしていた。それは部下として。また、娘として。

「おや、それは失礼しました」

「もういい。それより、こいつの身体を丁寧に葬ってくれ」

「畏まりました。では──」

　その言葉を最後に、アラグディアの魂はアモンに奪われた。そして、その肉体にアモンが入る。

「ふむ。この身体、なかなかよく鍛えられている。これなら私が全力を出しても、直ぐ壊れてしまうこともなさそうですね」

　しばらく、身体をチェックした後、アモンは床に横たわる女エルフの骸を抱き上げた。

「さぁ、契約を果たしましょうか」

　テントを出ると、アモンは闇に姿を消した。




　翌朝、アラグディアの身体を乗っ取った悪魔アモンが、私有軍の陣を守るハルトと、炎の騎士の元へと来ていた。

「人間がこれほどまで高度な魔法を使いこなすとは……しかもこれだけの数を、たったひとりで」

　アモンは、ハルトの魔法に感心していた。

「惜しいことをした。素晴らしく強く、崇高な魂であったろうに。だが、隷属の腕輪を使用してしまったからか？　魂はもう使い物にならないな」

　ハルトの魂は隷属の腕輪により傷付けられてしまったようで、アモンはハルトの魂に干渉することができなかった。アモンが陣の外に向いているハルトの前に移動し、その姿を確認する。

「ん？　お前、もしや私に気付いたのか？」

　ハルトの視線はアモンに合わなかったが、なんとなくアラグディアの身体に乗り移っている自分の魔力を、探られている感じがした。

「隷属させられながらも私の存在に気付くか……やはり、元の素体が優秀だったのだな」

　アモンがハルトの身体に直接触れ、その魂への干渉を試みる。

　しかし、ハルトの魂は完全に破壊されているようで、アモンの干渉を受け付けなかった。

「チッ、これでは魂を奪うことすらできん……まぁ、良い。お前には今後、我が戦力として働いてもらう」

　そう言い残し、アモンは陣の中心へと戻っていった。
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　その日の昼過ぎ、アルヘイムの国境を十万のアプリストス国軍が越えて、第五王子の私有軍と合流した。国軍を率いるのはアプリストスに三人いる国軍司令官のうちのひとり、左将軍だ。彼は国王から密命を受けていた。

　第五王子をアルヘイムで殺せ──と。

　本来であれば、左将軍が手を下すまでもなく、王子は国境警備隊に負けて死ぬか、捕縛されているはずだった。しかし王子は、アルヘイム国軍の元大将アラグディアと内通することで、国境警備隊が最も弱体化する時間帯に攻撃を仕掛け、無事アルヘイム国内に侵攻することができてしまったのだ。

　左将軍はその情報を得て、新たに王子を殺す計画を練った。王子を唆して、国軍より先に王子と私有軍をアルヘイムに侵攻させる。私有軍は三千人と寡兵ではあるが、アルヘイムの兵たちを多少疲弊させるのには使えるはずだ。そして、その攻撃で王子が死ねば良し。仮に死ななければ、戦乱に紛れて部下に殺させれば良い。そんなことを考えながら、左将軍は私有軍と合流することにしたのだ。合流する場所はアルヘイム王都が一望できる大草原。




「どういうことだ。殿下の私有軍は、三千人のはずでは？」

　私有軍の姿を見た左将軍が、側近に確認する。

「はい。そのはずですが……」

　側近も言葉に詰まる。左将軍の眼前にはおよそ一万三千の兵が隊列を組み、並んでいた。そのうち三千人は人間だった。これが第五王子の私有軍だ。そして、残りの一万は──

「俺の目がおかしいのか？　あの兵たち、燃えているように見えるのだが」

　轟々と燃え上がる槍を手にし、全身を炎で包んだ騎士たちだった。それは、ハルトが生み出した炎の騎士だ。

「左将軍！　よく来てくれた」

「殿下」

　第五王子が左将軍の元までやってきた。左将軍は膝を付き、形だけの敬意を示す。

「父上から、なにか聞いているか？」

「はい。殿下の私有軍と共闘し、エルフ族を壊滅させよとのお言葉です」

　私有軍との共闘は嘘だ。左将軍の目的は、世界樹を手に入れるためにアルヘイムを滅亡させること、そして第五王子を亡き者にすることであった。

「そうか！　それは心強い」

　なにも知らない王子は、素直に左将軍の言葉を喜ぶ。

「殿下、私有軍の前にいるあの騎士たちはなんなのでしょうか？　魔法、ですか？」

「おぉ、あれか。あれは我が友の下僕の力よ」

　そう言って王子が、アラグディアを呼んだ。

「彼が協力者だ」

「お初にお目にかかります。私はアルヘイムの国軍で、大将をしていました。ですが今はその職を解かれ、あの国への復讐を望む者です」

「……そうか。殿下にご助力いただき、感謝する。それで、あの騎士たちは貴方の魔法なのか？　一万ほどいるように見えるが」

「私の下僕の力です。元は千体程度でしたが先程、奇襲を受けましてね。敵に無駄だとわからせるためにも、少し増員したのです」
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　アプリストス国軍が合流する数刻前、サリオンとティナ、ルーク、リューシンがハルトを奪いに来た。ルークが範囲を絞り、威力を高めた究極魔法で、ハルトの前に居た炎の騎士、数十体を吹き飛ばし道を作った。そこを通り、ティナとリューシンが一気にハルトに詰め寄る。

　リューシンが炎の騎士を牽制しているうちにティナが、ハルトに拘束魔法をかけた。レベル２５０のティナが本気でかけた拘束魔法は、いとも容易くハルトに打ち消された。だが、ティナたちもそれを想定していた。ハルトが拘束魔法を破ることに意識を割かざるをえない、その瞬間──

　気配を消していたサリオンが、ハルトの死角から隷属の腕輪を攻撃したのだ。ハルトを拘束できなくとも、隷属の腕輪を壊せば、ハルトは止まるはずだった。

　サリオンの攻撃は確かに隷属の腕輪に当たったが、それは壊れなかった。アモンの指示で、ハルトが隷属の腕輪に幾重にも魔法防壁を張っていたからだ。作戦が失敗し、焦るサリオンたちの元に炎の騎士が押し寄せる。

　完全に包囲される直前、ルークが二度目の究極魔法を炎の騎士たちへ撃ち込んだ。サリオンたちは包囲が薄くなった部分を突破し、なんとか王都まで逃げ延びた。










「千体居ても防衛を突破されたのだろ？　そんなものを増やしたところで、意味ないではないか」

　左将軍がアラグディアに問いかける。

「突撃してきた者たちが異常だったのですよ。究極魔法を使える者が居ましたし、ティナ＝ハリベルが来たのですから」

「究極魔法!?　い、いや、それよりティナ＝ハリベルと言ったか？　勇者と共に魔王を倒した伝説のエルフ……実在したのか」

「えぇ。そんな者たちの猛攻に耐え、逆に討ち取るまで後一歩のところまで追い込んだのですから、あの炎の騎士が役立たずではないとご理解いただけますか？」

「あ、あぁ。頼もしいことこの上ない」

　言葉とは裏腹に、左将軍は危機感を募らせていた。伝説の英雄すら退ける力。もし、その力が自分たちに向けられたら──と。

「我が友の力に驚いたか？　凄いであろう」

　まるで自分の力であるかのように、王子は自慢する。

「この戦、既に勝ちは決まっている。さっさと攻めようぞ。エルフの女を犯したくてたまらん。俺をコケにした報いを、受けさせてやるのだ！」

「……殿下のお心のままに」

　王子の号令で、炎の騎士一万体、私有軍三千人、国軍十万人が、アルヘイム王都に向け一斉に進軍を開始した。
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「来たっ、来たぞ！」

　王都の防護壁の上からアプリストス軍の動きを監視していた兵たちに動揺が広がる。アプリストス軍が動き始めたのだ。兵たちは皆、絶望的な表情をしていた。

　アルヘイムの最強戦力が敵主力を攻撃し、それが失敗に終わったこと。そして、約十一万もの敵がここに向かっていることを知らされたからだ。防護壁の上にいる兵たちは先刻、その最強戦力と思われる数人が敵軍に突撃するのを確認していた。そして、巨大な雷が敵陣に落ち、多くの敵を吹き飛ばしたのを見た。圧倒的な力。これなら、勝てるかもしれない。多くの兵がそう思った。

　しかし、二発目の雷が落ちた後、倒したはずの敵が復活した。

　その数を、およそ十倍に増やして──

　兵たちは意味が分からず狼狽えていると、上官から我が国の最高戦力による攻撃が失敗に終わったと知らされた。そして、こう告げられた。

　敵の総攻撃が来る。備えよ──と。

　眼前に広がる大草原には敵の魔法だと思われる一万体の燃える騎士、その後ろに三千人の私兵隊、そして十万人の大連隊が隊列を組み、こちらに向かって来ている。昨晩、停戦交渉が行われたが、アプリストス側の返事として、使者の首が届けられた。

　敵は止まる気がない。この国を蹂躙するつもりだ。兵たちの手足は震えていた。しかし、逃げるわけにはいかない。大草原とは反対側の王都の門から、国民が退避しているからだ。少しでも時間を稼ぐ必要があった。敵軍に捕まった女、子供たちが酷い目に遭うのは容易に想像できた。なんとしても我が妻、我が子供らを逃がす時間を稼ぐ。多くの兵が逃げ出したくなる衝動を抑え、自らを奮い立たせて敵の攻撃に備えていた。




　敵軍が大草原の中ほどまで到達した。

　ここである異変が起きる。

　淀みなく歩いていた炎の騎士が、足を止めたのだ。




　──＊＊＊──




　炎の騎士が足を止める少し前、炎の騎士の後ろを、王子とその親衛隊が歩いていた。王子の左右に左将軍とアラグディアが。アラグディアの少し後方を、ハルトが歩いていた。

　炎の騎士の圧倒的な戦力に酔いしれ、王子は気が大きくなっていた。本来であれば私有軍か国軍の後方にいれば良いものを、アルヘイムが炎の騎士に蹂躙される様子を近くで見たいからと最前線まで出てきたのだ。左将軍もそれに付き合わされていた。

「おい、ちゃんと女のエルフは殺さず捕らえるのだぞ。男はどうなってもいい」

　王子がアラグディアに話しかける。

「承知いたしました。抵抗する男は皆殺しにしますが、よろしいですか？」

「構わん」

「……母国に対して容赦ないな」

　非道な王子の命令をあっさり受け入れたアラグディアに、左将軍が少し驚く。

「私としてはあの国が恐怖と絶望に覆われてくれれば、それで良いのですよ。あぁ、ティナ＝ハリベルだけは、私がこの手で殺したいのです。これもお許しいただけますか？」

「あの英雄を？　まぁ、構わんが……なぜだ？」

「個人的──と言いますか。まぁ、親族の仇みたいなものです」

　元大将の身体はアモンが乗っ取っている。今の言葉は、アモンのものだ。ティナはかつて勇者と共に、邪神が育てた魔王を倒した。それに苛立った邪神の心が、配下であるアモンにも影響を及ぼしたのだ。直接ティナになにかをされたわけではないが、アモンは心底ティナを憎んでいた。

「だが、あの者はかなりの手練と聞く。いくらこの騎士が強いとはいえ、捕らえたりするのは厳しいだろう。それとも貴殿は単独でティナに勝てると言うのか？」

　左将軍は、目の前に居る炎の騎士の強さを十分把握していた。しかし、ドラゴンを素手で撲殺した逸話を持つ英雄を相手にしては心もとない。

「恐らく私でも勝てないだろう。だが、私にはこいつがいる」

　そう言ってアモンはハルトを見た。そして彼に、命令する。

「ハルト、ティナ＝ハリベルを捕らえてここに連れてこい。殺すなよ？　奴の息の根を止めるのは私だ」




「嫌だ」




　ハルトが、アモンの命令を拒否した。

「──は？」

　アモンは自分の耳を疑う。隷属の腕輪によって洗脳されているはずのハルトが、主の命令に背けるはずがない。アモンがもう一度命令する。

「命令だ。ティナ＝ハリベルを連れてこい」

「嫌だ、と言っている。くどいぞ」

「──っ!?」

　間違いなくハルトが、命令を拒絶した。

「ど、どうなっている？　なぜ私の命令に逆らえるのだ!?　お前は隷属の腕輪で、完全に洗脳されているはずだ！」

　ハルトの腕を見る。隷属の腕輪はしっかりその腕に着いていた。

「俺は最初から、洗脳なんかされてない」

「な、なに？」

「どういうことだ!?」

「洗脳がされていない……ま、まさかお前は、俺たちの敵、なのか？」

「あぁ、俺はハルト。アルヘイムの第二王女と、英雄ティナの夫で──」

　突然、王子と元大将、左将軍の喉元に炎の槍が突きつけられた。いつの間にか周りを取り囲んでいた炎の騎士たちが、王子たちに槍を向けたのだ。

「お前らの敵だ」

「な、なぜだ！　なぜ隷属の腕輪が効かない!?　いや、貴様は仲間に攻撃していた。洗脳は効いていたはずだ!!」

「俺ってさ、なんか装備品の効果を受けられないんだよね。つまり、伝説の武器を装備しても全然強くなれない。でもそれって逆に言えば、呪いの装備を身に着けても呪われないってことなんだよ。俺は事前にシルフから、コレのことを聞いていた。だから──」

　ハルトが隷属の腕輪に手をかけた。本来であれば着けた主人──この場合はアモンが身体を乗っ取ったアラグディアでなければ外せないはずの腕輪を、ハルトは苦もなく外す。

「洗脳されてるフリをしていたんだ」

「そ、そんな馬鹿な!!」

　ハルトが地面に放り投げた隷属の腕輪を見て、アモンが目を丸くした。

「あと、俺が仲間を攻撃した理由だったか？　それは、俺がお前たちの仲間だと信じ込ませるためだよ。特にお前には、逃げられたくなかったからな」

　ハルトがアモンに歩み寄る。

「な、なぜだ？」

「お前、邪神に連なる者だろ？」

「──っ!?」

　ハルトはアルヘイムに来た時から、邪神の気配を感じ取っていた。そして、アラグディアに声をかけられ握手を求められた時、彼が邪神に関係する何者かと接触したことにも気づいた。もちろん、こうして対面すれば、邪神と似たオーラを纏った何者かが、アラグディアの身体に居ることをハッキリと認識できる。

　実のところ、ハルトは邪神をそこまで恨んでいなかった。この世界での暮らしをなかなか楽しんでいたからだ。だが、殺されたことに関しては、少しでも仕返ししたいと常々考えていた。

「これから俺がお前にするのは、ただの八つ当たりだから」

「なっ──ぶふぁ!?」

　魔力で強化した拳で、ハルトがアモンを殴りつけた。ハルトは呪いでステータスが〘固定〙されているのでレベルが上がらず、攻撃力も10から上がることはない。そんな彼には魔法ではなく、自らの肉体を使って敵を攻撃したいと思う相手がいた。ハルトを殺して、この世界に転生させた邪神だ。ハルトは邪神を、自身の拳で殴りたかった。しかしレベル１のステータスでは、全力で殴ったところで大したダメージを与えられない。

　そこでハルトは、とある戦闘方法を編み出した。高密度に圧縮した魔力を身体に纏い、その魔力を操作することで攻撃の威力を高めるという方法だ。ハルトは元の世界で、パワードスーツを着て悪と戦うヒーローの映画を見ていた。彼はそれを、魔力で再現したのだ。

　アラグディアの肉体は素晴らしく鍛えられていた。さらに上位悪魔であるアモンがその身体を乗っ取ったことで、並大抵の攻撃は効果がない。

　──にもかかわらず、アモンは盛大に吹っ飛ばされた。その吹っ飛んだ先にいた数体の炎の騎士がアモンを受け止める。そして、炎の騎士たちは既に意識が途絶えているアモンを、ハルトに向かって投げ返した。

　高速で飛んでくるアモンの顔面に向かって、ハルトが最初にアモンを殴った時の数倍の魔力を込めた拳を──

　全力で叩き込んだ。

　ヒトがなにかを殴ったとは思えない轟音が周囲に響き渡り、アモンは遠くの山まで吹き飛んでいった。

「ふぅ。ちょっとスッキリしたかな」

　あまりの出来事に王子や左将軍、周りの兵たちは驚き、固まっていた。それとは対照的に、ハルトは清々しい顔をしていた。




　──＊＊＊──




　俺は炎の騎士に囲まれ、身動きできなくなっている王子と左将軍の元までやってきた。親衛隊が王子を助けようと動いたみたいだが、全員、炎の騎士によって取り押さえられていた。

「お、お前は人族であろう？　なぜ同族の我らに剣を向けるのだ!?」

　王子が顔を引き攣らせながら問いかけてきた。お前らに突きつけてるのは、剣じゃなくて槍だけどな。

「さっきも言ったろ？　俺はアルヘイム第二王女リファと、英雄ティナの夫だと。妻の祖国を守って、なにが悪い？」

　それに俺の母国グレンデールはアプリストスとは同盟関係にない。他種属間だけでなく、人族同士の争いも絶えないこの世界において、俺が非同盟国と戦ったところで問題はなかった。

「さて、これで俺の目的はひとつ達成されたわけだけど、お前らはどうする？」

「ど、どうする、と言うと？」

「俺が敵だって分かっても、まだアルヘイムに攻め入る気はあるか？　──ってこと」

「……もし、あると言ったら」

「答えなくても分かるだろ？」

　炎の騎士が槍を王子と左将軍に近づける。

「──ぐっ」

「ひ、ひぃ」

　左将軍は身を強ばらせ、王子は情けない声を上げた。

「でも俺は、あんまり殺しが好きじゃない」

　そう言って、炎の騎士を引かせた。平和な国、日本に住んでいた俺は殺しとは無縁だった。だから自分と同じ姿かたちをした者を殺すのには少し抵抗があった。だが、絶対に殺しをしないというわけではない。ティナや家族、仲間たちを守るためであれば躊躇しない。

　そうしなければ生き残れない。ここは、そういう世界だ。

「み、見逃してくれるのか？」

「お前らを逃がしたら今後、この国に攻め込まないと誓えるか？」

　逃げる敵を殺すのは気が引ける。アプリストス軍が引き返すのなら、俺はひとりも殺さないつもりだった。

「誓う！　誓うぞ！　私はこの国に手を出さない。だから逃がしてくれ！」

　王子が土下座を始めた。

「私も、この国には手を出さないと約束しましょう」

　左将軍もそう言うが──

「でも、お前らが来なくても、ほかの奴らが来るかもしれないよな」

「えっ？」

　一万の炎の騎士を魔力に戻した。膨大な魔力が大草原に漂う。そして俺はその魔力を、予め準備しておいたモノに送り込んだ。

　大地が揺れる。大草原を覆い尽くすほどの巨大な魔法陣が現れた。

「ひ、ひぃぃ」

「なんだ!?」

「おっ、おい！　隊列を乱すな!!」

「む、無理です隊長」

「魔法陣だ！　攻撃が来るぞ！」

「こんな巨大な魔法陣、見たことがない」

「終わりだ……こんなの、どこにも逃げられない」

　三千の私有軍と十万の国軍から悲鳴や、諦めの声が上がる。

「お前は、この国に攻め込むのが得策ではないという認識を広めるための人柱になってもらう」

「み、見逃してくれるのではないのか!?　この私が、土下座までしたのだぞ！」

「お前の安い土下座なんか価値ないよ。俺の友であるエルフ族を滅亡させようとしてたんだ。その報いは、受けるべきだろ？」

　俺の言葉を聞き、王子の顔から血の気が引いた。

　突然、左将軍が剣を抜き、俺に斬りかかってきた。俺を殺せば魔法の発動を止められると思ったのだろう。

「死ねぇ！」

　左将軍の剣が高速で俺に迫る──しかしその剣は、俺に届かなかった。

「僕、初めて強制帰還させられて、すごくムカついてるんだけど」

　シルフが、左将軍の剣を受け止めたのだ。

「せ、精霊王シルフ!?」

　左将軍が突如現れたシルフを見て驚愕する。無理もない。シルフは俺が強制帰還させたと、元大将から聞いていたのだから。アルヘイムの守り神たるシルフがいなくなったと聞いたからこそ、国軍も安心してここまで進軍してきたのだ。

「ゴメンな。全部そいつらのせいなんだ」

「ふーん」

　シルフから殺気が溢れ出る。至近距離にいる王子、左将軍はもちろん大草原に居る全ての兵が、シルフの殺気で恐慌状態になった。

「君らが攻めてきたせいで、僕が強制帰還させられたんだけど……そのこと、どう思う？」

　左将軍は最も近距離でシルフの殺気を受けたため、白目を剥いてガクガクと身体を震わせることしかできなくなっていた。

「シルフ、その辺にしといてやれ」

　ふっ、とシルフの殺気が鎮まった。左将軍はその場に崩れ落ちた。王子はズボンの股間部分が濡れている。親衛隊の多くは気絶していた。

「ハルトがそう言うなら良いけど……この魔法陣は、なにに使うの？　こいつらを殺すために準備したんじゃないの？」

　シルフは幼い顔して、言うことがえげつない。

「まぁちょっと見てて。用意ができたから」

　俺は魔法陣を起動した。魔法陣が輝き出す。そして、その中央から周囲に向かって黒く塗りつぶされていった。その黒くなった魔法陣に触れた兵たちが、どんどん消えていく。

「き、消えた!?」

「おい！　逃げろ！」

「う、うわぁぁぁ！」

「来るな、来るなぁ──」

　王子も、左将軍も、私有軍も、十万人の国軍すらも魔法陣に飲み込まれた。

　俺と、シルフも。




　──＊＊＊──




「こ、ここは？」

「俺たち、死んでないのか？」

「確か魔法に飲み込まれたよな？」

「あ、あれ!!」

「……まさか、ウソだろ」

　兵たちが見たもの──それは、アプリストス王都だった。

　ここはアプリストス国軍がアルヘイムに向けて進軍を開始する際に、全軍を集結させた平地だった。俺は炎の騎士を魔力に戻して、その大量の魔力でアプリストス国軍と王子の私有軍、合わせて十万三千人を転移させたのだ。

　アプリストスが攻めて来ると聞き、大臣たちに作戦を伝えるまでの間に、ここまでティナの飛行魔法でやってきて、転移のマーキングをした。

　ティナは俺が、転移で敵を国に送り返す計画を知っていた。ティナだけじゃない。エルフ王と、リファやルークらクラスの仲間たち、それからサリオンもこの作戦を知っていた。つまり、俺が連れ去られた時から今までずっと、みんなが演技してくれていたんだ。ただ、リューシンだけには本当の作戦を伝えなかった。彼はそういう演技が、下手だから。

　実は俺たちは、アラグディアが隷属の腕輪を盗んだことにも気が付いていた。そしてそれを使うなら、武闘大会で彼に恥をかかせた俺以外にないと確信していた。念のため、アラグディアが接触しそうなティナやリファ、一部の王族には一時的にシルフの加護をつけてもらって、隷属の腕輪への耐性を持たせてあった。そしてあいつは予想通り、俺に隷属の腕輪をはめてきたんだ。

　さらにアラグディアが元国軍副指令の女エルフを使って、アプリストス軍と内通していたことに、サリオンが気付いていた。その情報をもらっていたから、俺を洗脳できたと思い込んだアラグディアがとる行動は、そのまま俺にアルヘイムを攻撃させるか、一旦アプリストス軍と合流するかのどちらかだろうと予測できた。

　隷属の腕輪をつけられた直後に、アルヘイムを攻撃しろと命令されたら俺は、その場でアラグディアを攻撃するつもりだった。だがあいつは、アプリストス軍との合流を選んだ。俺たちとしては、その方が都合よかった。アプリストスの兵士たちに炎の騎士を見せて、俺の力がヤバいと印象付けられるからだ。ついでにその炎の騎士たちを構成している魔力を再利用して、十万人のアプリストス軍を自国に送り返すこともできる。

　十万人を転移させるのには炎の騎士一万体の魔力が必要だったんだけど、いきなりそれだけの炎の騎士を作るのはさすがに疑惑を持たれると思ったのでティナたちに一度、俺を取り返しに来てもらうことにした。そして俺の予想通り、ティナたちが再び攻撃してくることを恐れたアラグディアは俺に、炎の騎士を増やせと命じてきた。つまり──

　俺が隷属の腕輪を着けられて、アラグディアにつれていかれるのも。

　ティナたちが俺を取り返しに来るが、それに失敗したのも。

　全部、俺の作戦だった。

　ティナやサリオンたちが俺を奪い返しに来た時、ルークの究極魔法が俺のすぐ側まで届いていて少し焦ったけど……。おおむね俺の計画通りに事が進んだ。

　これが俺の本当の計画、作戦Ｃだ。

　俺はシルフの風に乗り、兵たちの頭上へ飛ぶ。アプリストス軍の全体を一望できる。兵たちが俺を見ていた。

「聞け！　アプリストスの兵たちよ。俺はハルト。お前らが攻めようとしていたエルフたちの王国、アルヘイムの賢者だ」

　風魔法の応用で、全ての兵に声が通るようにしていた。兵たちに動揺が広がる。

「お前らが何度攻めてきても、今回の様に送り返してやる！　いつでも来るがいい!!」

　この世界の戦争はどう戦うかの作戦がもちろん重要だが、それ以上に兵をどう移動させるかも重要になっていた。特に大量輸送の方法がないこの世界において、万単位の兵を進軍させるのには膨大な労力が必要だ。アプリストスからアルヘイムまで徒歩の進軍でおよそ二十日。その間、歩き続けた兵の疲労も、浪費した食料も、その全てが無駄になったのだ。

　アプリストスの兵たちはふりだしに戻された。いや、消費した食料は戻らないのでむしろマイナス。そして俺には、何度でもふりだしに戻してやることができる力がある。

「だけど忘れるなよ。今回は転移させたが、俺がその気になればお前ら全員、異界に放り出して殺すこともできるってことをな」

　そう言い残し、俺はシルフと共にアルヘイムへと転移した。










「ハルト様！」

　アルヘイムの王城に転移すると、そこにティナが待ち構えていて、俺に抱きついてきた。相変わらず大きく柔らかいものが俺に押し付けられる。うん、幸せ。

「ティナ、ただいま」

「おかえりなさい」

「ハルトさん、おかえりなさい。ご無事でなによりです」

　リファも抱きついてきた。

「リファ、ただいま」

　ふたりの妻に抱きつかれて、帰ってきたのだと実感する。

「主殿、おかえりなさいなのじゃ」

「「おかえりなさい。ハルト様」」

「ただいま！」

　ヨウコとマイ、メイも俺に寄ってくる。彼女らは俺と契約していることがバレると、元大将に呼び出せと命令される可能性があったので、今回は国民の避難を手伝ってもらっていた。

「ハルトおかえり」

「あぁ、ただいま──って、おいルーク！　お前の究極魔法、俺のすぐ側に落ちたぞ!?」

「あれ、そうだった？　あははは、ゴメン。でもハルトならもし当たっても耐えられるだろ」

　いや、当てないって打ち合わせしたよな!?　だから防御魔法使ってなかったんだけど。もし当たってたら俺、消し炭になってたんだけど!?

　そんな感じで仲間たちと会話していると、エルフ王がやってきた。

「ハルト、良くやってくれた。心より感謝する」

　エルフ王に頭を下げられる。

「いえ、俺は妻の祖国を守っただけですよ。陛下、頭を上げてください」

「お義父さんと呼んでくれんか？　お前とリファの結婚は我が国で正式に認められた。つまり私は、ハルトの義父になるのだからな」

「！！！」

「お、お父様……」

　リファが恥ずかしそうに顔を赤くする。

「で、では今後、公式の場以外では、お義父さんと呼ばせていただきます」

「うむ、いい響きだ。早くハルトの両親に挨拶してくるのだ。なんだったら私が、書状を書こうか？」

「いえ、それには及びません。俺は三男ですし、両親も結婚には反対しないかと」

「そうか！　それはいい。この国を救った英雄として我が息子を祭り上げるのが、今から楽しみだ」

　祭り上げるって……。まぁ、多くの国民から愛されてるリファを娶るのだから、救国の英雄くらいにはならないといけないかな？

　俺はアルヘイムの国民にリファとの結婚を祝福してもらうためにも、エルフ王の提案に乗ることにした。

　演説とかしないといけないのかな？　大勢の前で話すのとか緊張するんだけど……ん？　アプリストス国軍に話しかけた時？　あれはテンションが上がってたから、なんとかなったんだ。




　そんな感じで明日、俺を救国の英雄として祭り上げ、ティナ、リファと結婚すると国民に発表することになったとエルフ王に伝えられた。

　明日!?　急過ぎない？

　明日になったのは、王都から退避していた国民が戻ってくるのが明日になるからとのこと。戦争に勝利し、国を防衛できたのだから本当であれば今日、国を上げて英雄を称えるべきだとの声が大臣たちから上がったらしい。だが、称えてくれる国民が少ないのも寂しいだろうと、エルフ王が明日にさせたのだ。




　──＊＊＊──




　俺は転移でティナとリファを連れ、俺の実家にやってきた。

「ただいま。父上いる？」

「ハルト様、おかえりなさいませ。伯爵様は書斎にいらっしゃるはずです」

　庭の掃除をしていたメイドに声をかけ、父の居場所を聞いた。

「ティナさんも、おかえりなさい。あの……こちらの方は？」

「あぁ、俺の妻になる人だ」

「初めまして、リファ＝アルヘイムと言います」

「えっ!?　ハ、ハルト様がご結婚？」

「私も、ハルト様と結婚します」

「……は、はい？」

　メイドは箒を持ったまま固まった。

　そのメイドを放置して、俺たちは父の書斎へと向かう。




「父上、ハルトです」

「おぉ、帰ったのか。入ってこい」

　父の書斎に入る。

「ん、ティナも一緒か？　それにそちらのお嬢さんは？」

　父がティナとリファに気づいた。

「初めまして、アルヘイム王国第二王女、リファ＝アルヘイムと申します」

「アルヘイム……エルフの国か。そこの王女様がなぜ、私の息子と一緒にここへ来られたのですかな？」

　俺がリファとティナを見ると、ふたりは小さく頷いてくれた。

「父上。俺、このふたりと結婚するよ」

「は？」

　父が固まった。

「いやいやいやいや、少し待て。百歩譲ってティナは分かる。将来、ハルトを夫にしたいと昔から言っておったからな」

　ティナは俺が生まれた時、昔一緒に旅をした勇者の生まれ変わりだと思い込んでいたので、世界を救った英雄の身でありながら、俺の専属メイドにしてほしいと父に頼み込んだらしい。英雄であるティナの頼みを無碍にできず、父はそれを受け入れた。

「それより問題はリファ殿下の件だ。エルフの王女と、それもこんな美少女と結婚するなど羨まし──ひぎぃ!?」

「貴方、なにを言っているのですか？」

「母上！」

　いつの間にか部屋に来ていた母が、父の耳を引っ張っていた。

「ハルト、ティナとそちらのリファさんと結婚するのですってね。メイドから聞きました。おめでとう、私は祝福するわ」

　母は俺たちの結婚を認めてくれた。

「母上、ありがとうございます」

「えぇ。息子にこんな可愛らしいお嫁さんができるなんて、私は幸せよ。ふたりとも、ハルトのことよろしくお願いしますね」

「は、はい！」

「奥様、ありがとうございます」

「ティナ、ハルトと結婚するなら今後は私のことをお義母様と、呼んでくださらない？」

「はい……お、お義母様」

　ティナが顔を赤くしながら母上を呼ぶ。

「うん、いい響きね」

　母上はご満悦のようだ。

「あの、私もそうお呼びしても？」

「もちろん！　リファさん、これからはここを貴女の家と思って、いつでも遊びに来ていいのよ」

「ありがとうございます。お義母様」

「で、では、私のことはお義父さんと──ひぃ」

　母上が父上を鬼の形相で睨んでいた。少し可哀想だが、俺の妻にデレデレする父上が悪いのだ。




　そんなこんなで、俺の結婚報告は無事（？）に終わった。両親とも結婚を認めてくれた。アルヘイムでの出来事を簡単に伝え、直ぐに帰らなければならないことを話す。

　父は伯爵で、母もそれなりに仕事があるので明日アルヘイムで行われる結婚披露宴には参加できない。後日、改めてグレンデールの伯爵領にて、人族式の結婚式と披露宴をすることになった。
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　アプリストスがアルヘイムに侵攻し、ハルトによって追い返された日の夜。

「くそ！　なぜだ!?」

　アルヘイムの王都が見渡せる大草原の側にある山で、一柱の悪魔がなにかを殴りつけていた。その悪魔の側にはボロくずのようになったアルヘイム国軍の元大将の肉体が転がっていた。

　なにかを殴っている悪魔は、元大将と契約したアモンであった。元大将はアモンと契約した際に、魂を抜かれており、その肉体にアモンが入っていた。だが、元大将の身体が使い物にならなくなり、こうして悪魔の身体で、己を閉じ込めるなにかを殴っている。

「なぜ出られない!?　どうなっているのだ、この結界は！」

　アモンを閉じ込めるのは半径三メートルほどの球状の結界。これが、悪魔であるアモンの力を以ってしても破壊できなかったのだ。アモンがいくら攻撃しても結界はビクともしなかった。

「くそがっ！」

　こんなはずではなかった。本来なら今頃、アルヘイムを陥落させ、エルフどもを絶望と恐怖のどん底にたたき落とすことができていたはずだった。そして、得られる膨大な負のエネルギーはアモンの主である邪神の糧となるはずだった。

　それを、たったひとりの人族に阻止された。

「あの人族、ハルトとか言ったな。覚えておけよ……ここから出たら、真っ先に殺してやる」

　そんなことを呟くアモンに、近づく人影があった。




「ふーん、俺を殺すのか」

「──なっ!?」

　ハルトがアモンの様子を見に来たのだ。

「でもそのためには、まずはそこから出ないとな。出られるなら出て、俺を殺しに来いよ」

「貴様ぁ！　やはりこの結界は貴様の──」

「そうだよ。悪魔があのくらいで死ぬとは思ってなかったからな。殴った時に、なにかにぶつかったら展開される結界をお前に付けといた」

　アモンがハルトに殴られ、この山に叩きつけられた時、結界が展開した。それは悪魔であるアモンを逃さないために、ハルトが様々な阻害魔法を織り交ぜて作り上げた結界だった。この結界の内部では魔力を練ることすらできず、アモンは素手で結界の破壊を試みるしかなかったのだ。

「人型のなにかを殺すのは好きじゃないけど……お前を逃がすと、どこかの国が不幸になるかもしれない」

　そう言ってハルトは、空に手を翳す。

「なっ、なんだその魔力は!?　ま、まて、待ってくれ！　なんでもする！　もう二度とこの世界に干渉しない。だから……だから、許してくれぇ!!」

　アモンは悪魔である己より、今のハルトの方が悪魔に思えた。それほどまでに膨大な魔力が自身に向けられていたからだ。

　生まれて初めて、心から懇願した。だが──

　ハルトの手は無慈悲に振り下ろされた。

「ホーリーランス！」

　本来のそれとはかけ離れた超巨大な輝く槍が、結界ごとアモンを貫く。

「く、そ──」

　アモンは聖属性魔法によって完全に浄化された。元大将の肉体も同時に消滅した。

「とりあえず悪魔を倒せたな。アモンは確か……序列七位の悪魔だったはず。俺の結界も、悪魔に効果あることを確認できた」

　ハルトはひとり、状況を整理する。彼の最終目標は、自分を殺した邪神を一発殴ること。そのために、アモンはハルトの実力を確認する実験台にされたのだ。現状に慢心することなく、ハルトは今後も対邪神のための力を磨くことを改めて決意した。

　そしてハルトは、自分の帰りを待つふたりの妻の元へと転移していった。




　──＊＊＊──




　アプリストスとの戦争に勝利したこと。

　俺がその立役者になったこと。

　英雄ティナが帰還したこと。

　そして俺が、そのティナと結婚すること。

　さらに王女リファとも結婚することが、アルヘイムの国民に知らされた。王城の周りに集まった国民からは歓声や祝福の声が聞こえる。その声を聞きながら、俺は──

「ハルト、こっちだよ！」

「お、おい、シルフ。ティナたちはまだ、準備中だろ!?」

　シルフに手を引かれ、王城の廊下を小走りで移動していた。

「準備はもう、終わったんじゃないかな？　ふたりともすっごく綺麗だから、早くハルトに見てほしいの!!」

　俺がリファとも結婚することになり、そのお披露目をすることになった。ティナはアルヘイムの国民にはまだ姿を見せていなかったので、彼女も改めてウエディングドレスを着ることになったのだ。

　もう一回、ティナのウエディングドレス姿が見られるのか……すごく楽しみだ。

　一回目の時はドレス姿の彼女が綺麗すぎて見惚れてしまい、声をかけられなかった。今回はちゃんと褒めてあげたい。そのためにも、お披露目の前に彼女たちの姿を見に行くのはありだと思う。しかし──

「あのな、シルフ。俺、まだなんにも準備できてないんだけど……」

　俺はまだ、魔法学園の学生服のままだった。

「それは大丈夫！　ハルトの用意はサリオンがしてくれるから、すぐに終わるよ」

　あー、そう。今回もサリオンが手伝ってくれるんだ……なら、いいのかな。

　超人執事のサリオンの手にかかれば、俺の準備はすぐに終わってしまう。ティナとの結婚祝賀会の時も彼は、わずか五分程度で俺の着替えとヘアセットなどを完了させた。

「さ、着いたよ。ハルト、中に入って！」

ティナたちの控室についた。シルフに背中を押され、その部屋に入る。

「あっ、ハルトさん！」

「ハ、ハルト様」

　ウエディングドレス姿のティナとリファがいた。

「……綺麗だ」

　ちゃんと感想を言ってあげようとしていたのに、それ以上の言葉が出てこなかった。ティナもリファも、それぞれのドレスがとてもよく似合っている。ティナは一回目の時と同じ純白のドレスだけど、デザインが少し変わっていた。プリンセスラインってタイプらしい。

　リファが着ているのは、オフショルダーのドレス。風魔法をイメージしたような、ほんのり緑がかった色をしていた。

「ハルトさん、まだ制服じゃないですか……我慢できなくなって、見に来ちゃったんですか？」

「うん……そうだよ。少しでも早く、ふたりを見たかった」

　シルフによって半ば強引につれてこられたんだけど、今はそんなこと、どうでもよく思える。窓から差し込む光に照らされたドレス姿のティナとリファが、天使に見えたから。

　俺は、この天使のようなふたりと……結婚するんだ。




　──＊＊＊──




　ティナとリファにはさまれて王城のバルコニーに立ち、集まってくれたアルヘイムの国民に挨拶をした。ティナはエルフ族の英雄で、リファはこの国の王女だ。そんなふたりと結婚することになったので、貴族に反対されたように国民の中からも、反対の声が上がるかもしれないと思っていた。

　しかしティナたちが、俺のことを大好きだから結婚するのだと国民に話してくれたおかげで、反対の声は聞こえなかった。ふたりの言葉を聞いていて、ちょっと恥ずかしくなった。ティナとリファも、顔を赤くしていた。

　次に俺が話す番だったのだけれど──

　緊張しすぎて、なにを言ったのか全く覚えていない。ティナたちは良い演説だったと褒めてくれた。そんなこんなで、俺たちの結婚お披露目は無事に終了した。




　いや、少し問題が起きた。シルフがお祝いだと言って、大量の世界樹の葉を王都に降らせたのだ。アルヘイムにいる全ての国民の分だと言う。ついでに俺と契約していることもぶっちゃけた。それでアルヘイムは、大騒ぎになった。

　でも、そのおかげで助かった人たちもいる。アプリストスに奇襲を受けた国境警備隊のエルフたちを救うことができたのだ。リュカのおかげで死人は居なかったが、後遺症が残るような大怪我をした人が多かった。ルナのサポートがあっても、リュカだけでは大怪我した全ての人を治癒することはできなかったのだ。

　そんな国境警備隊の大怪我したエルフたちのもとに、世界樹の葉から作られたエリクサーが届けられた。そのおかげで、先の戦争で傷ついた兵たちが全回復した。なぜか国境警備隊のエルフたちからすごく感謝された。

　いや、貴方たちを救ったエリクサーの材料をくれたのはシルフですよ？

　それでも、俺がこのタイミングで結婚して、シルフが祝福に世界樹の葉をくれて助かったのだから俺のおかげだと、色んな贈り物を貰ってしまった。なんかすっごく綺麗な絨毯や、宝石のはまった短剣など。

　色んなエルフ族の宝物が、俺たちが滞在している部屋にどんどん運び込まれてきた。

　あの……部屋に入れないんですけど？

　お宝が多すぎて部屋から溢れ出ていた。それなのに王城仕えのメイドたちが、まだまだお宝を運んでくる。ついには隣の部屋にまで置き始めた。

「…………これ、多過ぎない？」

「私たちエルフは寿命が長いので、あまり子供を作りません。その分、仲間意識が非常に強い種族です。ハルトさんのおかげで多くの国民が救われたのですから、これくらいは当然です」

　リファが説明してくれた。

「そういえば、お父様からハルトさんを呼んでくるようにと言われていました」

「分かった。今から行くよ」

　俺はリファと、エルフ王の執務室へ向かった。




　執務室に入るとエルフ王と大臣たち、それからシルフが俺を待っていた。

「ハルト。此度のアプリストスとの戦争では、お前の活躍のおかげで、我が国は大きな被害を受けずに済んだ。心から感謝している」

　エルフ王が直々に、お礼を言ってくれた。

　俺としては、妻の祖国を守りたかっただけなんだ。王様にお礼を言われるのって、なんだか照れてしまう。

「ハルトの活躍は、この国全ての民が知ることとなった。お前は晴れて、この国の真の英雄となったのだ」

　そう言って、エルフ王がシルフを見る。それはシルフに、なにかの許可を求めている様子だった。

　シルフが無言で頷く。

　それを確認したエルフ王が兵士を呼ぶと、五人の兵士が俺の身の丈ほどもある巨大な剣を運んできた。

「我が国アルヘイムは、英雄ハルトにこれを授ける」

　兵士たちから剣を受け取ったエルフ王が、それを俺に渡してくれる。見た目はでかいが、持ってみると羽根のように軽かった。

「我が国に伝わる宝剣だ。名を『覇国』という」

　えっ!?　それって、国宝じゃん！

「そ、そのようなものを受け取れません！」

「ねぇ、ハルト。それを片手で持てる？」

　シルフが俺に聞いてきた。

　片手で？　持てるに決まっている。羽根のように軽いのだから。

　俺は覇国を右手で持ち、構えた。

「おぉ！」

「な、なんと。覇国を片手で……」

　その場に同席していた大臣たちから、驚きの声が上がる。

「ハルトすごーい！　でも僕ね、ハルトなら絶対できるって思ってたよ!!」

「う、うそ……覇国に認められたということは、ハルトさんは真の──」

　シルフが手を叩きながら喜んでいる。リファは唖然としながら、俺を眺めていた。
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　えっ？　な、なに、どういうこと!?

「ハルトよ。その剣は真の勇者にしか扱えんのだ。私も先程お前に渡すまで、かなり頑張って持っていた」

「陛下、覇国をひとりで持ち上げられる貴方も十分、英雄の枠に入るかと存じます」

　大臣たちによると、この覇国を移動させる時はさっきここまで持ってきてくれたように、兵士五人以上でやるのだとか。

　あれって覇国を丁寧に扱うために、わざわざ五人で運んでるのかと思ったけど……どうやら違うらしい。五人がかりじゃないと、運べないくらい重いんだ。

　そんな剣を、ひとりで俺に手渡してくれたエルフ王の凄さを改めて感じる。

「とにかく、お前は覇国に選ばれたのだ。今後はその剣がお前の力となるだろう」

　本当にこの剣、貰っちゃっていいらしい。俺のステータスは邪神の呪いのせいで固定されているので、この剣にどんな攻撃力があっても意味がない。

　でも、これだけ大きい剣が羽根のように軽いのだから、攻撃手段は増えそうだ。

　──ん？

　なんだか覇国を持つ手から魔力を吸われている気がする。

　あ、もしかして！

「陛下、少しよろしいですか？」

　そう言って俺は、執務室からバルコニーに出た。

　なんとなくできそうな気がする。剣と魔法を極めた達人のみに許された奥義が。

　俺は覇国を上段で構え──

　遠くに見える山を目掛けて振り下ろした。

　覇国から斬撃が飛んだ。

　その斬撃は地を裂き、川を裂き──

　山を真っ二つに斬り裂いた。

「──っ!?」

「こ、これは！」

「あぁ、間違いない。かつての勇者が魔王を倒した技だ」

「しかし、勇者の伝承より威力が強過ぎないか？　勇者でも数十メートル先の敵を薙ぎ払うのに使っていた程度のはずだが……」

「「「…………」」」

「ま、まぁ、その剣は英雄ハルトにこそ相応しいということが分かったな。大事にしてくれ」

「かしこまりました」

　こうして俺は、今後相棒として大活躍してくれる宝剣、覇国を手に入れた。
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　一ヶ月に渡る園外授業が終わった。

　アルヘイムで過ごした一ヶ月、いろいろあったなと振り返る。

　まず、風の精霊王シルフと契約して、超レアアイテムの世界樹の葉を大量に貰った。

　武闘大会で優勝した。

　昔ティナの家族に仕えていたサリオンが強かった。

　ティナの過去を教えてもらった。

　世界樹のダンジョンを攻略（？）した。

　クラスの仲間の多くが飛べることが分かった。

　アプリストスとの戦争に勝った。

　悪魔アモンを倒した。

　アルヘイムの国宝、覇国を貰った。

　そしてティナ、リファと結婚した。




　うん。かなり濃密な一ヶ月だった。ちなみに覇国だが、デカすぎて持ち運びが大変だったので、マイとメイの父──光るオッサンに頼んで精霊界で預かってもらっている。

　覇国が保管されている精霊界の座標にオッサンが転移のマーキングをしてくれたので、俺はどんな場所にいても覇国を取り出せるようになった。




　俺たちは魔法学園の自分たちの屋敷に戻ってきた。ティナは学園に、無事帰還したこと、外出先で俺たちがどんな生活をしていたかなどの報告に向かった。シルフと契約した件は伏せておくと言っていたが。戦争に参加して勝利したと言って、果たして信じてもらえるだろうか？

　ヨウコとマイ、メイは自室で寛いでいる。リファにお茶をいれてもらって、のんびりしていると、屋敷に誰かが訪ねてきた。

「ハルト、久しぶり！」

「姉上」

　玄関を開けると、俺の姉であるシャルルが立っていた。相変わらず、俺の実の姉であることが信じられないくらい美人だ。ティナやリファと比べると、胸はやや控えめな感じだが。

「我が弟よ、どこを見ている？　なにか言いたいことがあるのか？」

　おっと、さすが姉上。視線で俺の言いたいことを読まれてしまった。

「いえ、なんでもありません。ところで今日はどうされたのですか？」

　無理やり話題を変える。

「お前、結婚したらしいじゃないか」

「あ、もうお聞きになられたのですね」

　恐らく、母が伝えたのだろう。

「ハルト、私は悲しい。お前は私と結婚してくれるものとばかり」

　そう言ってシャルルが抱きついてきた。ティナと比べるとやはり、少し物足りない。

「おい。今、失礼なこと考えてるだろ？」

「…………」

　シャルルは俺の考えを読めるのだろうか？

「姉上、俺たちは家族です。結婚できるわけないでしょう」

　とりあえず話を逸らす。

「愛があればそんなもの乗り越えられる！」

　えぇー。この人、こんな感じだっけ？

　割と昔から俺にベッタリだなーとは思っていたが……ここまでだったのか。

「あの、ハルトさん。なにかあったのですか？」

　なかなか戻ってこない俺を心配して、リファが様子を見に来た。

「ハ、ハルト！　この美少女エルフは、いったい誰だ!?」

　シャルルがリファを見て、なぜか顔を赤くしている。

「紹介しますね。エルフの王国であるアルヘイム、そこの第二王女でこのたび、俺と結婚したリファです」

「初めまして。リファと言います」

「……か」

「か？」

「可愛いー！！！」
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　そう言ってシャルルがリファに抱きついた。リファは突然のことで戸惑っている。

「可愛い、可愛いよぉ……可愛すぎる。お嬢さん、私と結婚しない？　これでも私、結構稼いでるよ」

　心変わり早くね？　そんなことより。

「姉上、リファは俺の妻です。あと、苦しそうなので離してください」

「むぅ、この子、私にくれないか？」

「ダメです！」

　あげられるわけないだろ！

　シャルルをリファから、強引に引き離す。

「あの……ハルトさん、こちらの方は？」

「俺の姉、シャルルだよ」

「まぁ！　お義姉ねえ様でしたか。この度、ハルトさんと結婚させていただきました。今後、よろしくお願いします」

　リファが丁寧にお辞儀する。

「お、おねえさま……はっ！　つ、つまり、リファちゃんは私の義妹いもうと!!」

「そうなりますね」

「ハルト、良くやった！」

　なにが？

　──と、思っていたら、シャルルがリファを再び抱きしめた。

「私にこんな可愛い妹ができるなんて……私は、幸せだぁぁぁ!!」

　シャルルはご満悦だ。リファはまだ戸惑っている感じ。俺としてはリファが、義姉となるシャルルに好かれたのは少し嬉しい。家族になるのだから。これから仲良くしてもらいたい。

「姉上、そろそろリファを離してください。せっかく来られたのですから持て成しますよ。こちらへ」

　リファから離れようとしないシャルルを、半ば無理やり引き剥がし、応接間へと連れていった。




　──＊＊＊──




「リファちゃん可愛いな。私に妹ができた。ふふふ」

　シャルルがずっとニヤニヤしててちょっと気持ち悪い。

「お義姉様、お茶です」

「リファちゃん、ありがとー」

　シャルルはお茶を持ってきてくれたリファの手を引いて、自分の隣に座らせた。普通、リファは俺の隣じゃない？

「ところで、ハルトは家名決めた？」

　少し落ち着いたシャルルが尋ねてきた。この世界の貴族は家を継ぐ者が家名を名乗れる。シルバレイは長兄が継ぐことになっていた。そして、跡取りでない貴族の子供は結婚すると家名を名乗れなくなるので、自分で家名を付けるのだ。俺たちはみんなで相談して家名を決めていた。

「エルノールにしました。俺は今、ハルト＝エルノールです」

「エルノール……いい響きね。どんな意味があるの？」

「エルフの言葉で、炎の星。もしくは炎のエルフという意味です。ハルトさんが炎の魔法を得意とされているので、これにしました」

　リファが説明してくれた。

「そっか、ハルトは炎を使うんだね。あっ、そういえばリファちゃんの故郷ってアルヘイムでしょ？　なんかアプリストスって国に攻められたらしいけど、大丈夫だったの!?」

「えぇ、ハルトさんが敵を追い払ってくれましたから国は無事です。アルヘイムの国民は皆、ハルトさんに心から感謝しています」

　おっとリファ、なにを言い出すんだ。

「……は？」

　ほら、シャルルが固まっちゃったじゃないか。

　その後、シャルルからここ最近の出来事を根掘り葉掘り聞かれた。姉シャルルは俺の考えを見抜く力があるようで、俺がなにかを隠して話すと直ぐにそのことを指摘されてしまう。結局、シルフのことも含めて包み隠さず全部話してしまった。

「悪魔を浄化……やはりハルトさんはさすがですね」

　悪魔アモンの件は、リファも知らなかったので驚いていた。

「さすが、私のハルトだ」

　シャルルは満足気だった。

　姉上のではない。俺はティナとリファのだ──と言いたかったが、シャルルに口論で勝てる気がしないので、黙っておくことにした。




「ただいま戻りました」

　シャルルやリファと話していたら、ティナが帰ってきた。

「ティナ！　おかえりなさーい」

　そのティナをシャルルが出迎える。

「シャルル様、いらしていたのですね。お久しぶりです」

「久しぶりー、ハルトと結婚したんですって。おめでとう!!」

　シャルルがティナに抱きつく。

　この人、ことある毎に抱きつかなきゃ気が済まないのか？

「ありがとうございます」

「昔、私がハルトと一緒に遊んでると、いつも凄い顔で睨んでたもんね。ハルトと一緒になれて、良かったね」

「お気づきだったのですか!?」

　そ、そうなんだ……。

「ハルトは絶対、渡さないって感じだったよ。まぁ、結婚してティナに取られちゃったわけだけど」

「えぇ、ハルト様はもう、私のですから」

　ティナが勝ち誇った顔をする。

「ティナよ、少し待ちたまえ。我が弟と結婚したのならティナも我が家族。そして、その家族の所有物は家族のもの。つまりハルトは私のものと言っても過言ではないのだよ」

　な、なんだその超理論は!?　どう考えても過言だよ！

「なっ!?　ぐぬぬ」

　ティナ、ぐぬぬじゃないから。そんなわけないから。

「姉上は黙ってれば美人なのですから引く手数多でしょう。早く弟離れしてください」

「ハルト、私が美人だって！」

　いや、そこだけ聞き取るのかよ。都合のいい耳だな。

「実のところ縁談の話はいろいろあるんだけどね。結婚を申し込んでくる奴らの大半が伯爵家の財産狙いか、私の顔しか見てない。後はゲスなこと考えてる奴らとか」

「姉上は昔から洞察力が凄いですから。そんな姉上に下心丸出しでは、相手にされなくて当然ですね」

「洞察力というかスキルだな。私は相手がなにを考えてるのか分かる」

「「「──え!?」」」

　とんでもないことをカミングアウトされた。ティナもリファも驚いている。

　今まで俺の反応とか見てなにを考えてるか推測してたんじゃないの？　なにを考えてるか分かるの!?

「そう。対象は常にひとりだけど、その人がなにを思っているかが手に取るように分かるの」

　俺の考えを読まれた。

「……マジですか」

「うん、マジ。読心術というスキルで。超レアなんだよ？」

　でしょうね。人の考えを読めるスキル持ちが、その辺にいてたまるか。

「ちなみにこのこと読心術を知っているのは両親と、この国の王族の人たちと、後は貴女たちだけだから他言しないでね」

　おい！　そんな重要なことをサラッとカミングアウトするなよ!!

　あれ？　でも、王族も知ってるってことはもしかして……

「さすがハルト、鋭いね。私は今、国の諜報部で働いてるの。どんな拷問でも口を割らないスパイがいたとしても、私には意味ないからね」

　それは国に重宝されるわけだ。

「あっ、私が家族で思考を読むのは昔からハルトだけだから、ティナもリファちゃんも心配しないで」

　いや、俺のは読むのかよ!?　ん、待てよ……昔から？

　つ、つまり俺が転生者だってバレてる？

「えへへ」

　笑いながら、シャルルは俺に耳打ちしてきた。

「大丈夫。そのことは誰にも言ってないから」

　うぁ……マジか。シャルルに全部バレてた。

　ティナは知ってるけど、リファにはまだ話してなかった。まさか、実の姉が気づいていたとは。

　んー、どうしよっかな？　リファも俺の妻になったわけだし、俺が不利になることは絶対しないと思う。

　だから──

「リファ、俺も秘密を話したいと思う」




　そうして俺は、転生者であること。邪神に呪いをかけられたこと。その呪いで今の力を得たことなどを話した。

「邪神……実在したのですか。ですが、そうするとハルトさんの普通とは言えない力の説明がつきます。無限の魔力を持っていると言えるのですから」

　リファに信じてもらえたようだ。

　まぁ、実際俺の魔法を見ているわけだし。

「今聞いた話は絶対に誰にも言いません。ですが、もしお義姉様のように思考を読める人がいたら、ハルトさんのことがバレてしまうかも知れません」

　リファは俺の話を聞いてしまったことを、後悔しているようだ。俺が転生者だと知っているのは、賢者である魔法学園長ルアーノ＝ヴェル＝イフルス、英雄ティナ、俺の姉シャルル、そしてリファの四人だ。

　シャルルは魔法学園を首席で卒業し、そうそう誰かに捕まるような柄ではないし、今は国の諜報部で働いていて護衛も付いているらしい。そうすると、四人の中で一番戦闘能力が低いのはリファになる。だから自分が捕まって、俺のことを敵に知られてしまうことを恐れているようだ。

「大丈夫、たとえ今話したことが全部バレても問題ないよ。それにリファは俺が守るから」

「ハルトさん」

「ひゅーひゅー！　熱いねぇ。ハルト、私が誰かに襲われても助けてね」

「姉上は自分でなんとかできるでしょう」

　せっかくいい感じのことを言ったのに、シャルルに茶化されので、少し冷たくしておく。

「ちぇっ」

　シャルルが拗ねた。自業自得だろう。

「あ、そういえば、あなたたちの結婚披露宴を来月やることになったから」

「そうなんだ」

　アルヘイムの時のように明日やる、とか言われなくて良かった。伯爵の息子なので、家から出るとはいえ各貴族への報告を兼ねた披露宴が必要なんだとか。シャルルがこの屋敷に来た理由は、このことを俺に伝えるためだったらしい。

　その後、衣装合わせなど今後のスケジュールを伝えてシャルルは帰っていった。
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　イフルス魔法学園に入学して、五ヶ月が過ぎた。この世界の一年は十ヶ月なので、ちょうど半年経過したことになる。来月、ティナとリファとの結婚披露宴を行う予定だが、その前に学園のイベントがあった。

　賢者ルアーノ＝ヴェル＝イフルスによる特別講義だ。この学園では半年ごとに一クラスだけ、一番良い成績を残したクラスに学園長が直接講義をしてくれるのだ。賢者から直に教えを受けられることなど滅多にない。この学園の教師ですら羨むその講義を、今回は俺たちのクラスが受けられることになった。

　賢者の授業を目的として、この学園に入学してくる者も多いらしい。ちなみに賢者の講義を受けられるクラスを決める成績とは、クラス間対戦の勝利数や、各テストの結果、一ヶ月間の学園外活動での功績などから導き出される。俺たちは対戦で上級生のクラスに勝利し続けたし、テストでも優秀な成績を収めた。また、学園外活動ではアルヘイムを救ったことなどがあり、文句なしでトップの成績となったみたいだ。




　ということで、いつもの俺たちの教室に賢者ルアーノがやってきた。

「このクラスは半年間、かつてないほど優秀な成績を残した。特に学園外活動ではアルヘイムを救ったこと、まことに良くやってくれた。陛下も大層お喜びだった」

　どうやらエルフ王がグレンデールの国王に、俺たちに国を救われたことに関して、感謝の手紙を書いたらしい。友好の証として、世界樹の葉を添えて。それを非常に喜んだ国王が、学園長に俺たちを労うようにと指示を出したのだとか。

「国王陛下のご指示で、君たちに褒美を与えることになっている。通常、最優秀クラスに行う私の講義は一日だけなのだが、それを一週間に延ばそうと思う。それでいいかね？」

　素晴らしいご褒美です。正真正銘、本物の賢者の講義を一週間も受けられる。魔法を学ぶ身の者としては、これ以上のご褒美は考えられなかった。俺も賢者だが、転生者特典で職業が賢者になっただけなのだ。魔力検知や、魔力操作に補正がかかっているので、そこそこ強い魔法が使えるが、真の意味で魔法を使いこなせているかと言われると疑問が残る。まだまだ俺の魔法は強くなる余地があると思っていた。

　そんなわけで、魔導の真髄に迫り本当の賢者となったルアーノ学園長の講義を、ずっと受けてみたかったんだ。

「じいちゃん、一週間とかケチなこと言わずに、ちょくちょく来て講義してよ」

　ルークが学園長にお願いをする。彼は賢者ルアーノの孫なのだ。とはいえ、さすがに無理だろ。この国でたったひとりの賢者であるルアーノ学園長は、学園を運営するための仕事だけではなく、一般の兵や冒険者では倒せない魔物、主にＳランクに分類される魔物の討伐などにも呼び出されることがあるからだ。

　そんな多忙な学園長が、一週間も講義をしてくれることすら奇跡なのに──

「孫の頼みであれば仕方がないのぉ。今後は週に一度くらいは顔を出そうかの」

　あまぁーい！　甘い、甘いぞ学園長！　孫に甘すぎる。

　そんなので大丈夫か？　いや、もちろん嬉しいけども。

「その代わり、魔物の討伐を手伝ってもらうが、問題ないな？」

　学園長が交換条件を提示してきた。魔物討伐の手伝いぐらいで、賢者の授業が受けられるのなら喜んで──

　……ん？　待てよ。賢者ルアーノが討伐に呼び出される魔物？

　そ、そんなのＳランクの魔物に決まっているじゃないか！

「おっけー、じいちゃん」

　おいぃぃぃ！　勝手に安請け合いするんじゃない！

「ルーク、待て！　学園長が呼ばれるほどの魔物だぞ？　もっと慎重になれよ」

「えっ、でも逆に言えば、じいちゃんが討伐できる魔物だろ？　じゃあ、ティナ先生とハルトがいれば負けないじゃん」

　な、なにを言ってるんだ？

「ふむ、そういうことだ。魔法の多彩さでは、まだまだ儂は世界最高の術士だと自負しておる。しかし、単純な戦闘能力で言えばハルトやティナの方が上だ。魔法単発の威力で言えば、儂よりルークの方が上かもしれん」

　祖父に褒められて、ルークは少し嬉しそうだった。

「魔物討伐もいい経験になりそうですね。私はその提案、受けていいと思います」

　ティナは学園長の提案に賛成のようだ。

　Ｓランクの魔物を倒すのがいい経験って……。

「なにより定期的に賢者ルアーノの講義を受けられるなんて皆さんにとって、これ以上ない学びの場となるはずです」

「それは……確かにそうだけど」

「正直、儂も歳での。高ランクの魔物討伐が、ちと厳しくなってきているのだ。だから今後はお前たちに任せたいと思う」

「じいちゃん……」

「お前たちには儂の全てを授けよう。これから、この世界の平和を守るのはお前たちになるのだ」

「せ、世界の!?」

　いきなり話が大きくなった。どういうことだろう？

「実はお前たちの学年には、今後の世界の平和を守る戦力となるべき者たちを集めたのだ。エルフ族、獣人族、竜人族、魔族、精霊族、そして人族。それぞれの種族で見込みがある者たちが、同じ時期に入学してくるように手を回した」

　学園長が一人ひとりの顔を見ながら話しかけていく。

　このイフルス魔法学園は、人族以外は特に入学時の年齢制限がない。おそらく人族で見込みのある者──学園長賢者の孫であるルークが入学する時期に、他の仲間たちの入学時期を調整したのだろう。

「本来であれば、お前たちを鍛え始めるのは五年生になってからと考えておった。バラバラのクラスに配属されたお前たちを儂の権限でひとつのクラスにまとめ、儂が自ら教鞭をとるつもりでおったのだ」

　そうなんだ。俺たちはみんな、違うクラスに入れられる予定だったのか……。

「しかし、英雄ティナ＝ハリベルが教師になりたいと儂を訪ねてきたことで、この計画は加速した。彼女ほどの人物に、一般の生徒を教えさせるのはもったいないと考えた儂は、学長権限で強引にお前たちをひとつのクラスにまとめることにした。そこまでは良かった──」

　学園長が言葉を詰まらせる。

「まさか一年生の時点で、学園最優秀クラスになるとは思ってなかった……お前たち、ちょっと異常だぞ？」

　うん。それは俺も、なんとなく思ってた。

「たしかにな。飛ぶ斬撃とか、普通はありえないだろ……」

「ルーク。究極魔法を使えるお前が、それを言うのか？」

「そうですね。皆さん、凄すぎますよ。私なんて──」

　自分はなにも特技がないとルナが自身を卑下するが、彼女の知識や記憶力はこの魔法学園の生徒の中では最上位だ。記憶力に関して言えば、賢者であるはずの俺より格段に優れている。

　俺たちのクラスは、みんなが普通じゃなかった。

「だが、鍛えるべき素質が既に備わっているのなら、さっさと鍛えてしまえば良いのだ。先程はルークの頼みだからといったが、本当は儂が定期的にお前たちを訓練するのは、もう決めていたことだ」

「そうだったのですか」

　ティナも知らなかったようだ。

「もちろん、今後もこのクラスの担任はティナに任せたい。だが魔法の真髄を知れば、お前たちの魔法はもう一段階強くなるだろう。儂の講義でそれを学んでもらいたい」

「「「「はい！」」」」

　こうして俺たちは世界を守る力を得るため、賢者ルアーノの講義を受けていくことになった。




　──＊＊＊──




　賢者ルアーノによる特別講義が始まった。

「まず『魔力炉』の拡張について話そうかの」

「魔力炉とは、なんでしょうか？」

　リファが学園長に質問する。俺も知らない単語だ。

「魔力炉はヒトが体内で魔力を作る器官だ。ただ、器官と言っても魔物を解体すると得られる魔石とは違って、ヒトの魔力炉は目には見えない」

　魔物を倒し、解体すると体内から宝石のような物が取れる。これが魔石だ。魔石には、その魔物の属性の魔力が宿り、魔具を作る材料になったりする。魔具には、戦闘で使えるものや、日々の生活で使えるものなどがある。俺たちの生活を便利で豊かにしてくれているのが魔具であり、その源となる魔石だった。

　ヒトからは魔石が取れない。でも、俺たちは魔法が使えるので、身体の何処かで魔力を作っているのだとは思っていた。それが魔力炉というらしい。

「見えないのに、なんであるって分かったの？」

　ルークが尋ねた。

「他人や己の魔力を見る力、儂は魔視と呼んでおる。この魔視が、賢者になると強化されるのだ。更に魔視は、使えば使うほどより多くの情報を読み取れるようになる」

　魔視を使い続けると、他人の魔力量だけでなく、魔力に色が付いて見えるようになるそうだ。魔力の色で、そのヒトがどんな魔法を得意としているのかなども分かるという。そのほかにも、魔力の波長から相手の心理状態を読んだりもできるのだとか。

「その魔視を鍛えると、魔力炉が見えるのですか？」

「そうだ。儂にはヒトの心臓付近に魔力を生み出す器官があることが見えておる。だが、十数年も魔視を使い続けてきた儂が、最近発見したものの存在を公表したところで、誰もそれを証明できんのだ」

　賢者ルアーノですら最近になってようやく存在に気づいた器官なのであれば、現在どんな文献にも記載されていないのも納得だ。

「この魔力炉だが、大きくなればなるほど魔力の回復が早くなるということが分かった。そして、魔力炉は訓練で大きくすることができる」

「どんな訓練ですか!?」

「私も知りたいです！」

　ルナとリュカが身を乗り出した。ルナはクラスの中で最も魔力量が少ない。リュカの魔力量は多いものの、彼女が得意とするリザレクション蘇生魔法は非常に魔力消費が多く、直ぐに魔力切れを起こす。ふたりとも、魔力量と魔力回復速度を課題としていた。

「魔力を使い切って、回復させるのを繰り返すのだ」

　えっ？　そ、それだけ？

　あまりに単純な方法だったので、思わず拍子抜けした。

「あの、学園長先生。私はいつも魔力を使い切っているのですが……あまり回復速度が早くなっていくようには感じていません」

　リザレクションを使ったリュカが、疲労困憊で動けなくなったのを、何度か見たことがある。だが本人も気づいているように、その前後でリュカの魔力回復速度はあまり変わっていなかった気がする。

「リュカよ、魔力を使い切った時、意識はあるか？」

「あ、あります」

「ではダメだ。気を失うまで魔力を削らねばならぬ」

「えっ!?」

　えっ、まじで？

「魔力が削られ０になると、体力が削られていくのは皆、知っておると思う。そして、体力を削りすぎるとヒトは死ぬ」

　それは知ってる。この世界の常識だ。だから、魔力や体力が０にならないよう、注意して魔法を使う必要があるのだ。

「あまり知られておらんが、体力が最大の一割をきってから魔法を使うと、魔法は発動せずヒトは強制的に気を失うのだ」

「そ、そうなのですか？」

「マジか、知らなかった」

　俺も知らなかった。まぁ、魔力が減らないから、分かるわけもないのだが。

「気を失うまで魔力を使い、その後回復させることで魔力炉は少しずつ大きくなる。まぁ、かなり苦しい訓練になるので、やるかやらぬかはお前たちが決めると良い」

　もし、この訓練をやるのであれば、学園長がしっかりサポートをすると約束してくれた。ちゃんとした環境でやらなければ、危険もあるからだそうだ。ただ、魔力が減らない俺としては、この話はあまり役に立たなかった。

　だけど問題はない。賢者ルアーノは、ちゃんと俺のことも考えてくれていたのだ。

「ハルトよ、心配するな。お主にも有益な情報を授けよう。『魔伝路』は知っておるか？」

「魔伝路？　知りません」

「魔力炉で作った魔力を体外に放出するための経路だ。これが太くなればなるほど、魔法の発動を早くできる」

「おぉ！」

　そうなんだ、知らなかった。昔、邪神の呪いの効果に気づいた時、俺は強くなるために、魔法の発動を早くすることを考えた。試行錯誤の結果、通常手の平からのみ放出する魔力を、身体の至る所から放出することで魔法の発動を早くする術を身につけた。

　だが、賢者ルアーノが言うように、魔伝路を太くすれば俺の魔法はもっと早く、強力になるかもしれない。俺はその方法が知りたい！

「どうすれば魔伝路を太くできるのでしょうか？」

「体外に放出した魔力を、強引に体内に戻すのだ」

「えっ……」

　そ、そんなことできるのか？　エルフ族は空間から魔力を集められるが、それを体内に取り込むのではなく、身に纏って攻撃魔法にしたりしている。つまり一度体外に出した魔力は回収できず、空間に拡散していくしかないというのが常識だった。

「できるだけ大量の魔力を一度に戻すと、より効果的だ。魔力で強引に魔伝路を押し広げていく感覚だな」

「魔力放出の時、溜めて一気に放出するのではダメなのでしょうか？」

「魔伝路は本来一方通行だ。放出の際にはスムーズに出るようになっておるから、一気に放出したとしてもあまり意味がない」

　他人の魔力が入ってきて、魔力酔いを起こすのを防ぐ働きが魔伝路にはあると言う。そして、一度体外に放出した魔力は、操作はもちろん可能だが、空間に存在する少量の魔力と混じり合うことで質が変化する。体外に放出され質の変わった魔力は、身体が異物として受け付けない。その受け付けない魔力を、強引に通すことで魔伝路が広げられるのだと賢者ルアーノは言う。

「ちなみに、魔伝路を広げる訓練は魔力炉を拡張する訓練の十倍は辛い」

　そう賢者ルアーノに脅されても、俺は訓練をするつもりだった。俺の目標はティナをどんな脅威からでも守れるようになること。最近は守る対象にリファも加わった。

　それからもうひとつ。この世界の神の一柱である邪神を、殴ること。無駄かもしれないが、強くなるためにできることはなんでもやると決めていた。

「その訓練、やります！」

　俺は賢者ルアーノに向かい、そう宣言した。




　──＊＊＊──




　その後、講義で教えられた魔伝路を拡げる訓練方法を実践していたら問題が起きた。一緒に訓練所に居た、ティナを含めたクラスの全員が倒れたのだ。

「み、みんな大丈夫!?」

「うぅ、気持ち悪い」

「頭がぁ、痛いぃ！」

「なんか、ぽわぽわして、立てません」

「わ、私も……」

　体調不良の症状もまちまちだ。ティナとリファは、世界樹のダンジョンに入った時のような状態になっていた。まるでこれは──

「魔力酔い、だな。儂もちょっと気分が悪い」

　賢者ルアーノがそう結論付ける。やはり魔力酔いのようだ。でも、俺以外のみんなは魔力炉を拡張する訓練をしていた。魔力酔いになる可能性がある訓練は、魔伝路を拡げる方だから、意味が分からない。

　そして、本来であれば魔力酔いになるはずの俺が一切、魔力酔いらしい症状が出なかった。どういうことだろう？

「この訓練所内にハルトの魔力が蔓延しておる。それこそ、かの魔王城より濃いレベルでな」

　かつてこの世界に君臨した魔王の城は、耐性がない者が足を踏み入れると動けなくなるレベルで、魔王から溢れ出た邪悪な魔力が蔓延していたという。そして現在、その魔王城より濃く俺の魔力がこの空間に漂っているらしい。

「おそらくハルトの魔力が濃すぎて、儂らの魔伝路にハルトの魔力が入り込んできておるのだ。……とりあえず、全部吸収してくれんかの？　儂も、もうやばい」

「えっ!?　あっ、ごめんなさい！」

　俺は慌てて、空間に放出した俺の魔力を回収した。かなりの魔力量だったが、それでも俺は魔力酔いにならなかった。

「ふぅ、楽になりました」

「はぁ、はぁ。あ、あとちょっとで……危なかったです」

　皆、体調が回復したようだ。リファやルナなど、何人かは頬を紅潮させている。ルナ、なにが危なかったのか……ちょっと気になるぞ。

「みんな、ごめん」

「無理やり快楽を押し付けられているようで気分は良くなかったが、主様の魔力だったのであれば、嫌な気はしないのじゃ」

「「私たちはなんだか、フワフワしてました」」

　ヨウコやマイたちは許してくれるみたいだ。

「ハルト、すまん。俺はお前の魔力、無理だわ。頭が割れそうだ」

「ルークと同じく、俺も」

　ルークとリューシンは頭痛が酷かったようで、もう近くで魔伝路を拡げる訓練をしないでほしいと言われてしまった。でも、俺は意図して魔力を放出していたわけではなかった。魔力放出したら直ぐに回収していたし、皆が倒れる少し前から俺は休憩して、魔力炉拡張訓練をしている皆のフォローをしていたからだ。

「ハルトの魔伝路が拡がりすぎたせいで、魔力が、ダダ漏れになっておったのだ。今もまた少しずつ漏れておる」

　自分の身体の周りを、魔視で確認する。確かに薄うっすら魔力が漏れだしていた。このせいで皆を体調不良にしてしまったようだ。

「ど、どうすればいいでしょうか？」

「身体の中心に栓をイメージして、その栓を閉じるのだ」

　栓……水道の蛇口みたいなのでいいのか？

　俺は目を閉じ、水道の蛇口をイメージした。すると、その蛇口からチョロチョロ水のようなものが流れ出ている。俺はその蛇口を閉じた。

「ふむ、できておる。さすがだ」

　どうやら魔力漏れは止まったらしい。

「ハルトは魔力切れを起こさんだろうから、魔力がだだ漏れでも問題ないが、同じ密室に誰かおる時はやるべきではないな」

　俺が魔伝路拡張の訓練をやると、そこが魔王城クラスの危険地帯になってしまうらしい。

「ハルトにはしばらく、どこかヒトがおらん場所で訓練してもらうとしよう。魔伝路拡張の訓練をしておるというのに、お前は顔色ひとつ変えておらん。ひとりでも問題はなかろう」

「……はい。分かりました」

　みんなはまだ、魔力炉拡張訓練をするようで、俺だけ別の部屋に移動することになった。ただ、全力でやると、どこでやっても周りに被害を出しそうだったので、もっと遠くに場所を移動することにした。




　──＊＊＊──




　転移魔法で、実家の側の森へとやってきた。ここは昔、ティナと魔物を狩る訓練をしていた森だ。実家の側といっても、数キロ離れており、周りには民家もないのでここなら全力で魔伝路を拡げる訓練ができるだろう。

「……やりますか」

　自分に言い聞かせるように呟く。ひとりだと、ちょっと寂しい。昔はティナに隠れて、この森でコソコソ魔法の練習をしていた。でも、魔法学園に入ってからは常に皆と一緒に訓練をしてきた。だからこうして、久しぶりにひとりになると物足りなさがあった。

　まぁ、さっさと魔伝路を拡げられるだけ拡げて、みんなの所に戻ればいいんだよな。俺は切り替えて、魔力の放出を始めた。




　魔伝路は順調に拡がってきているようで、以前より格段に魔力放出の速度が早くなっている。俺の周りに魔力10ぐらいの塊が大量に浮かんでいる。これを、ひとつの塊にして──突き出した右手に、魔力の通り道をイメージしながら、その通り道に向かって放出した魔力を押し付ける。

　ぐぐぐっ、と魔力の通り道、魔伝路を押し広げながら魔力が俺の身体の中へと還ってきた。これを数回繰り返す。右手の魔伝路が拡がったら、次は左手。

　俺は魔力を素早く放出するために、左右の手の平だけではなく、指からも魔力を放出する。俺が一度に放出できる魔力は10だ。昔は、これをいかに早く出し続けるかを課題としていた。

　ある日俺は、手の平から10の魔力を出すより、十本の指先から１ずつ魔力を出した方が格段に早いことに気付いた。

　だから強めの魔法を使う時、両手の指全てからほぼ同時に魔力を放出していくのだ。

　手の平までの魔伝路は拡張できた。次は指先までの魔伝路だ。

　俺は再び魔力放出を始めた。

「指十本分だから、さっきの十倍魔力出せばいいかな？」

　空間に俺の魔力が満ちていく。なんだか地面が揺れてる気がするが……。

　まぁ、大丈夫だろ。

　地面の揺れを気にせず訓練を継続していると──

　なにか大きなモノの影が、俺の視界を遮った。

｟ええい、止めぬか！　この地に眠る我を叩き起こしてなにが望みだ!?｠

「──えっ!?」

　突然現れた巨大な白い狼が、牙を剥き出しにして俺を威嚇してきた。真っ白な狼に睨まれている。だが不思議と、危ない感じはしない。

「えっと、俺が起こしてしまったんですよね。すみません」

　とりあえず謝っておいた。

「……お前、ヒトか？」

　さっきはシルフが使う念話のように、脳内に直接語りかけられたが、今度は普通に声で話しかけられた。

「ヒトですけど」

　それ以外のなにに見えると言うんだ。

「ふむ、まるで魔王のような魔力だったのでな。魔王が我を叩き起こして戦にでも連れ出そうとしておるのかと思ったのだ」

「魔王!?　いえ、俺は普通の人族です！」

「くくく、この地に眠る我を起こすほどの魔力を持ちながら、ただの人族だと申すか」

　ずいっと、狼が顔を近づけてくる。

「あまり我を愚弄するなよ？　ふざけたことを言うその頭、喰いちぎってやろうか？」

　なんなんだ？　よく分からないけど、脅されたのでそれなりの対処をしよう。周囲に放出した魔力を集めて、風の属性を与える。そして──

「ウインドランス！」
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　風を超高密度に圧縮し、俺を脅す狼の上に落とした。

「ぐはっ!?」

　狼の首の後ろと四肢を、高密度の風の柱で押さえつけている。

　狼は俺の前で、伏せの体勢になった。

「なんだ？　動けぬ！　こ、これは貴様の仕業か!?」

「急に脅してくるから、お前が悪いんだ」

「ふざけるな！　我を誰だと思っておる、こんなもの!!」

　狼が身体に力を入れると、風の柱が押し返され始めた。

　これじゃダメなのか。

「なら、これも追加で。サンダーランス！」

　狼を拘束する風の柱に雷魔法を纏わせる。

「──っ!?　うがががが、や、やめよ。やめてくれぇええ」

　少し立ち上がりかけた狼は身体が痺れて、再び伏せの体勢に戻った。そして、震える声で懇願してきたので、風の拘束は残したまま、電魔法だけ消してやった。

　Ｂランクの魔物であるオークキング程度なら一瞬で消し炭にできるくらいの魔法なのだが、それを受けても身体が痺れる程度のようなので、この狼はかなり上位の魔物だと思われた。

「お、お前はなんなのだ!?　神獣である我をいとも容易く拘束するなど、魔王すらできるわけがない。も、もしや神族であるか？」

「いや、だからさっきも言ったけど、ただの人族だって……神獣？」

　えっ、神獣なの？

　神獣とは神の使いの獣で、この世界に五体存在すると言われている。白い狼の姿をした神獣と言えば──

「神獣、フェンリル？」

「なんだ、我のことを知っておるのか」

　神獣のことは昔、ティナに教えてもらった。どうやら、本物のようだ。

　俺への抵抗が無駄だと分かったみたいで、大人しくなっていた。

「噛まない、よな？　噛むなよ。噛もうとしたらもっかい、ビリビリさせるからな」

「わ、分かった」

　少し脅して、俺はフェンリルを拘束していた風の柱を消した。

「ぬぅ、まさか我が人族に捕まるなど……お前、本当に魔王ではないのか？」

「くどいぞ」

　そう言って、指先に帯電させた雷を見せる。

「ひ、ひぃ！」

　フェンリルが後ずさった。

「わ、分かった。お前はただの人族なのだな!?　だからもうビリビリはやめてくれ！」

　余程、さっきの電撃が効いたようだ。全く、人を魔王呼ばわりするなんて酷い奴だ。

「ところで、寝てたんだろ？　起こして悪かったな。俺は用があるわけじゃないから、また眠りについてもいいぞ？」

　実家の側に神獣が眠っていたのには驚いたが、特に用はないので再び大人しく眠っておいて欲しかった。触らぬ神に祟りなし──だ。既に触っちゃったけど。

「そ、それがの……本来、我は神の呼びかけにのみ反応して起きるのだ。そして、神の用事が終われば自然と眠りにつく。だが、此度はお前の膨大な魔力に反応して起きてしまったので、どうすればいいか分からんのだ」

　そう言ってフェンリルが、俺を見てくる。なぜか尻尾が大きく左右に振られていた。




　フェンリルは仲間になりたそうにこちらを見ている。

　仲間にしますか？




　▼イエス

　▽ノー




　まるでそんな表示が見えるようだった。

「やることないなら、俺と一緒に来るか？」

「いいのか!?」

　おおぅ、予想外の食いつき。

「いや正直、神の呼び出し以外で起きたことなどなくて不安だったのだ。神の指令がなくては、世の情勢も分からんしな」

「……ほんとについてくる気か？」

「えっ、ダメ、なのか？」

　フェンリルの尻尾がしゅんとなる。ちょっと可哀想に思えてしまう。起こしてしまったのは俺なので、責任があるのだろう。

「ついてきてもいいけど、その大きさなんとかならない？」

「身体のことか？　小さくすればいいのか？」

「うん。さすがにその大きさだと、街に入る時、大騒ぎになる」

　どう見ても高位の魔物だからな。下手したら街に近づくだけで、攻撃されてしまうかもしれない。

「よし、分かった」

　フェンリルの身体から白い煙が立ち昇り、どんどんその身体が小さくなっていった。

「こんなもんか？」

「おぉ」

　俺の両手に乗るほどのサイズに収まった。そっと抱き上げて肩に乗せてやる。ちょっとワタワタしていたけど、安定する姿勢を見つけたようだ。

「ふむ、人族の肩に乗るなど初めてだが、なかなか、悪くはないな」

「そうか。じゃあ、俺の通ってる魔法学園に戻るけど、みんなを脅したりするなよ」

「分かっておる。我はそうだな、お前の使い魔ということで良いかの」

「神獣なのに、それでいいのか？」

「大丈夫だ。それより、美味い飯を喰わせてくれ。昔、人族の作ったカレーというものを食ったことがあるが、あれは美味かった」

　カレー、好きなんだ。もっとこう、血が滴る生肉とかがいいのかと。

　まぁ、ティナの作るカレーは俺も大好きだから今日の晩御飯はカレーにしてもらおう。フェンリルの歓迎会をしなくては。

「あ、名乗ってなかったな。俺はハルト＝エルノール。よろしくな」

「我は神獣フェンリルだ。だが、フェンリルは種族名であって名ではない。ハルト、我に名を与えることを許そう」

　なんか上から目線だな。まぁ、神獣だから仕方ないか。

　んー、名前か。どうしようかな。白いから──

「シロでいいか」

「……ハルト、犬と一緒にしておらんか？　もっとこう、シュバルツとか、シュナイダーとかカッコイイ名前を」

「よし、シロ！　帰るぞー」

「むぅ、変える気はなさそうだのぉ」

　フェンリル改め、シロと俺は転移魔法で魔法学園へ移動した。




　──＊＊＊──




　転移魔法で学園まで帰ってきた。俺たちの教室に魔法陣のマーキングがしてあるので、そこに転移したのだ。ちなみに、なにかあった時のために、学園の色んなところに転移のマーキングがしてある。でも、転移が使えるってバレるといろいろ大変なことになりそうなので、誰かに見られないように気を使っている。

　教室であれば、俺の仲間以外は入ってこられないので、人目を気にしなくても大丈夫。

「ハルトお前、転移ができるのか……勇者だったのか？」

　神獣であるシロからしても、転移が使えるというのは珍しいらしい。

「んー、まぁそんなとこ」

　そろそろ授業時間が終わりそうだったので、シロへの回答も適当にしながら、急いで訓練所に向かう。シロには時間がある時、俺の事情を教えてあげようと思う。










「ただいま──って、うわ!?　皆、大丈夫？」

　訓練所に入るとクラスの仲間たちが全員、屍のように横たわっていた。リューシンとルークに至っては、白目を剥いて気絶している。

「ハルト様、おかえりなさい」

「帰ったか。今ちょうど、皆の回復待ちの時間だ」

　ティナと、こんな状況なのにすごく落ち着いた様子の賢者ルアーノが、出迎えてくれた。

「あの……学園長先生、みんなに魔力回復薬とかあげなくていいんですか？」

　俺のクラスメイトは、魔力炉を拡張する訓練をしていた。その訓練方法とは、気絶するまで魔力を使い続けるというもの。

「自分で魔力を回復せんことには魔力炉は拡張されんからの。こればかりは儂は手を出せん。できることと言えば体力を限界まで削っている皆の身体に、これ以上ダメージが入らないように守ることくらいだ」

　現在、俺の仲間の体力は一割を切っている。そんな仲間たちに、石とかが飛んできてダメージを負うと、本当に死んでしまう可能性があるのだ。

「ハルト様、その肩に乗っている獣は？」

「な、なにやら神性を感じるのだが……」

　ティナと賢者ルアーノがシロの存在に気付いたようだ。

「我はシロ。ハルトの使い魔だ」

　シロが俺の肩に乗ったまま、自己紹介をする。

「喋れるのですか!?」

「本当に、ハルトの使い魔か？」

　ティナたちに驚かれた。話せる使い魔は珍しいという。ちなみに魔法使いや賢者が使役できる使い魔としては魔獣、魔物、妖精、精霊などが居る。一応、ヨウコも俺の使い魔ってことになるので、俺には三人と一匹の使い魔がいる。魔族であるヨウコ、炎系精霊のマイ、水系精霊のメイ、そして神獣フェンリルであるシロだ。こうして改めて考えると、俺の使い魔には話せる奴しかいない。

「まぁ、いろいろありまして」

　神獣だと説明すべきだろうか？　そんなことを思っているとシロが俺の肩から降りて、倒れている俺の仲間の所へ歩み寄った。

「なぁ、こいつら気を失ってるみたいだけど、助けなくていいのか？」

「魔力の回復速度を上げるための訓練中だから、回復薬とか使っちゃダメらしい。噛んだりするなよ。死んじゃうから」

「ふーん、おっ！　こいつ起きそう」

　シロがテクテク走っていって、尻尾でメルディの顔を撫でた。

「んっ、んん。あ、あれ、私……」

　シロの尻尾を払い除けながら、メルディが目を覚ました。

「お前、獣人族だな」

「……えっ、フェンリル様？」

　メルディがシロを見るなり、フェンリルだと気付いた。伝承などでは、獣人族は神獣の眷属だとされている。だからだろうか？　今のシロの姿は、本来の姿とかけ離れているにもかかわらず、メルディは神獣フェンリルと見抜いたようだ。

「なっ、フェンリルだと!?　神獣ではないか！」

「ハルト様、いったいどこで見つけてきたのですか？」

「あー。なんか実家近くの山で寝てたみたいなんですよね。で、俺が訓練してたら起こしちゃって……。寝れないって言うから、連れてきちゃいました」

「「「…………」」」

　ティナ、学園長、メルディが唖然としている。当のシロはと言うと、俺の身体をスルスルと登り、肩の上へと戻ってきた。なんだかんだで、ここが気に入ったようだ。

「メルディ、身体は大丈夫なのか？」

「えっ、あぁ、うん。魔力も回復し始めてるし、大丈夫みたいや」

　うん、メルディの魔力回復速度は上がってる感じがする。魔力炉拡張訓練が成功したのだろう。

「あ、あのフェンリル様」

「今はシロと呼ばれてる。そう呼んでくれ」

　メルディの呼びかけにシロが応える。さっきは文句を言っていたが、名前も気に入ってるじゃないか。名付け親（？）としては、ちょっと嬉しいぞ。

「はい、シロ様。あの……シロ様はなんの御用でお目覚めになられたのでしょうかにゃ？　我ら獣人族に、なにかお求めになることはありますかにゃ？」

　慣れない敬語を使ってるせいか、メルディの語尾が、『にゃ』になっていた。やっぱり猫系の獣けもの娘むすめといえば、語尾は『にゃ』ですよね。俺はちょっと、ほっこりしていた。

「んー。ハルトに起こされただけで、特に用があるわけではない。だからお前らに求めることもない。当面の住処もハルトにお世話してもらうつもりだしな」

「えっ、そうなの？」

「えっ」

　シロと目が合う。

「いいよな？」

「うーん、ティナ、大丈夫？」

「私は構いませんが……お食事は、なにを召し上がられるのでしょうか？」

「カレーとか好きらしい。今日、カレーにしてもらっていい？」

「承知致しました」

「えっ、今日、カレー!?　ひゃっほーい」

　シロが俺の肩の上で、全力で尻尾を振り始めた。おい、ちょっとキャラ壊れてるぞ？　もう少し威厳を出しとけよ。

「フェンリル、いや、シロ様はカレーがお好きなのかにゃ……」

　ほら、お前の眷属も唖然としてるし。

「かっれぇー、かっれぇー！」

　まぁ、そんなに嬉しいのなら止めはしないけど。そうこうしているうちに、ルナやリファ、マイとメイも目を覚ました。

　みんな、ある程度回復してシロに気付くと、撫でたり、突っついたりしてシロを愛で始める。神獣だと知っているメルディは、その様子をハラハラしながら見ていた。ただ、シロは悪い気はしていないようでリファに身を預け、ルナやマイたちにされるがままにしていた。

　神獣だって教えるのは、もう少し後にしとくか。俺はそう思いながらまだ目を覚まさないルークとリューシンについていてやることにした。




　──＊＊＊──




「うまぁーい！」

　叫びながら、シロがカレーを食べている。既に三皿目だ。

「おい！　口に入れた状態で叫ぶんじゃない」

「ごめんごめん、だってこれ、うめーもん」

　そう言ってシロは口の周りにカレーをべっとり付けながら、皿に顔を埋めてカレーを食べ続ける。ティナの作ったカレーは、シロ以外にも大好評だった。

「これ、激ウマにゃ！」

　今日はメルディも、うちに来ている。シロと同様、ティナのカレーに舌した鼓つづみを打っていた。テンションが上がった時にも語尾が変わるようだ。

　メルディは獣人族だ。この世界の獣人族には、神獣が目覚めた時、その世話をしたり、手足となって働く役割があるのだとか。それでシロの世話をすると言い張り、俺の屋敷までついてきたのだ。世話をしに来たはずなのだが、ティナの世話になっている。メルディも既にカレー三皿目だ。

「結構な量を作ったつもりだったんですけど、なくなっちゃいそうです」

　おっと、それはまずい。

「ティナ、俺もおかわり」

「我も欲しいのじゃ！」

「「私たちも、お願いします」」

「あらら、完売です」

　危なかった。俺たち四人のおかわりでちょうどカレーがなくなったようだ。

「えっ!?　も、もうないのか？」

　三皿目を完食したシロが、絶望した顔を見せる。

　いや、そんだけ食ったんだから満足しろよ。

　シロがまだ食べているメルディを見つめる。メルディは獣人族。

　神獣の世話係だ。お世話すべき神獣が、メルディのカレーを欲しそうに見ている。メルディはその視線に気付いた。

　そして、カレーとシロを交互に見て──

「い、いりますかにゃ？」

「いいのか!?」

　シロはそう言うと遠慮せず、メルディから差し出されたカレーをバクバク食べ始めた。メルディがすごく複雑そうな顔をしている。

　ちょっと可哀想だ。

「メルディ、俺の分、食べるか？」

　ティナに入れてもらったカレーをメルディの方に差し出した。

「いいのかにゃ!?」

「俺はいつでも、食べられるからな」

「えぇ、また作りますよ」

　俺とティナの言葉を聞いて、メルディも最後のカレーを堪能した。




「うまかったぁ」

「美味しかったにゃあ」

　シロとメルディはティナの料理を気に入ったようだ。リファやヨウコ、マイ、メイもティナの料理が大好きだ。メイド（極）の技能を持ったティナの料理はどれも超一流。

「ハルト、我は決めたぞ。ずっとここに住む！」

「……は？」

　えっ、眠りにつくまでとかじゃないの？　てか神獣って、いつ眠くなるんだ？

「シロ様がここにいらっしゃるなら、うちも住ませてほしいにゃ！」

　メルディは帰るべき寮があるだろ……。

　ん、でも、待てよ。

　俺はある条件を思いついた。

「メルディ、うちにいる時は語尾は『にゃ』だ。それから、リファやヨウコたちと一緒にティナのお手伝いもすること。それが大丈夫なら住んでいいぞ」

　元の世界に居た時、猫耳メイドというのに憧れていた時期があった。エルフメイドであるティナが側に居て、割と満たされてしまっていたので、わざわざ雇ったりしようとはしなかったが、こうしてチャンスがあるのなら、俺はそれに手を伸ばす。

「分かったにゃ！　よろしくお願いしますにゃ！」

　簡単にオッケーが出た。

　しゃあ！　猫耳メイドゲットだぜ！

　なんとかして、メルディにもメイド服を着させる算段を考え始めていると、なんか視線を感じた。リファがじーっと、俺を見ている。どうしたんだろう？

「あの、メルディさんとは寝ませんよね？」

　リファが近づいてきて、俺に小声で話しかけた。

「私はハルトさんの妻なのですから……その、ローテーションがこれ以上長くなるのは、い、いやです」

　リファの耳が真っ赤だ。寝る時、ティナが常に俺の左側で、右側はリファ、ヨウコ、マイ、メイでローテーションしていた。そこにメルディが加わると、順番が延びてしまう。それを嫌がっているようだ。

　可愛いじゃないか。メルディは俺に好意があるわけじゃなくて、ティナの料理に釣られただけなので、俺と寝たいということはないだろう。それに、リファは正式に俺の妻になったのだから、もっと我儘を言ってくれていいと思う。ヨウコたちには悪いけど、リファの日を増やしてもらおう。

「大丈夫、俺はリファが好きだから。リファと寝る日は減らさないよ」

　そう言ってリファの頭を撫でた。それで彼女は、満足してくれたみたいだ。




　その頃、シロはソファの上に移動し、丸くなって寝始めていた。自由な奴だ。ただ、仔犬みたいな小さな狼がスヤスヤと寝ているのを見ると、心がほっこりする。神獣が神の用事を済ませて眠る時は姿を消すはずなので、こうして丸まった姿で寝ているのはたぶん、ただ寝ているだけだ。

　なんだかんだで、シロは俺の家族として既に馴染んでしまったので、急にいなくなったら寂しくなると思う。いなくならないでほしい。またひとつ、護るべきものが増えた。

　そもそも神獣を護らなきゃいけないのかは不明だが、少なくとも俺の手の届く範囲のものは護っていきたいと思う。ティナの手伝いをしながら、食器類を片付けていくリファやメルディたちを見て、元の世界の家族を思い出す。

　俺の妹も、ああして母の手伝いをしていた。優しい母。厳しいけど、俺を真っ直ぐ育ててくれた父。そして、俺にベッタリだった妹。

　皆、元気にしているだろうか？　妹は俺が死んで、泣いてくれたんじゃないかな。割と仲は良かった方だと思う。

　俺はシロを優しく撫でながら、ティナたちを見た。これが今の、俺の家族だ。結構な勢いで人やペットが増えてきたが、賑やかなのは嫌いじゃない。転生した時はどうなるかと思ったが、今は幸せだった。これからもこの幸せを護りたい。そのためには強くならなきゃいけない。

　明日からも賢者ルアーノの講義を受けられる。護るべきものを、何者にも奪われない──そんな力を得よう。そうした思いを胸に秘め、俺は翌日の講義に臨むことにした。










　ティナ、リファとの結婚式披露宴まで、残り二週間となった。イフルス魔法学園において、俺たち生徒が義務的に毎月やらなければいけないのが、他クラスとの対戦だ。今月の対戦相手が決まった。四年生の中で、一番上位のクラスだとか。対戦内容だが、魔力を使わないで戦うというものになったらしい。

　……ここ、魔法学園だよな？　そんな対戦方法でいいのか？

　なんでも、生徒会長を倒した俺たちのクラスを相手に、魔法では勝ち目がないと思ったらしく、今回の対戦方法を提案してきたという。

「大丈夫です、ハルト様なら勝てますよ！」

　相変わらずティナの、俺への信頼が凄い。もちろん全力で勝ちに行く。ちなみに、今回の対戦は三対三のバトルロイヤル形式で、相手を全滅させたクラスが勝利となる。

　対戦に出るのは俺、メルディ、リューシンだ。うちのクラスで、体術や剣術が優れているメンバーが選出された。リューシンとメルディは魔法が使えなくても、Ｃランクの魔物を狩れるほど体術が強い。俺は世界屈指の剣士でもあるティナに手解きを受けてきたので、そこそこ剣も扱える。それに、エルフ王からもらったアルヘイムエルフの王国の宝剣、覇国もあるので十分戦えると思っていた。




　リューシン、メルディとの連携を確認するため、ティナにガーゴイルを三体作ってもらい、そいつらとの模擬戦闘をすることにした。俺は精霊界に保管されていた覇国を手元に召喚している。対戦当日、俺たち選手には魔封じの腕輪が取り付けられ、強制的に魔法が使えなくされるそうだ。なので覇国を使うのであれば、対戦が始まる前から手元に用意しておかないといけない。

　対戦当日、忘れないようにしなくては。そして本番同様、魔封じの腕輪を装着して、訓練所の中央でティナ特製のガーゴイルと対峙した。

　長物を持つ俺が前衛。リューシンとメルディは後衛で、俺のサポートにまわるという布陣だ。

「準備はよろしいですか？」

「あぁ」

「いつでも大丈夫」

「いけるにゃ！」

　ふたりも、準備はいいようだ。ちなみにメルディは語尾が「にゃ」で固定された。やはりそれが、一番楽なんだとか。

「では、始めます！」

　ティナの合図で、ガーゴイルの一体が真っ直ぐこっちに向かってきた。残りの二体は左右に分かれ、俺の視界から外れようとする。リューシンとメルディがその二体を牽制してくれているので、そっちはふたりに任せて大丈夫そうだ。

　俺は目の前の一体に集中する。覇国を振り上げ、袈裟懸けに斬りおろす。俺が持つと羽根のように軽くなる覇国。そのため、とんでもない速度で斬りかかることができた。

　しかし、さすがはティナ特製のガーゴイルだ。俺の動きを読み、その腕で覇国を受け止めようとガードした。ティナのガーゴイルは、ガードすべき部分の硬度を変えることができる。

　あっ、まずい！

　ガーゴイルの腕が、青みがかった金色に輝いていた。このガーゴイルの一部がこの色になっている時、その部分はオリハルコンと同等の硬度になっている。このまま斬りつけたら、覇国が折れる！

　──そう思ったが、勢い付いた覇国を止めることができなかった。

　ズンっと音を立て、覇国が訓練所の床に突き刺さる。

「えっ!?」

　まるでなにも当たらなかったかのように覇国が、ガーゴイルを通過したのだ。まさか、避けられたのか!?　そう思って距離を取ろうとすると、目の前のガーゴイルの上半身が斜めに滑り落ちた。ガードしていた金色に輝く腕も真っ二つになっている。避けられたのではなく覇国が、オリハルコンの硬度を誇るガードすらものともせず、切り裂いたのだ。

「ギギギッ」

「グガッ」

　リューシンとメルディが相手していたガーゴイル二体が、俺に向かってくる。仲間を倒され怒ったようだ。リューシンたちは、俺がガーゴイルをあっさり倒したのに驚いて、固まっていた。

「す、すまんハルト」

「そっち行ったにゃ！」

　あぁ、分かってる。大丈夫。少し驚いたが、俺は覇国の切れ味を把握した。

　先ず、右から来たガーゴイルに対して、床に突き刺さった覇国を逆袈裟に切り上げる。しかし、寸前でガーゴイルが後ろに身を引いたため、動きを止めるほどのダメージを与えるまでには至らなかった。

　俺は体を捻りながら、左方向に振り上がった覇国の柄を両手で持ち、真下に振り下ろす。それで左から来ていたガーゴイルを、脳天から真っ二つに斬った。ただ、ティナ製ガーゴイルの動力源は正中線から少しズレている。動力源を壊さなくては、如何にバラバラにされようと直ぐに回復してしまう。そこで、振り下ろした覇国をガーゴイルの左側に構え──

　そこから一直線に左薙ぎした。脳天から真っ二つになったガーゴイルも、身体の前面を斬りつけられたガーゴイルも両方纏めて上下に斬り裂いてやった。無事、動力源を破壊できたようで、三体のガーゴイルは床に崩れ落ち、ピクリともしなくなった。

　うん、俺は魔法なしでも十分戦えるな。ただ、ちょっと物足りない感じがする。簡単に倒せすぎた。リューシンとメルディは、ちゃんと戦えなかったわけだし。

「ティナ、もっと強いのを作ってくれない？　俺たちなら大丈夫だからさ」

　ティナにもっと上位のガーゴイルを作るようにお願いしてみた。

「あ、あのハルト様。申し訳ございません、ハルト様が容易く倒された先程のガーゴイル…………あれが、私の作れる最強なのです」

　あっ、そうなんだ。それはなんか悪いことをしてしまった。

「あれ、Ｂランクの魔物でも単体で倒せるくらいの人造魔物なのですが……」

「主殿は剣術も、人並み外れておったのか」

「「かっこよかったです！」」

　ヨウコたちが褒めてくれる。

「リューシン、この切断面を見て。一切淀みがないでしょ？　貴方もドラゴンクロウで、これをできるようにならなきゃね」

「いや……オリハルコンは無理っす」

　リュカとリューシンが、バラバラになったガーゴイルたちを見ながら話していた。

「あの、ハルト様。覇国を使うのは良いのですが、相手の生徒さんを真っ二つにしないでくださいね」

「ああ、それは大丈夫。強度も十分そうだし、峰打ちするよ」

「両刃刀で、どうやって峰打ちするのだ？」

　ヨウコにツッコまれた。相手を気絶させると言えば『峰打ちじゃ』だと思っていた。なんとなく言ってみたけど、峰打ちって日本刀みたいな片刃刀じゃないとできないらしい。

「……じゃあ、剣圧で相手を吹き飛ばす」

「振れば斬撃が飛ぶ、その剣でか？」

　魔力を込めていなくても、全力で振ると覇国から斬撃が飛んでしまうのだ。俺はまだ完全に覇国をコントロールできていなかった。

　んー、どうしよう？　覇国がなければ、俺は並の剣士程度の力量しかない。とにかく、覇国で相手を殺さず無力化する訓練をすることにした。

「ファイアランス！」

　ティナのガーゴイルでは相手にならないので、炎の騎士を三体創り出した。

「こいつら機動力は騎士ほどじゃないけど、槍術はかなり強いよ。こいつらで練習しよう」

「──えっ」

「む、無理にゃ！　それは死ぬにゃ！」

　メルディに全力で拒否された。

「大丈夫だって。危なくなったら消すからさ。それに対戦相手は魔法なしでの戦闘を求めてきてるんだ。体術とかがかなり強いのかもしれない」

　そんな相手と戦うのだから、俺たち三人の連携は完璧にしておきたいところ。

「やるぞー！」

「無理にゃー!!」

「やべぇ、俺……ここで死ぬのか」

　叫ぶメルディと、絶望した顔のリューシンを横目に、俺は炎の騎士に攻めてくるよう指令を出した。




　──＊＊＊──




　四年生クラスとの対戦当日。俺とリューシン、メルディは闘技台の上で相手が来るのを待っていた。

「どんな相手だろうと負ける気がしない。俺は、強くなった」

「あの炎の騎士の槍を必死に避け続けたから、今なら最速の雷撃魔法でも見切れるにゃ」

　ふたりは自信満々の様子。確かに今日までの訓練で、リューシンは炎の騎士を単独で倒すまでになったし、メルディは二体の騎士に挟まれても全ての攻撃を避けられるまでに成長した。

「ヒトって、死ぬ気でやればここまで成長が早いのですね」

　俺たちの訓練の様子を見たティナが、遠い目をしながらそう呟いていた。

　死ぬ気って、大袈裟な。そこまでキツかったかな？

　昨日までの訓練を思い出す。訓練では、怪我をすればリュカがすぐに完全回復させてくれた。更にルナが魔法で、疲労も回復してくれる。また、減った魔力は俺が補充してやった。魔力酔いを起こさないように、魔力の波長を合わせれば、他人に魔力を渡すことも可能なのだ。

　怪我も怖くないし、疲労も回復してもらえて、更に魔力も使い放題。そんなわけで、日中はほとんど休まず炎の騎士との戦闘訓練に費やした。俺が創り出した炎の騎士を、俺が倒せるのは当然なので、戦闘訓練では俺はふたりのサポートに回ることにした。ただ、俺が完全にサポートに徹すると戦闘が楽になりすぎたので、ふたりが避けられるはずの攻撃は防がないようにし、攻撃もしなかった。

　その結果、リューシンとメルディは炎の騎士との戦闘で何度も傷付き、疲れ果てて倒れ込んだ。だがその度、リュカ（治癒）、ルナ（疲労回復）、俺（魔力回復）の回復トリオがふたりを完全回復させて、戦闘に復帰させた。

　そして、リューシンとメルディは気付いたみたいだ。炎の騎士を倒さない限り、この戦闘訓練は終わることがないと。その後、リューシンとメルディはふたりで、三体の炎の騎士を魔法なしで倒せるまでになったのだ。

「あぁ、ふたりは強くなった。この対戦で訓練の成果を見せてやろう」

「もちろん！」

「やってやるにゃ！」

　しばらくして、対戦相手の四年生が闘技台に登ってきた。男子生徒二名、女子生徒一名だった。三人とも、あまり肉体だけでの戦闘に自信があるような体型には見えない。武器も持っていなかった。

　合気道的な感じの『技』で戦うタイプなんだろうか？　とにかく見た目だけで判断するのは良くない。俺たちは注意深く、相手の動きをチェックした。

　続いて、審判役の教師が闘技台に上がってきた。そして、俺たち生徒六人には魔封じの腕輪がはめられる。もちろんこれも、俺には効果がないのだがこれで魔法を使ってしまうと、いろいろ面倒なことになるのが分かり切っているので、魔法は使わない。

　俺は事前に精霊界から召喚していた覇国を審判に見せて、魔法が込められた魔具ではないことを確認してもらった。魔法が込められた魔具を使ってしまえば、魔封じの腕輪を着けられたとしても、魔法が使えてしまうからだ。

　無事、覇国はただの剣として認められた。いよいよ、魔法なしで戦う、初めての対戦が始まる。

「それでは、始め！」

　審判の合図で俺が少し前に出て、覇国を構え、相手の出方を窺う。すると──

「来い！　ろっくん！」

「おいで、メリッサ！」

「ガル、出番だ！」

　対戦相手の三人が、なにかを呼ぶ。それに応えるように、闘技場の控え室の方から、ロックゴーレム、シーバード、ウォーウルフという三体の魔物が現れた。どれもＣランクの魔物で、魔法学園の一般の生徒が魔法なしで勝てる魔物ではなかった。そんな魔物たちが、闘技台の上に上がってきて、俺たちと対峙する。どうやらこの三体の魔物は、四年生の生徒たちにティムされた使い魔のようだ。

「……あの、魔法はダメなのでは？」

　審判の教師に尋ねる。

「彼らは魔封じの腕輪をした状態で、あの使い魔たちを呼び出した。つまり、使役魔法に頼らず、魔物との信頼関係を築いて自分の戦力にしているんだ。なにも不正ではないよ」

　へぇ。確かに、あの三体の魔物は四年生の生徒たちによく懐いているように見える。使役魔法に頼らず魔物を味方に、か。敵ながら、やるじゃないか。

「ハルト、どうする？　六対三になったけど」

「でも見た感じ、炎の騎士よりは弱そうにゃ」

　リューシンとメルディは結構、落ち着いていた。たぶん、俺たち三人で普通に戦っても勝てると思う。対戦相手の四年生たちは、この対戦方法を思いつき、これなら俺たちに勝てると思い込んでいたはずだ。その幻想を、真正面から力技で打ち砕いてやるのも悪くはない。でも、俺はあえて相手の土俵で戦うことを思いついた。その方が四年生の生徒たちの『えっ、そんな!?』と驚く顔が見える気がしたからだ。だから──

「来い、シロ！」

　俺は観覧席で、リファに抱かれて対戦を見ていた神獣フェンリルのシロを呼び出した。シロが観覧席のリファの腕を離れ、観覧席から飛び降りて闘技台の上へと駆け上がってくる。ててててて、と可愛らしい足音が聞こえる。

「がるるる」

　自分がやることは分かっているようで、シロは敵となる三体の魔物に向かって威嚇をした。ただ、小さい姿のままだったので、まったく怖くない。

「これも、問題はないんですよね？」

「あぁ、問題ない。だが……大丈夫か？」

　審判にシロを呼んだことの確認をする。問題ないと言われたが、明らかに審判はシロのことを心配してくれていた。

　この姿では、神獣って分かんないよな。

　だがこれで、この対戦の構図はこうなった。




　魔法が使えない四年生三人 ＆ Ｃランクの魔物 三体

　　　　　　　ＶＳ

　Ｂランク魔物を素手で倒す俺たち三人 ＆ 神獣（Ｓランク） 一体




　……うん、勝てる。

「おいおい、マジかよ。そんな子犬呼び出して、舐めてんのか？」

「怪我しちゃう前に下がらせた方がいいよ？」

「そもそもお前ら魔法が使えないんだから、こいつらには勝てねーだろ。早く降参しろよ」

　かなり馬鹿にされてしまった。やはり四年生たちには、この戦力差が理解できていないようだ。

「ハルト。アイツら、我を舐めてるよな？　やっちゃっていいか？」

「あぁ、やっちゃいなさい」

　俺がそう言うと、シロが大きく息を吸い込んだ。そして超高速で、息を吐く。

「──えっ!?」

「ふぎゃ！」

「へぶっ！」

　シロの吐いた高速の空気が、三体の魔物を吹き飛ばし、その後ろにいた四年生たちを巻き込んで、観覧席の下の壁へと叩きつけた。壁と自分の使い魔に挟まれた四年生たちは全員が気絶したようで、誰も起き上がってこない。

「ふん。我を舐めるから、こうなるのだ」

　定位置俺の肩の上に登ってきたシロがそう言い放つ。

「…………」

　ちょっと、思ってたのとは違った。俺の思い描いていた戦闘はこうだ。まず、元の姿に戻ったシロが三体の使い魔を威嚇し、使い魔がビビって動けなくなる。そして、俺、リューシン、メルディの三人が四年生を圧倒し、勝つ。

　そうなると思っていた。そうなる予定だった。まさか小さい姿の吐息ブレスだけで、三人と三体の魔物を吹き飛ばすとは……。

　神獣フェンリル、恐るべし。

「なぁ、ハルト。あの地獄の特訓の成果を、俺は何処で見せればいいんだ？」

「うち、なにもやってないにゃ」

　ノリでシロに『やっちゃいなさい』って言った、俺が悪いんだよな。

「なんか……ごめん」

　お詫びとして、俺はふたりに中央街の高級レストランで飯を奢る約束をした。
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　今月の対戦も無事に勝利し、教室をキープできた。

　いつもの様に中央街で祝勝会をしたり、別日にリューシンとメルディを連れて高級レストランで飯を奢ったりして、日々が過ぎていった。

　俺とティナ、リファの結婚披露宴が明後日開催される。今日はまだ学園にいるけど、披露宴はシルバレイ伯爵領で行うので、明日には実家に帰らなくてはならない。クラスのみんなも、披露宴に参加してくれることになっていた。

　実家に帰る用意をしていると、来客があった。たまたま玄関近くにいた俺が出る。

「おぉ、ハルト久しぶりだ。大きくなったな」

「へ、陛下！」

　扉を開けるとそこに、この国グレンデールの王が居た。慌てて膝をつく。グレンデール王とは、王がまだ王子であった頃から面識があった。伯爵である父に連れられて、王城に行った時、何度かお会いしたことがあるのだ。

「ハルト、そんなに畏まるな。ほら、立て。今日はお前の兄に連れてきてもらったのだ」

「久しぶりだなハルト、元気にしてたか？」

　一番上の兄カインが、王の後ろから出てきた。

「カイ兄、久しぶり。俺はこの通り元気だよ」

　カインはこの国の騎士団に所属していて、最近はいろいろと忙しいらしく、なかなか会う機会がなかった。

「ところで陛下、本日はなぜこちらへ？　御用でしたら、私がお伺いしましたのに」

「我が親衛隊隊長の弟が結婚したと聞いてな。祝いの言葉をかけに来たのだ。呼びつけて祝うのも、変であろう？」

「あ、ありがとうございます」

　ん？　親衛隊長の弟？　えっ、もしかして──

「あの……カイ兄って、陛下の親衛隊隊長なの？」

「あぁ。出世した」

「歳が近くて話しやすかったから、我が取り立てた。実力も申し分ない」

　知らないうちに兄が、大出世していた。一介の騎士団員であったはずの兄が、国王様の親衛隊に入り、更に隊長にまでなっていたのだ。

　まぁ、カイ兄は剣を持たせるとかなり強かったし、人望もあり、いつかは騎士団の小隊隊長クラスにはなると思っていた。しかし、親衛隊隊長になってたのは、さすがに驚いた。

「カイ兄、昇進おめでと。もっと早く知らせてよ」

「あぁ。すまんな、忙しかったんだ」

「我からも謝ろう。カインは我の護衛に尽力してくれていたのだ。真面目過ぎる奴だからな。弟が結婚したというのに、その祝宴にすら行かないつもりであったのだ」

「えっ、では──」

「今日、我がここに来たのは、護衛と称して無理やりカインを連れてくるためだ」

　おぉ、なんてことを。ちょっと、いや、かなり申し訳ない感じになる。

「もちろん明後日の披露宴にも行くぞ」

「えっ」

「聞けば、ハルトの結婚相手はあの英雄ティナと、アルヘイムの王女だというではないか。この世界を守った者、また他国の姫と我が国の貴族が結婚したのだ。この国の王たる我には、それを祝う義務がある」

「そ、そうなのですね」

「ちなみにシルバレイ伯爵には、もう我が行くことは伝えてある」

　なんてことだ……。既にグレンデール王が披露宴に来ることは確定していた。俺たちの披露宴はなんだか、大事になりそうだ。

「ハルト様、どうされました？　あっ、陛下」

　ティナが様子を見に来た。彼女も、グレンデール王とは面識がある。

「おぉ、ティナ。相変わらず美しいな。此度はハルトとの結婚、おめでとう。そなたのような英雄が我が国の者と結ばれてくれたこと、心より嬉しく思う」

「ありがとうございます」

　ティナが深々とお辞儀する。ティナが来てから少し遅れて、リファも様子を見にやってきた。

「ハルトさん、この方たちは？」

「こちらの方は、この国グレンデールの王様だよ。で、奥にいるのが俺の兄」

「まぁ！　アルヘイム王国元第二王女のリファと申します」

　リファがお辞儀する。さすが、元王族だ。凄く様になっている。

「グレンデールの王、ジル＝グレンデールである。アルヘイムは先日、アプリストスに攻められたそうだが、大事にならなくて良かった」

「お心遣い、ありがとうございます。ここにいるハルトさん、ティナ様や、イフルス魔法学園の皆さんが助けてくださいました」

「そのようだな。アルヘイム王からは感謝と友好の印として、世界樹の葉をいただいてしまった。これからもアルヘイムとは友好国として、良くやっていきたいと思う」

「勿体ないお言葉」

「ハルトも良くやった。アルヘイムとの友好を築いたのだ。今後もその関係を続けられるよう、しっかりとリファ殿を幸せにするのだぞ」

「はい、必ず」

　言いたいことを全て言い終わったらしく、王はカイン以外の親衛隊を引きつれ城に帰っていった。カインも王と一緒に城へ戻るつもりだったようだが、王が俺たちと少し話してから戻ればいいと言い、親衛隊の人たちもそれを勧めてくれたので、俺の屋敷でのんびりすることになった。カインをもてなすため、応接室に案内する。

「ん、これは？」

　応接室のソファでシロが寝ていた。

　朝からいないと思ったら、こんな所にいたのか。

「うちのペットの、シロだよ」

「なんか、ただの犬ではない気がするのだが……まさかとは思うが、神獣か？」

　えっ、分かるの？

　そういえば俺の姉のシャルルが読心術とかいうチートスキルを持っていたのだから、彼女よりいろんな才能があると持て囃されていたカインも、なにかしら能力を持っていてもおかしくはない。

「カイ兄、オーラとか見える人？」

「いや、どちらかと言うと直感だ」

「……もしかして、そういうスキル？」

「おぉ！　よく分かったなハルト。超直感ってスキルだ」

　ほんとに持ってたよチートスキル。シルバレイ家は、いったいどうなってるんだ？　こうなると二番目の兄も、なにかしら特殊なスキルを持っていても不思議ではない。

「主殿、明日着る服じゃが──っと、来客中であったか」

　俺を探していたヨウコが、応接室に来てしまった。

「きゅ、九尾狐!?　魔族がなぜ、ここに！」

　うわぁ……さすが、超直感。ヨウコの正体を一瞬で見抜きやがった。

「カイ兄、俺の使い魔だから大丈夫だよ」

「な、なにを言ってるんだ！　九尾狐だぞ!?」

　やはり信じてもらえないか……。

「「ハルト様、明日のことで──あっ、失礼しました」」

　タイミング悪く、マイとメイも応接室に来てしまった。

「今度は上位精霊が二体だと!?　ど、どうなってるんだここは！」

　俺はその後、カインにここまで家族が増えてきた経緯を話した。もちろん、超直感を持つ兄に隠しことができるわけもなく、俺が転生者であることなども話すことになってしまったのだが──

　実は、俺が転生者であることなど、カインは超直感で昔から気付いていたらしい。




「はい、お茶ですにゃ」

　メイド服を着たメルディが、俺、ティナ、リファ、俺の兄カインにお茶とお菓子を出してくれた。なかなか所作が様になってきている。ティナの指導の賜物だ。

「ありがと、メルディ」

「はいにゃ」

　メルディは尻尾をピンと立てながら、応接室から出ていった。

「あのプライドの高い獣人族が、メイドに？　……やっぱりここは、なにかおかしい」

　部屋から出ていくメルディの姿を目で追いながら、カインが呟く。

「いや、獣人と高位精霊はまだいい。問題は九尾狐だ。国の騎士団員が総出で討伐に当たるレベルの魔族だぞ。ここで暴走でもしたら……ほんとに大丈夫なのか？」

「大丈夫だよ。主従契約を結んでるし、暴走なんて絶対にさせないから」

　貴重なもふもふ要員のヨウコを、討伐されるわけにはいかない。

「ヨウコさんは凄くいい子ですよ。カイン様がご心配なさっているようなことにはなりません」

　ティナも、ヨウコを擁護してくれる。

「ティナがそう言うのであれば、信じるか。一応、俺の直感もハルトに任せとけばいいって言ってるしな」

　おい、兄よ。俺の言葉と、自分の直感すら信じないのに、ティナの言葉はすんなり信じるのはなぜだ？

　まぁ、とりあえず、カインがヨウコを危険視しなくなったのは良かった。

　そんなことを考えていると、応接室の扉がノックされ、メルディが入ってきた。

「ハルトに会いたいって男の人が来てるにゃ」

「おっ。それって、俺やハルトと同じ黒髪で、眼が青いやつ？」

　カインがメルディに尋ねる。その特徴の男だとしたら、俺も心当たりがある。

「そうにゃ」

「そっか、ありがと。間に合ったみたいだな」

「レオ兄も来たの？」

「あぁ。俺がハルトの所に陛下と行くから、一緒にどうだって誘ったんだ。騎士団の仕事が忙しいらしくて後から来るって言ってたけど、俺が帰る前に間に合ったみたいだ」

「そうなんだ。メルディ、その人を連れてきてくれる？」

「分かったにゃ」

　来客は俺のもうひとりの兄、レオンだったようだ。しばらくして、メルディが俺の兄を連れて応接室にやってきた。

「ハルトー！　久しぶりー！」

　カインより少し背が小さいけど、体つきはがっしりしているレオンが、近づいてきて俺の頭をわしゃわしゃと撫でる。

「レオ兄、久しぶり」

「元気にしてたか？　ちゃんと飯食ってるか？　相変わらずほっそいな。もっと食って、ちゃんと筋トレもするんだぞ？」

　早口でいろいろ言われた。レオンは大体いつもこんな感じ。細いって言うけど、俺くらいの年齢であれば平均的な体型のはずだ。

「レオン様、ハルト様は細身ですが、ちゃんと筋肉もついてます」

　ティナがフォローしてくれた。

「へぇ、ティナはハルトの身体をしっかりチェックしてるってことだね？　さすが、ハルトのお嫁さん」

「そ、そういうわけでは……」

　レオンにからかわれ、ティナの耳がちょっと赤くなる。

「レオン、その辺にしておけ。今日はハルトたちに祝いの言葉を言いに来たんだろ？」

「あはは。ティナ、ごめんね」

　カインに少し怒られ、レオンは申し訳なさそうにティナに謝ってくれた。

「ふたりと結婚するって聞いたけど、もうひとりはこの子？」

　俺の右隣に居るリファを見ながら、レオンが聞いてきた。

「そうだよ」

「初めまして。リファと申します」

　リファが丁寧にお辞儀する。

「初めまして、ハルトの兄のレオンです。結婚おめでとう。俺の弟のこと、よろしくね」

「はい！」

「ちなみにリファちゃんはさ、アルヘイムの王族だったりする？」

　えっ、まさか──

「はい、そうですけど……失礼ですが、お会いしたこと、ありましたでしょうか？」

　リファは、レオンに会った記憶はないようだ。

「いや、ないと思うよ。リファちゃんのお辞儀がアルヘイムの王族がやるのに似てたから、もしかしてって思ったの」

「そうでしたか、よくご存知で。ですがアルヘイムで一般的にされる挨拶と、さほど変わりはないはずですが」

　俺には違いが分からなかった。リファ曰く、王族だけが分かる微かな所作があるのだとか。この所作により、アルヘイム王族であることを、ある一定の者のみに伝えることができるのだという。

　その普通は気づけない違いに、レオンは気づいた。やはりレオンも、カインやシャルルのようになにか特別なスキルを持っているのだろうか？　例えば、観察眼スキルとか。

「レオンはスキルを持ってないぞ。些細な違いに気づいたのは、単にレオンの技量だ」

「えっ」

　超直感スキルを持ったカインが、俺の考えていることをズバリ言い当て、なにも聞いてないのに答えてくれた。

「あ、ハルト、俺がスキルでリファちゃんの素性を見抜いたとか思った？　ざんねーん、俺の実力でした」

　いや、スキルじゃないとしたら逆に凄くないか？

「カイ兄とか、シャルルみたいに生まれつきチートスキル持った奴らとは比べないでほしいっつーの。まぁ、カイ兄がスキルオフ状態でも俺、勝てないんだけど」

　俺の姉のシャルルは相手がなにを思っているか読み取る読心術というスキルを持っている。それを両親にしか話していないと言っていた。しかし、レオンはシャルルがスキルを持っていることに気づいている様子。洞察力が優れているだけで、スキルを持ってるかなんて分かるのだろうか？

　──分かるんだろうな。アルヘイム王族しか知らないはずの所作に気づいちゃうくらいだから。てことは、俺が転生してきたってこともバレてそうだ。五歳になる前となった後の俺は、明らかに行動を変えてしまったからな。

「ぶっちゃけ、ハルトが五歳くらいから別人みたいになったのは、うちの家族は全員気づいてた。その頃に、お前は転生してきたんだろ？」

「──えっ」

　カインの口から衝撃の真実を告げられた。

「家族だもん。スキルなんか持ってなくたって分かるよ。でも、俺の弟のハルトに誰かが乗り移ったんじゃなくて、ハルトはそのままハルトだったから、今までなにも言わなかった」

　俺はこっちの世界で、五歳の肉体に転生したが、その肉体を乗っ取るように転生したわけではない。こちらの世界で生きたハルトに、十七年間元の世界で生きた遥はる人との経験や記憶が追加された形で転生したのだ。だから五歳までの俺も、今の俺も、全部俺なんだ。

　ただ、それでも家族に、自分は転生者だと言うのは後ろめたい気持ちがあった。本当の息子や弟だと思ってもらえないんじゃないか──そう考えることもあった。

「隠し事をする必要ないって分かって、心が晴れたか？」

　カインに言い当てられる。その通りだ。家族に隠し事があるというのは、どうしても心に引っかかるものがある。

「ハルトが結婚する時、実は転生者だと知ってたことを話すと皆で決めていた。もちろん、ハルトがそれまでに俺たちに打ち明けてくれるようであれば、それを受け入れることもな」

「そうなんだ……ずっと言えなくて、ごめん」

「気にするな。俺たちだって、知ってて知らないふりをしてきたんだ。結婚して家を出ても、お前はずっと俺たちの弟だ」

　カインの言葉を聞き、俺の心の奥底にあったモヤモヤが今、綺麗になくなった。
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　結婚披露宴当日になった。披露宴はシルバレイ伯爵領の中で、一番大きな街で行われる。この街には、俺がティナとよく食事に来たレストランがある。そのレストランのガーデンが、披露宴の会場だ。

　披露宴と言ってもあまり堅苦しいものではなく、立食しながら新郎新婦や、その家族と会話するというものだった。ティナとリファはドレスを着なくてはならないので、まだ会場に来ていない。クラスの仲間たちは、もう少し後から来るようだ。俺は先に会場に入って、来てくれた人々に挨拶してまわっていた。

　グレンデールの結婚披露宴は大体、昼から始まり翌日まで続く。だけど、新郎新婦は途中で抜けることが多い。新郎新婦が居なくなっても、宴は続く。みんな、祝いの場と称して騒ぎたいだけなのだ。

　会場では飲食し放題なので、それ目当てでやってくる奴も居る。ただ、俺たちの披露宴では会場に入れるのが貴族以上の者か、俺たちの知り合いに限定されるので、そんな奴はまず居ないと思う。

　俺の父が公爵様と話をしていた。少し顔を出して挨拶する。王様の次の次くらいに、この国で権力を持つのが公爵様だ。すごく偉い人。だから、父は公爵様のお相手をしなくてはいけないので、俺がそのほかの人たちに挨拶してまわる必要があった。

「ハルト、此度はラッキーだったな。お前なんかと結婚してくれる奴が居るとは驚きだ」

　そうしていると、とても嫌味っぽく話しかけられた。俺がグレンデールで一番嫌いな奴がいた。侯爵家の次男で、俺と同い年の男。親の権力を振りかざし、いつも周りに迷惑をかけるクズだ。

「ありがとうございます」

　短く返事をしておく。身分は向こうの方が上なので、失礼なことを言われたとしても丁寧に対応しなくてはいけない。侯爵の次男が、俺に追加の嫌味を言おうと口を開いた時、会場に歓声が湧き上がった。

　ティナとリファが会場に入ってきたのだ。ティナは淡い水色のドレス。リファは新緑のドレスを着ていた。会場に居るほとんどの人が、ふたりに目を奪われている。そのふたりが、俺の元へと歩いてきた。

「ハルト様、お待たせしました」

「ハルトさん、このドレスいかがでしょうか？」

「ふたりとも、凄く綺麗だよ」

　アルヘイムで結婚式をした時、ふたりは純白のドレスだった。それも綺麗だったが、今日のドレスはふたりのイメージカラーと合っていて、とても似合っていた。

「ふふ、ありがとうございます」

「お、おい！　ハルト、彼女らが貴様の結婚相手なのか!?」

　侯爵次男が俺の肩を持ち、俺を揺さぶる。

「そうです。私なんかと結婚してくれる、稀有な存在です。ふたりとも美人でしょう？」

　さっき嫌味を言われた仕返しをする。

「……こんな美女、ハルトには勿体ない。よし、俺が貰ってやろう！」

　──は？　な、なにを言ってるんだ？

　俺が固まっていると、侯爵次男が父親である侯爵様を呼んだ。

「父上、俺はこっちのエルフと結婚するよ」

　そう言ってリファを指さす。

「ふむ、顔は悪くない。お前の方が相応しいだろう」

　侯爵様は次男を止めなかった。それどころかリファを、嫌らしい目で舐めまわすように見ていた。

「伯爵家の三男では、ふたりも養うのは大変だろう。我が息子が気に入ってくれて良かったな」

　そう言って侯爵がリファの手を引き、連れていこうとする。

「ハ、ハルトさん」

「お待ちください!!」

「なんだ？　伯爵家子息の貴様が、侯爵である私に物申すのか？」

「いえ、ですが──」

　この世界では結婚式や披露宴で上位の貴族が下位の貴族の嫁を見初めて、そのまま奪ってしまうことが稀にあるそうだ。そして、下位の貴族は上位の貴族には絶対に逆らえない。逆らえば一族全員脱爵の上、逆らった本人は死罪に問われる。

　会場に居た侯爵以下の身分の者全員が下を向き、我関せずのアピールをしていた。

「ハルトさん……」

　俺が侯爵相手に動けないのを見て、リファが涙目になった。侯爵を赦せない。こんな不快な思いをしたのは久しぶりだ。あまりやりたくなかったけど、ヨウコの洗脳魔法を使おう。辻褄合わせが面倒なので、この場に居る家族以外の全員を洗脳する。

　助け舟を出そうとしてくれる貴族がひとりも居なかったので、全員洗脳したところで俺の心は痛まない。洗脳して今日の披露宴は無事、何事もなく終わったことにする。俺は貴族って奴らが心底、嫌いになった。元々、俺の家族以外の貴族に良い印象を持ってなかったけど。

　俺はこの場に、ヨウコを呼び出そうとした。その時──

「なにを騒いでおるのだ？」

「部外者は黙って──へ、陛下ぁ!?」

　グレンデール王が俺の兄カインとレオン、親衛隊数名を引き連れて現れた。その王が、リファの手を引く侯爵に気付く。

「侯爵よ、その手を離せ。その者はアルヘイム王国の姫だ。貴様程度が触れて良い御仁ではない」

「なっ!?」

　侯爵の手が離れると、リファは直ぐに俺の所まで駆け寄ってきて、隠れるように俺の後ろにまわった。俺の服の裾を掴むその手が震えている。嫌な思いをさせてしまい、申し訳ない。その後、なにがあったのか王に問われたので、さっきあったこと簡潔に話した。侯爵の顔が、どんどん青くなっていく。

「そうか……我が国とアルヘイムの友好を破滅させようとしたのだ。少なからず罰を与える。親衛隊、連れていけ！」

　王の命令で、親衛隊が侯爵と侯爵次男を会場外に連れていった。侯爵が絶望の表情をし、侯爵次男が涙目になっていたので、少し気が晴れた。

「リファ、すぐに助けてやれなくてゴメンな」

「私はハルトさんなら、きっとなんとかしてくれるって信じていました」

　うん、絶対なんとかする。なんとかする方法の候補が、洗脳っていう力技だったけど。

「陛下、ありがとうございました」

　王にお礼を言う。おかげでこの国の貴族を全員、ヨウコに洗脳させなくてよくなったのだから。そしてなぜか、カインが満足気だった。もしかして、リファのピンチに超直感で気付いて、王を連れてきてくれたんだろうか？

「良いのだ。あんな奴より、我が親衛隊隊長の弟で、英雄ティナをこの国に結びつけ、更にアルヘイムとの友好を築いたハルトの方が、この国にとって必要だ」

「勿体なきお言葉」

「それはさておき、ティナはやはり美しいな」

　王がティナを正面から見つめる。

「どうだ？　我の妃にならないか？」

　──えっ!?

　今度は王様がティナに求婚してきた。

「陛下、なにを」

「また、お戯れを……」

　でもカインとレオンがあまり焦っていない。たぶん、王は本気じゃないんだろう。ふたりはそれに気づいている。

　んー、どうしよう？　ティナも分かってるみたいだけど、さっきのリファとのやり取りを見ていたせいか、困ってるフリをしている。

　俺の、ティナへの愛が試されてるのか？

　よーし。そういうことなら、やってやろう。

　たとえ国が敵になっても、ティナとリファは俺のものだと言い張ってやる。

「陛下、ティナは──」

「ダメダメ！　ティナはハルトのお嫁さんなんだから」

　王に向かって、ティナのためなら国を相手にしても戦います！　──という宣言をしようとしたら、六歳くらいの少女が王に忠言してくれた。

　その少女は、俺が知っている子だった。世界樹の葉をモチーフにした綺麗な服を着た少女は、風の精霊王シルフだ。

　な、なんでシルフがここに？

　そう思っていたら、また別の女性が話しかけてきた。

「シルフ、貴方はこの国じゃあんまり認知されてないんだから、王様に失礼でしょ？　私から頼みます」

　その女性の周囲から水が溢れ出し、身体が精霊体へと変化していった。彼女は、俺と召喚契約を結んでいる精霊ウンディーネが人化した姿だった。

「グレンデールの王よ。この国に加護を与える水の精霊王ウンディーネが頼みを、聞いてくれますね？」

「ウンディーネ様!?　は、はい！　なんなりと!!」

　いつの間にか王が、ウンディーネの前で膝をついていた。カインとレオンも王に倣い、膝をつく。貴族たちも一斉に膝をつき頭を下げた。ウンディーネは、この国グレンデールに加護を与える精霊だった。

「私の友であるハルトは、ティナ、リファと結婚したのです。この国はそれを祝福してください。くれぐれも三人を引き離すことのないように」

「しょ、承知しました。ハルトの結婚を祝福し、その家庭を、国を挙げて守ると誓います」

　なんか、思ってた以上に大事になった。

「ハルトたちを守ってくれるなら、我も加護をやろう」

　ダンディなオッサンが、料理片手に近寄ってきた。たぶん、マイとメイの父親である星霊王だろう。おっさんも来てたのか……てか、馴染みすぎじゃない？

「ウンディーネ様、こちらの方は？」

「我ら精霊族の王、星霊王様です」

「星霊王様!?」

　グレンデール王が驚くのも無理はない。星霊王オッサンは存在こそ広く知られていたが、この世界に顕現したという伝承はほんの僅かしかなかったのだから。

「良かったですね。星霊王様の加護があれば、この先数百年、国は安泰でしょう」

「ありがとうございます！」

　グレンデール王が、星霊王とウンディーネに対して頭を下げる。

「しかし、気をつけてください。もし、この国がハルトたちを裏切るようなことがあれば……世界中の精霊が、この国の敵になりますから」

　ウンディーネの纏うオーラが、周りにいる者たちを威圧した。

「は、はい。肝に銘じます」

　王の額から滝のように汗が流れる。周りにいる貴族たちも、顔が真っ青になっていた。そこまで脅さなくても良かったのではと思ったが、これでこの国の有力な貴族たちは俺の家族に手を出そうとは思わなくなるだろう。ウンディーネに感謝だ。

「ウンディーネ、ありがと。今日は祝いの場だから、この辺にしとかないか？」

「そうですね。グレンデール王も、私と約束してくれましたし。さぁ、皆さん、立ってください」

　ウンディーネが人化した姿に戻ると同時に、貴族たちを威圧していたオーラが消えた。王が立ちあがり、周りの貴族も立って周りの者と話し始める。ただ、ほとんどの人がチラチラこちらの動向を窺っていた。王は、俺の兄たちとなにか話し込んでいた。

　ちなみに兄たちには、俺が星霊王とも知り合いだと教えていたので、先程の出来事にあまり驚いていなかった。一方、父にはなにも教えてなかったので、公爵様と一緒に驚いていた。ちょっと面白かった。




「ハルト、遅くなった」

「ハルトよ、此度はおめでとう」

　ルークとその祖父、賢者ルアーノが来てくれた。

「ルーク、来てくれてありがとう。学園長もありがとうございます」

「なんか騒がしかったけど、大丈夫？」

「うん、ちょうど落ち着いたとこ。いいタイミングで来てくれた」

「ルアーノじゃないか！」

　ダンディなオッサンが賢者ルアーノに話しかけた。

「も、もしや……星霊王様ですか？」

　賢者ルアーノは、マイとメイの父親と知り合いだったようだ。

「こうして顔を合わせるのは久しいな。マイたちの入学を頼んだ時も念話だけだったしな」

「えぇ、そうです。しかし今日はなぜ、こちらに？」

「我が契約者であるハルトの、結婚を祝う宴が開かれると聞いたのでな。同じくハルトと契約しているものたちと一緒に、こうして駆けつけたのだ」

　うん、呼んでないけどね。来るなら事前に教えといてほしかった。

　でも精霊が祝福してくれるのは嬉しいので、突然押しかけられても拒みはしない。

「星霊王様が、ハルトと契約を結ばれたのですか？」

　賢者ルアーノが信じられないという顔で俺を見てくる。あれ、言ってなかったっけ？

「そうだ。ただ、契約は我から申し出た。ハルトは契約などせずとも、我を強制召喚できる」

「なっ!?」

　賢者ルアーノが口を開けたまま、固まってしまった。

「ところでハルトよ、マイとメイはどこだ？」

「まだ来てないみたいですね」

「王様、マイたちに会えるのを楽しみにしてたからねー」

　料理を手に持ったシルフがやってきた。

「シルフも来てくれたんだ」

「もちろん！　ハルトのお祝いの時に出る料理、すごくおいしーもん」

　どうやらシルフは、祝宴の際に出される料理につられてやってきたようだ。

「ハルト殿、我も来ておるぞ」

　厳つい赤髪の男が、ずいっと前に出てきた。

「えっと、イフリート？」

「左様。ノームも誘ったのだが、契約してないからと拒まれた。おそらく拗ねておるので今度、奴とも契約してくれないか？」

　ノームは大地を司る精霊王だ。俺が星霊王とも契約しているのに、四大精霊王でただひとりだけ契約されていないことを知ったノームが拗ねているのだという。何処で会えるか分からないが、機会があれば契約したいという俺の意思をイフリートに伝えてもらうことにした。

「はーると！」

　急に後ろから抱きつかれた。

「シャルルか、遅かったね。あと、俺はもうティナとリファの旦那なので、いきなり抱きつくのはやめていただきたい」

　姉のシャルルだった。なぜか抱きつかれている俺への、ティナとリファの視線が冷たい。

　なんでだよ!?　これ、俺のせいじゃないよね？

　とりあえず無理やりシャルルを引き剥がした。すると──

「リファちゃーん！　結婚おめでとー!!」

　シャルルが今度は、リファに抱きついた。







[image: ]







「あ、ありがとうございます。お義姉ねえさま」

　リファが困惑しながらお礼を言う。そして、助けてほしそうにこっちを見てくる。

「うへへ、お義姉さまかぁ……いい響き」

　ニヤニヤしている姉が気持ち悪いので、もうしばらくリファに相手を頼むとしよう。

「「ハルト様！」」

「遅くなったのじゃ」

「お待たせにゃ」

「ハルトさん。お招きいただき、ありがとうございます」

　マイとメイ、ヨウコ、メルディ、ルナがやってきた。会場入り口付近にはリューシンとリュカの姿も見える。

「みんな、来てくれてありがとう」

「「ありがとうございます」」

　ティナたちと一緒に、皆にお礼を言う。

　俺のクラスメイトが全員集合した。俺と契約している精霊王たちも勢揃いしている。賢者ルアーノや、グレンデール王も来てくれた。こんな豪華なメンバーが集まるパーティーは、滅多に開かれることはないと思う。

　さぁ、パーティを楽しもう！




　──＊＊＊──




　披露宴が始まり、だいぶ時間が経った。日が落ちて暗くなってきたので、各テーブルに設置されたロウソクに火が灯される。それだけではまだ暗かったため、イフリート、シルフ、ウンディーネが協力して、柔らかく光る魔法の玉を無数に会場に浮かべてくれた。幻想的な光景に、その場に居た全員が息を飲む。




　それから少しして、ちらほら帰り支度をする人が目に付いた。

「ハルト様、そろそろ……」

「あぁ、そうだね」

　ティナとリファが、少し疲れた顔をしていた。来場者全員と一通り挨拶は終わっていたから、俺たちも屋敷に帰ろうと思う。この会場は明日まで開いているので、酒好きの人たちは、夜通し飲んでいたりするそうだ。

　無事に披露宴が終わってよかった。ちょっとした問題もあったが、ウンディーネのおかげでなんとかなった。今度彼女を召喚した時、いっぱいお礼をしようと思う。

　さて、帰って寝よう。ふたりの妻と。

　俺はティナとリファと一緒に会場に来てくれた人々に一礼し、披露宴会場を後にした。


《了》









あとがき




　『レベル１の最強賢者』二巻を手に取っていただき、誠にありがとうございます。皆様に一巻をご愛読いただきまして、こうして二巻を出すことができました。

　私はどうしても、この二巻を出したいと思っていました。一巻カバーの作者コメントに書いた通り、ティナのウエディングドレス姿が見たかったからです。本書の口絵はご確認いただけましたか？　まず、あとがきから読むって方もいらっしゃるでしょう。そういう方は今すぐ、本書の一番前の見開きカラーイラストをご覧ください。

　見ていただけましたか？　そうです。ウエディングドレス姿のティナとリファを、カラーで描いていただいたんです。ふたりともすごく綺麗です。周りの雰囲気も素晴らしい。ハルトも見惚れちゃっていますね。

　私は一巻のキャラクターデザインを見せていただいたときから、本書のイラストを担当してくださっている水季様のファンになりました。水季様が描くイラストが大好きです。好きな絵師様に、自作のキャラたちを描いていただけるのって幸せです。最高なんです。一巻もカバーイラストがとてもきれいでした。口絵はキャラがいっぱいで豪華だし、モノクロ挿絵のクオリティも素晴らしいものでした。大変、満足しています。

　この二巻を手に取っていただいた方の中には、表紙デザインに惹かれて──って方もいらっしゃると思います。私も二巻表紙のイラストをスマホの待ち受けにして、毎日眺めています。それくらい、水季様のイラストがお気に入りです。自分が書いた小説のヒロインのウエディングドレス姿を、大好きな絵師様に描いていただけるのって、凄いことだと思います。水季様、本当にありがとうございました。

　それからこの二巻の挿絵、キャラがいっぱいいるんです。人数がヤバいです。なんと、二十五人と一匹のイラストが描かれております。もちろん全て、水季様にデザインしていただきました。しかし、挿絵では小さくしか載ってないキャラもいます。もったいない……。主要キャラ全員に、カラーのデザインがあるんです。ということで、私のＴｗｉｔｔｅｒや小説家になろうの活動報告にて、全てのキャラデザインを公開しています。こちらもぜひ、ご確認ください。

　『水季様がすごい!!』ってことを書いていたら、それだけであとがきの文字数限界になってしまいました。この作品をコミカライズしてくださったかん奈様にも、いっぱいお礼を書きたかったのです。私はかん奈様がデザインしてくださったキャラも大好きです。この続きは、なろうの活動報告や、三巻を出すことができたらそのあとがきで書くことにします。

　最後になりましたが、素晴らしい絵師様と漫画家様を見つけてくださった担当編集者様。そして一巻を購入し、この二巻の出版に繋げてくださった読者の皆様。本当にありがとうございました。一巻の時と同様、感謝の意を込めてこの言葉を贈ります。『呪！　二巻発売!!』





木塚 麻弥
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